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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　９月１日（火曜日）





『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。

　これからぼくは、この学校に関かかわる悪党に対して復ふく讐しゆうを行う。

　たとえ神が許しても、ぼくはきみを許さない。　　　エーミール









　夏休み明けの校舎の、校門の脇わきにある壁かべに、そんな内容の落書きが書かれているのを、登校中の僕は目もく撃げきした。

「……今時、珍めずらしいなぁ」

　これほど綺き麗れいに、壁に文字を書くのは無理だ。なので、よく見なくても分かる。これはステンシルアートの類たぐいだ。

　自分を表ひよう象しようするロゴや、風ふう刺しの効いたステンシルを見かけることは、海外では特に珍しいことじゃない。でも、日本でこれほど巨きよ大だいな、それも文章だけのステンシルを見るのは初めてだ。

　普ふ通つうなら、ただの落書きと思い、見た目のインパクトにだけ惹ひかれて、首を傾かしげて通り過ぎるような類いのものだろう。でも僕は立場上、色んな意味で、この犯行予告が真実みを帯びて背後に迫せまってくるような、嫌いやな胸むな騒さわぎを覚えた。

　既すでにステンシルの周囲にはロープが張られていて、生徒が近寄らないようにと配はい慮りよされている。物珍しさに野や次じ馬うまがそれなりにいた。

　その中に、この騒そう動どうに関わっていそうな友人たちを発見して、僕は彼らのもとへと向かう。すると、自然と人が僕を避よけて、野次馬の中に一つの道が出来上がった。

　というのも、僕は十人が見れば八人が不良だと思い、二人がヤクザだと思う程ほどの強面こわもてだからだ。眉まゆ毛げが薄うすいのでどうしても『眉まゆなし』に見えてしまい、オールバックにしていた髪かみ型がたを、最近流行のソフトモヒカンに変えたら、むしろ余計に怖こわがられてしまった。

　人を見かけで判断しないでほしい。僕は少し特技があるだけの高校生だ。

「久しぶり、二人とも」

　僕が声をかけたのは、背の高い端たん整せいな顔つきの青年と、茶ちや髪ぱつのボブカットで眼鏡をかけた素そ朴ぼくな少女だった。

「ハロー、灰はい賀が選手！　久しぶりだ、会えて嬉うれしいよ」

「……海外の吹ふき替かえドラマの見過ぎだよ、十じゆう文もん字じくん。ここは日本だって」

　鋭するどい目つきでステンシルを睨にらみ付けていた青年──十文字くんは僕を見て、大おお袈げ裟さな欧米式っぽい挨あい拶さつをしてくる。隣となりにいる少女──佐さ藤とうさんは、ペコリと無言で会え釈しやくした。

　この二人の所属する『飼育部』とは、一年生の頃ころから付き合いがあり、暇ひまさえあれば、一いつ緒しよに遊ぶような間あいだ柄がらだ。

　十文字くんは「自じ称しよう名めい探たん偵てい」という、よく分からない拘こだわりを持った変わり者の親友だ。特とく殊しゆな立場の僕にも、態度を変えずに普通に接してくれるのが何よりも嬉しい。

　イケメンで、いつも女子と一緒に歩いている、僕が知っている中でモテる男の代表だ。『変人だけど気配り上手だ』と話していて思うので、彼の良い部分は参考にしたいけど、中々真似まねできていない。

　隣にいる佐藤さんは大人しく、話すことが出来ないらしい。だから十文字くんは、いつも彼女の傍そばにいて、周囲とのコミュニケーションをサポートしている。

　探偵と助手、という関係だと十文字くんが言っているし、いつも一緒にいるから、大事な友人なんだろう。そんな二人の関係を、僕は微笑ほほえましく思っていた。

「すごいステンシルだけど、これって犯行予告ってやつなのかなぁ」

　僕が疑念の視線を送りながら尋たずねると、十文字くんはキザったらしく笑う。

「ああ、きっと私に対する挑ちよう戦せん状だろう。よりにもよって、この『名探偵』のいる学校でこのようなイタズラを──」

「あっ、佐藤さん。今日は始業式だけど、部活はあるの？」

「そんなキミのマイペースさが、私は大好きだ！」

　だって、話が長くなりそうなんだもん。すると、スマホに通知が入る。
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　思ったことは一緒なんだなと、僕は苦く笑しようする。やたらと楽しそうに騒さわぐ十文字くんを見て、とりあえず彼の仕し業わざではないんだと直感した。

　──とすると、やっぱりあの部長の方が怪あやしい。いっそ、直接聞いてしまおうか。

「そっかぁ。じゃあ、部活の時にでもまた顔を出すよ。十文字くんも、本物の探偵みたいに、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれないように気をつけてね」

　僕は手を振ふり、十文字くんたちと別れて、多くの生徒たちが向かう校舎とは別の方角にある建物──特とく進しん棟とうへと歩き出す。

　この学校の最大の特とく徴ちようとも言える特殊クラス、『特進科』の生徒に与あたえられた研究所であり、一般の教室ほどもある「個人部屋」のある校舎だ。

　人通りは極きよく端たんに少なく、カードキーなどによる厳重な管理体制など、息苦しく物々しい雰ふん囲い気きを感じるかもしれないけど、慣れればどうということもない。

　特進科に所属する『特進生』である僕にとっては、それが日常だった。







　外での揉もめ事ごとはなかったかのように、始業式はいつも通り行われた。ただ、珍しいことに、今日は教頭が出席している。

　教頭は学校改革の中心人物で、この学校に新しい制度である『普ふ通つう科か』と『特進科』を作りだし、特に特進科生徒の誘ゆう致ちと特別教育、スポンサーをつけるなどの、過か剰じようとも言える格差を生徒たちに見せつける教育を行ってきた人物だ。

　強ごう引いんで横暴な振る舞まいが多いし、何も知らない他人にとっては、酷ひどい大人にも見えるだろう。というか、実際に性格は悪い。

　だけど、普通科の生徒には申し訳なくても、僕はそれがもたらしてくれる恩おん恵けいに対し、感謝の念を禁じ得ない。あの人がいなければ、僕の人生はまったく違ちがうものになっていたはずだ。それだけは、特進生の総意と言っても過言ではないはずだ。

　そんなことを考えているうちに、校長の話が終わる。

　普ふ段だんならこのまま解散のはずだけど、今日の始業式で最後に壇だん上じように上がったのは、なんと教頭だった。

「諸君も見ただろうが、校門に落書きをする者が現れた。誠まことに遺い憾かんである。以後、真似事をするような生徒が現れれば、厳げん罰ばつに処すのでそのつもりでいてほしい」

　教頭の発する言葉の圧力に、体育館全体が震ふるえる。

　校長の話を聞いていなかった生徒も気け圧おされたのか、少しザワついていた体育館は静せい寂じやくに包まれた。

「我が校に招しよう致ちした六人の『特進生』を除き、諸君は凡ぼん人じんである。天才の役割とは、様々な手法で凡人に夢を与え、仕事を与え、社会を形成することだ。諸君は天才たちに尽つくし、彼らの生み出す歴史をただ歩けば良い。余計な思考を破は棄きしろ、自らの手で分相応の役割を見つけ出せ」

　歯に衣きぬ着せぬ言い方に、僕はゲンナリする。そういうことを言うから、特進生はあまり好かれないんだけど……。

「あのような妄ぼう言げんに誑たぶらかされて、勉学を疎おろそかにしないように。諸君は諸君に与えられた役割をこなせ。生徒の役割は勉学である。ゆめゆめ、それを忘れないことだ。以上」

　教頭はそれだけ言って壇上から降りる。僕は首を傾げた。

「……確かに迷めい惑わくだけど、なんであの教頭がそこまで怒おこるんだろう」

　あの程度の嫌がらせは、歯し牙がにもかけない人だ。わざわざ教頭が動いたという事実が、いつもと様子が違うぞと、脳のう裏りに警けい鐘しようを鳴らす。

　この時、僕は初めて、想像しているより事態は深刻なんじゃないかと疑念を持った。







　僕は自分専用の個人部屋に設置されたランニングマシンで、いつもよりも緩ゆるいペースで走り、軽く身体からだを温める。今朝からおかしいことばかりで、何かが変だなと考えながら、ランニングマシンを降りた。

　時計を見る。始業式しかない日だったし、普通科の生徒は帰り始めている頃かな。

　そういえば、『飼育部』はもう裏庭に集まっているんだろうか。校門の落書きについて聞いてみよう。事の重大性によっては、早く教頭に謝った方がいい。

　僕がウォーミングアップを終えて、スマホのＬＩＮＫを確かく認にんしようとした時だ。個室のインターホンが鳴った。

　ここには滅めつ多たなことで人が来ることはない。あったとしても、それは僕が十文字くんたちを誘さそって招き入れることが希まれにある程度だ。もしかして、教頭が来たんだろうか。

　僕は少し緊きん張ちようして、扉とびらをそっと開く。




　そこには、見知らぬ女生徒が立っていた。




　腰こし程ほどまで伸のばした艶つややかな黒くろ髪かみで、制服を着ているが、かなり着き崩くずしている。ブレザーは肩かた掛かけで袖そでに腕うでを通さず、シャツに至っては胸むな元もとのボタン一つしか留めておらず、胸元の谷間と黒い下着と、美しい肢し体たいがほとんど露あらわとなっていた。

　その美しさに一いつ瞬しゆん見とれたけど、僕はすぐに正気に戻もどる。

「……どちら様ですか？」

　僕が尋ねると、鋭い目つきをした女生徒は口の端はしを吊つり上げて笑う。

「特進科二年、『最速』の灰賀だな」

「はぁ、間ま違ちがってはいませんけど……」

　質問に質問で返されても困る。それと『最速』という呼び方は恥はずかしいのでやめてほしい。そんなことを知ってか知らずか、女生徒は頷うなずいて高らかに宣言する。

「私の足になれ。これより『真聞』の取材を始める」

　それが、初めて会った相手に対する、夜よ月づきさんの挨拶だった。







　特進生は、各学年に二人いる。一年生は『女優』の黄き紗さ良らさんと、『格かく闘とう王』の赤あか坂さかさん。二年生は『最速』の僕と、『美食家』の青あお山やまくん。三年生は『薬くす師し』の黒くろ田ださん。そして、件くだんの問題人である『真聞部』の夜月さんだ。

　夜月さんという人物について、僕はよく知らない。かれこれ一年以上、特進棟に出入りしているけど、それらしい生徒を見たこともないし、外見すら把は握あくしていなかった。

　ただ、去年に夜月さんの活動を見たことがある。夜月さんによって発行され、学校中に配られた『真聞』に、僕も何気なく目を通した。

　真聞の題名は『遠ざかる政治』。その年に丁度衆議院選挙が行われたのもあって、高校生でも分かりやすいくらいに、丁てい寧ねいに政治について書かれていた。

　表おもて面めんの締しめの言葉は、特に印象深い。

「このように、『政治』を学ばせる教育システムが、現在の日本には存在しない。なぜなら『正しい政治』など最初からないのだ。だから誰だれも教えられず、誰も学ぶことは出来ない。ゆえにインターネットを中心とした匿とく名めい化した世論に踊おどらされ、現実の政治は自ら走るように遠ざかってゆく」

　なるほど、これが『遠ざかる政治』かと、特に政治に関心を持たない僕も感心したものだった。

　テレビで報道されるニュースを見たり、ＳＮＳの反応を僕も見たことはあるけど、誰が何を言っているかも分からず、極論や筋すじ違ちがいの文章での話がまぜこぜになっていて、何が正しいのかがサッパリ分からなかった。

　僕の頭がそれほど良くなくて、難しい話が苦手なのは認めるけど。『匿名化した世論』という言葉は、中々含がん蓄ちくのある言葉だと頷く。




　だけど、世間にとって「そんなこと」はどうでもよかった。真聞の裏面に書かれていた記事が、表面に書かれていた何もかもを忘ぼう却きやくさせるほどに、日本という国を揺ゆるがした。




　そこには、全国の地方議会議員の活動費についての調査記録がビッシリと記き載さいされていた。そのほとんどが横領、詐さ欺ぎにも近い議員の活動費の無む駄だ遣づかいや、各自治体の活動と称しようした税金の無駄遣い。証しよう拠ことなる詳しよう細さいな資料は、記載されていたＵＲＬの先に分かりやすく掲けい載さいされていた。

　だから、この『真聞』の内容は、ネットを通じて全国にあっという間に拡散された。

　その間、僅わずか一日足らず。全国の市民たちは激げき怒どし、地方議会は大混乱に包まれ、汚お職しよく議員たちはスキャンダルに追われ続け、地方行政は機能停止状態に追い込まれた。

　たかが一人の高校生の書いた記事で、日本という国が傾かたむきかけたのである。

　それを平然と行ったのが、通つう称しよう『真聞部』の夜月という人物だった。




　だけど、実は僕は彼女に対して、それほど悪印象を持っていなかった。

　結局は、夜月さんの言っていたことは正しくて。自分の悪行を棚たなに上げて開き直る人々の方が、僕には余程『悪党』に見えたんだ。







　夜月さんの個人部屋は、想像していたよりも整然としていた。てっきり、そこかしこに資料や本の山が積んであるものだと思ったので、そのギャップに少し戸と惑まどう。

　オフィス、という呼び方が一番適しているのかもしれない。業務用と思われる棚には、ファイル資料などがビッシリと収まっていた。

　音楽が流れている。不気味な雰囲気のクラシック曲だ。

「あの、えっと。あなたは『真聞部』の夜月先せん輩ぱい、ですよね」

「特進生の口から、先輩なんて言葉を聞くとは驚おどろいた」

　女生徒はクックックと笑い、部屋の中央のソファに腰こし掛かける。

「確かに紹しよう介かいが遅おくれたな、夜月だ。好きに呼べ」

　夜月さんに座れとジェスチャーされ、僕は彼女の対面のソファに腰を下ろす。どうしたものかと考えて、とりあえず自己紹介をすることにした。

「あー……、僕は灰賀です。特進科の二年生で──」

「そんなことは知っている。小学生時代の鬼おにごっこでは、いつもじゃんけんで負けて鬼役となり『休み時間の恐きよう怖ふ』と呼ばれたことも。中学生時代に初はつ恋こいをし、告白しようと呼び出したら、財さい布ふを差し出されて泣かれたことがトラウマとなり、泣き叫さけんで走り回り才能を開花させたこともだ」

「むしろ、なんでそこまで知ってるんですか!?」

　なんという恐おそろしい悪人だ、大悪党だ。こんな人には、絶対に関かかわらない方がいい。

「足に使うんだぞ、身辺調査くらい当然行う」

「……プライバシーって言葉、知ってます？」

「自意識過剰な奴やつの口くち癖ぐせだ。他人はそれほど、お前に興味はない」

　僕は夜月という人物にとても悪印象を持った。むしろ、この人の味方をして正当化しようとする方がどうかしている。

　そんな僕の様子を値ね踏ぶみするように見ていた夜月さんが、おもむろに話を切りだす。

「さて、今回は『休み時間の恐怖』に、ある件で協力してもらいたいんだが──」

「協力します、なのでお願いですから灰賀と呼んでください」

　全力で頭を下げると、夜月さんは不敵な笑えみを浮うかべながら僕の肩かたを叩たたく。

「ただのジョークだ。ここからは、真ま面じ目めな話をするから聞け」

　そう言うと、夜月さんは急に声のトーンを低くする。

「結論から先に言う。エーミールについて、共に調査しろ」

　意外な話に、僕はキョトンとする。その名前は、つい今朝方に見たばかりだ。まさかとは思うものの、改めて聞き返す。

「……エーミールって、校門のステンシルのことですよね」

「そうだ。これからエーミールによる『復ふく讐しゆう』が始まる。今回は、それで真聞を制作するつもりだ」

　何重かの感情の波が押し寄せ、僕は絶句する。

　一つに、次の真聞の題材をあっさりと聞いてしまったという、単純な喜びと好こう奇き心しん。

　一つに、冗じよう談だんではなく、僕を助手にするつもりであるという驚き。

　そして、もう一つに──

「ちょ、待ってください。僕なんていなくても、夜月さんが調べた方が早いんじゃ──」

「それは、私が『悪党』だと知って言っているのか？」

　あくまで平然と、夜月さんはそれを口にする。

　悪党。

　犯行予告でエーミールが復讐すると宣言した相手であり、世間には認められない存在。

　それなのに夜月さんは、当たり前のように、自分がそうであると明言する。

　言われてみればその通りだ。目の前にいるのは、日本を根本から揺るがすような大事件を引き起こした人物らしい。今さらだけど、そんな存在と僕は対面しているのだ。

　そう思うと、急激に緊張が自分の身体の中を這はいずるような感覚に襲おそわれる。でも、僕も今月に大会を控ひかえる身だ。それを分かっていながら、この人は依い頼らいしているのか。

　慎しん重ちように、口を開いた。

「……一つだけ質問してもいいですか？」

「構わん」

「どうして僕なんでしょう」

　そう尋たずねると、夜月さんはニヤリと笑って言った。




「あの落書きをしたのは、飼育部の翡ひ翠すいだぞ」




　まさか、そんな。いや、そうかなという疑念はあったけど、改めて夜月さんの口から聞くと、事態の深刻さに震ふるえる。

　あの人の基本方針は暗あん躍やくだ。しかし、今回の件はいつもの翡翠さんらしくない。それがいい知れない恐怖を僕に与あたえた。

　何か大変なことが起こる。確信にも似た悪お寒かんが、僕の思考を支配した。

「……調査って、どうやってやればいいんでしょう。頭を使うのは苦手で……」

　生なま唾つばを飲み、僕が尋ねる。

「これだ」

　夜月さんは着き崩くずした制服のポケットから、棒状の機械を取り出す。本体を見るまで、てっきりボールペンだと思っていた。

「最新式のボイスレコーダーだ、充じゆう電でんなしでも三日保もつ。これを隠かくし持って、学校中の生徒達の肉声を、リアルタイムで録音し続けてもらいたい」

　これまた簡単な内容に、僕は内心首を捻ひねる。てっきり、教頭室に忍しのび込んでこいというレベルの難題を要求されると思っただけに、逆に不気味に思えるほどだ。

「それくらいなら、まぁ……。でも、ＬＩＮＫがあるのに、役に立ちますかね」

　デジタル化したこの時代に、ボイスレコーダーで盗とう聴ちようをするというのも、何とも不思議な気分になる。

　とはいえ、聞きかじった知識ではあるけど『録音しておくこと』は冤えん罪ざいを防ぐ上で非常に重要らしい。手て渡わたされたレコーダーを、僕はジッと見つめる。

「それを判断するのは私だ。それと定期的に集まって、二人で調査を行うぞ。今回の件、狙ねらわれそうな『悪党』は私だけではないからな」

　夜月さんと共に調査して歩く……。想像するだけで、背筋の凍こおりそうな話だった。

「あなたと手を組めば、翡翠さんの行動の真意が分かるんでしょうか」

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良いい解かい釈しやくだけだ」

　夜月さんは即そく答とうする。

「何も知らずに過ごすか。事実と向き合うか。それはお前の好きにしろ」

　僕は考える。落ち着け。夜月さんがそう言っているだけで、翡翠さんがやったという証拠もまだない。友人を裏で探さぐるような真似まねはあまりしたくないけど、まだ保険の範はん疇ちゆうだ。

　とはいえ、翡翠さんが十文字くんたちを巻き込んで、とんでもないことをするかもしれない可能性は十分にあるし、既すでに前例もある。

　スタートの合図を知らずに、佐藤さんの事件の二の舞まいになるのは、もう嫌いやだった。

「……僕に出来ることでしたら、手伝わせてください。頑がん張ばります」

　そう答えると、彼女は邪じや悪あくな笑みを更さらに歪ゆがませる。

「明日の昼休み前に、お前の部屋に行く。詳細はそこで。もうレコーダーは録音したままにしておけよ。今日からお前は私と『共犯』だ。よろしく頼たのむぞ、相棒」

　──もう逃にげられない。この不気味な依頼を引き受けてしまった。でも、その嫌けん悪お感かんを払ふつ拭しよくするほどの使命感に、僕は気を引き締める。

　十文字くんの罪がイタズラに増えてしまうのを、親友として阻そ止しするんだ。

　その時、ふと目眩めまいのような感覚──違い和わ感かんに襲われた。

「あの、すみません。僕が入学してから、あなたと会ったことありましたっけ」

　それを聞いた夜月さんは肩を竦すくめる。

「私は初めて声をかけたが、お前は私を見たことがあるのか？」

　言われなくとも、そんなことはない。これほどの美女に出会って、一いつ切さい記き憶おくに残らないというのもおかしな話だ。

　緊きん張ちようのあまり、疲つかれているのかもしれない。僕は軽く会え釈しやくして、部屋を去った。




　９月２日（水曜日）




　まだ人の気配のしない早朝。校門の落書きを見ながら、アタシは考える。

　……復讐か。

　単純な話、殴なぐられたから殴り返すってだけの話だろ。耐たえるっていうのは、プロレスか修しゆ行ぎようかマゾのすることだ。わざわざ大きな字で書かなくたって、それくらい馬ば鹿かのアタシでも分かる。

　恨うらみを買ってるかどうかで言えば、アタシは恨まれている方だろう。襲ってくるなら、殴るだけだ。

　珍めずらしく人の気配がしたので視線を向けると、ヤクザみたいな先輩が声をかけてきた。

「おはよう、赤坂さん」

「うっす。早いッスね」

「変な時間に目が覚めちゃって……。部屋の掃そう除じでもしようかな」

　強面こわもての先輩──灰賀さんはそう言って、特とく進しん棟とうへと向かう。アタシもそれに続いた。

　灰賀さんは、すげぇ良い人だ。一度ぶっ殺そうと思った奴しかいない人生で、アタシを怒おこらせなかった奴は二人しかいない。そのうちの一人が、灰賀さんだ。

　初めて会った時、顔を見て喧けん嘩か売ってんのかと殴りかかったら、その手を優やさしく摑つかんで握あく手しゆして「よろしくね」と笑ってくれた。そうして初めて、自分の器うつわってやつが、いかに小さいものかと思い知らされた。

　それ以来、灰賀さんを見習って、学校で暴力を使ったことはほとんどない。

「大会前だから緊張してるんスか？」

「赤坂さんは、緊張しない方？」

「意識したことねぇッス」

「いいね、そういうの」

　強しいて言うなら、あんたの前で自分がみっともない事を言わないか、注意しようと思う程度の緊張しかないっての。

「……さっきの落書きのことだけどさ」

　珍しく、灰賀さんが真しん剣けんな口調で話し出した。アタシは耳を傾かたむける。

「この学校の悪党って、誰だれのことだと思う？」

　なんだそりゃ。流石さすがに目を細めた。

「あんなの、灰賀さんは気にしなくていいんじゃないッスか」

「うーん、そうでもないよ。世の中には色んな人が居るからね」

　……なんかおかしいなと思った。多少は卑ひ屈くつなところはあっても、この人はあんまり、他人から色々言われるのを気にしない人だと思っていたからだ。顔が怖こわいってのは、言われ慣れてるだろうし、悪口程度で怒るほど小さい男じゃない。

「どうかしましたか、さっきから変ッスよ」

　正直に聞くと、灰賀さんは頭を搔かいて、申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「朝からごめんね。大会前だし、確かにちょっと弱気になってたかも」

「まぁ、何かあるなら聞きますけど」

「ははは、ありがとう。赤坂さんにそう言ってもらえると心強いや」

　そう言う灰賀さんは、アタシを見ていなかった。いつもなら、さりげない仕草でフォローを忘れない人だ。今日はそれもまったくない。挙動も余よ裕ゆうがなさ過ぎる。

　きっと、アタシに相談出来るような軽い話じゃないんだろう。いつもならムカつく所だけど、今日だけはなんだか、寂さびしく思った。

　この人の相談に乗れるほど本当は強くないと、遠回しに言われている気がした。







　しばらくは試合の予定もないので、アタシは汗あせを軽く流す程度の運動をした後、寝ね転ころがってテレビを見る。携けい帯たいの震える音が聞こえて、手にとってみると、黒田からＬＩＮＫの連れん絡らくが来ていた。
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　すぐに了りよう解かいとだけ返信したけど、既読すら付かない。あいつはそういう奴やつだ。来週ということなら、それはそれで念入りに準備するか。

　ネットは便利だ。つい先日買ったはずの商品が届いたことに、アタシは少しだけ驚おどろきながら、改めて内容を確かく認にんしていた。

　インターホンが鳴る。モニターを覗のぞくと、友人が特進棟に来ていた。

「新しん谷たにじゃん、学校終わったの？」

「えっと、お昼ご飯、一いつ緒しよにどうかと思って……」

　あ？　もうそんな時間か。まったく気付かなかった。

「そっち行くわ。上がっていいよ」

　アタシが特進棟の玄げん関かんまで行くと、坊ぼう主ず頭あたまみたいに短いショートヘアの女子──友人の新谷が待っていた。解かい錠じようして、彼女を中へと招く。

　新谷は普ふ通つう科かの生徒で、大人しい奴だ。アタシを怒らせない二人の一人でもある。

　同年代のダチなんて新谷しかいない。アタシは自じ業ごう自得だからいいけど、こいつは周囲にハブられた上に、酷ひどい目に遭あった運の無い奴だ。そういうことを平然とやる連中に腹が立って、珍しく人助けなんて似合わないことをしてしまった。

　大人しいし、自己主張が少なくて、割と無む茶ちや苦茶なアタシにも付き合ってくれる良い奴だ。新谷も、新しい部活の仲間以外は信用できないんだろう。好きな先せん輩ぱいについてどうしたらいいかとか、格かく闘とうバカなアタシに恋こいバナを振ふってきたりする。

　奇き妙みような縁えんではあるけど、大事なダチだ。とにかくアタシはそう思っている。

「目覚まし時計、ぶっ壊こわしたかなぁ」

「まだ昼休み前だから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「あー、それでか。ってことはサボり？」

　新谷は答えずに目を逸そらす。なんか嫌なことがあったんだろうか。いつもの場所で待っていてくれれば、体内時間の調整のために、昼時には出て行くんだけど。新谷が平日の昼にこっちに来るのは、かなり珍しい。

　部屋に入って、適当なところに座る。新谷も、座れる場所を見つけて座った。

「んで、午後から授業に出んの？」

「それなんだけど……。部活にだけ出たいから、放課後までここに居させてもらえる？」

「いいよ。その代わり、また部屋の片付けしてくんない？」

「……ありがとう」

　やっぱり、教室に行きたくないみたいだ。新谷の悩なやみ事に、興味が無いと言ったら噓うそになる。胸むな糞くそ悪い話は嫌きらいだ。そういうのに、また巻き込まれているなら、自分が代わりに喧嘩を買ってやる。

　てっきり、その類たぐいの相談かと思ったら、新谷は本当に黙もく々もくとアタシの部屋を掃除し始めた。実家のカーチャンみたいに手慣れた様子で、散らかした雑誌をまとめて縛しばったり、掃そう除じ機きをかけたりしてくれている。

　……ムカついてきた。誰も彼も、どうしてアタシに相談しねぇんだ。

　ムズムズする。立ってその辺りをうろついて、何となくシャドーボクシングをする。見て分かるだろ、暇ひまなんだ。早く相談しろよ。

　ああもう、いいや、面めん倒どうくせぇ。

「新谷、アタシに相談しろ」

　開き直ってそう言うと、新谷は目を丸くした後、プッと噴ふき出す。

「あ？」

「ご、ごめんね。そんなに直球で来ると思わなくて……」

「ダチに気を遣つかうんじゃねぇよ。やっぱＪじえい先輩か、恋バナでも何でもかかってこい」

　アタシがファイティングポーズを取って挑ちよう発はつすると、新谷は困った表情で笑う。

「部長も赤坂さんも、どうしてみんな、私が先輩のことで悩んでると思うのかな」

「女の子だからだよ」

「男らしいね」

　あの部長も同じ質問したのか。くそっ、先を越こされた。また負けた……っ！

　でも、そこまでアタシが言っても、新谷は口を固く結んだままだ。とはいえ、新谷の悩みと言ったら、好きな先輩のことしか心当たりが無い。

　……アタシは馬鹿だけど、何となく気付いた。新谷の抱かかえているのは恋れん愛あいとか、そういう安い悩みじゃない。それこそ、今朝の灰賀さんが背負ってたようなでっかい奴だ。

　みんなして何だって言うんだよ。そんなに頼たよりにならないのか？

　勝手にボッチにすんじゃねぇ。よし。新谷の悩みだけは絶対に聞くと、今決めた。

「アタシが捕つかまって拷ごう問もんされたくらいで、秘密を漏もらす奴に見えるか？」

「そんな極きよく端たんなシーンは、想像できないけど……」

「だから、頼りないのかって聞いてんだよ！」

　ついに声を荒あららげると、新谷は身を縮ませる。初めて新谷に対して怒った。そんな自分が少し信じられなかった。

　新谷はこんなに腹の立つ奴じゃないし、アタシはそんなに他人に興味がない。

「……むしろ、逆かな。赤坂さんしか頼れないから、ここに逃にげてきちゃったわけだし。煮にえ切らない態度って、一番嫌いだったよね。ごめんなさい」

「お、おう……。分かればいいんだ、うん」

　ほら、こいつはちょっと大人なんだ。アタシの沸ふつ点てんの低さを分かってるんだよ。

「でも、嫌われるような、懺ざん悔げにしかならなくて……」

「ざんげ？」

「えっと、愚ぐ痴ちに近い後こう悔かいみたいな、そういうどうにもならない話」

　……あー。なるほど、そういうことか。

「確かに、ぶっちゃけ聞きたくねぇ。胸糞悪い話は嫌いだ。それで黙だまってたのか。無理に聞いたアタシが悪かったわ。こっちこそ、ごめん」

　頭を下げる。アタシが怒ることを知っていたけど、どうにもならなかったから、新谷はここに逃げてきたっていうのに。──自分の融ゆう通ずうの利きかなさにウンザリする。

「でも、そうと分かれば話は別だ。愚痴でもざんげでもかかってこい」

　そう言うと、新谷は初めて、口元の筋肉の緊きん張ちようを緩ゆるめた。ウジウジと悩む友人と一緒にいるのは嫌いやだった。

「本当にいいの？　すごく嫌な話だよ、絶対に私のこと、軽けい蔑べつするよ？」

「話せばスッキリすることもあるだろ。壁かべじゃ相手にならないなら、アタシが相手になってやる。そういうダチだろ。誰にも言わねぇ、約束だ」

　そしたら、初めて新谷が楽しそうに笑った。よく分からないけど、変なことを言ってしまったのは分かった。でも、不思議と頭にこなかった。今日は不思議だらけだ。

　新谷は座って、正面から視線を逸らさずに向き合う。




「校門に書かれていた『悪党』は、私のことなんだと思う」




　悪党。その単語は今朝見た。灰賀さんの口からも聞いた。流行はやってんのか？

「お前が悪党だったら、アタシは連続シリア殺人鬼ルキラーだな」

「赤坂さんは、人を絶望のどん底に突つき落として殺したことがあるの？」

　……真剣な口調で語るダチに失礼か。アタシは軽口を叩たたくのをやめた。

「──そいつはすげぇ。ワイルドだ。で、何しちまったんだよ」

　すると、新谷が鞄かばんからスマホを取り出す。……あれ？　でも携けい帯たい電でん話わは持ってないって言ってたよな。連絡しにくいから買えって言ったのは、いくらアタシでも覚えてる。

「中学生の頃ころ、私の学校ではＬＩＮＫがすごく流行ってたんだ。私も四六時中、ＬＩＮＫで友達と繫つながってた。それが当たり前だと思ってたんだよ」

「ふーん、意外。今もやってんの？　じゃ、連絡先送って。いつも面倒くせぇし」

「やめたの。これで友達を殺したから」

　意味が分からない。アタシは首を捻ひねる。最近のスマホって、殴なぐって人を殺せるほど頑がん丈じようだったっけ。

「小学校から、仲の良い親友がいたんだけどね。その子は、親に注意されてあまりスマホを長く使えなかったの。夜の九時以降は、親にスマホを取り上げられたんだって」

「普ふ通つうじゃね？」

「私たちにとっては、普通じゃなかったんだよ。だって夜中の三時まで、学校のみんなとＬＩＮＫで話してたから」

　アタシは口をあんぐり開ける。呆あきれた。馬ば鹿かじゃねぇの。翌日どうすんだ。

「だから、九時にはＬＩＮＫで既き読どくのつかなくなる親友について、私が悪口を言うようになったの。そしたら、みんなも同調した。だから、彼女へのイジメが始まったの」

　……は？　ふざけんな。そんな理由でかよ、くだらねぇ。

「ＬＩＮＫの無視から始まって、持ち物を盗ぬすんだり、汚よごしたりした。彼女には見られない裏グループを作って、自分たちの『成果』を共有して笑った。目立つような落書きをしたり、教科書やノートを破いたりしても、先生も証しよう拠こが押さえられないから関かかわらなかった。どんどん、エスカレートしていったよ。彼女は追い詰つめられて、ゆっくりと壊れていった。表向きは、ＬＩＮＫで彼女と繫がっていたのは私しかいなかったから、親友のフリをずっとしてたの。本当は、ほとんど私のＬＩＮＫでイジメが進んでいたのにね」

　ただ、淡たん々たんと新谷は語る。いつもならとっくに殴ってるけど、今回は黙らせようと思わなかった。こいつが弱すぎて哀あわれに見えたからだ。

「最後の最後に、ＬＩＮＫの裏グループが見つかって、私が裏切り者だってバレたの」

　最後ってなんだよ、と思ったけど口にできない。

「『そうか、そんなやつなんだ』って言って、彼女は学校の屋上から飛び降りた。そしてやっと、警察が動いて学校がイジメの事実を認めたの。でも、その辺りの細かいＬＩＮＫのやり取りは、彼女が死んだ時にみんなで消去した。だから、それでお終しまい」

「……お終いって何だよ」

　今度こそ口にする。

「そいつ、死んだんだろ。お前が殺したんだろ。なんで、平然としていられるんだ？」

「誰だれも殺してないよ。あの子が勝手に死んだ。それが、世間に残されたただの事実」

　たぶん、全部を聞いた。新谷はマシンガンみたいにずっと話し続けて、スッキリした感じの顔をしていた。今まで、誰にも話したことはないんだろう。

　逆の立場なら、こんなことは他人に話せない。だから話してくれた新谷は、間ま違ちがいなくアタシの友人だ。思っていたよりもずっとクズだったけど、それだけは変わらない。

　何も言えなくなった。アタシは腕うでを組んで黙る。

　この話を嬉き々きとして話していたら、問答無用でぶっ飛ばしただろう。でも、この学校でイジメられて、こいつは地じ獄ごくを見た。

『目には目を、歯には歯を』っていうし。巡めぐり巡って自じ業ごう自得だった。本人も分かっているから、こんな達観してるんだろう。同情する余地はまったくないけど、改めて軽蔑するほどかというと、何だかな、他ほかの連中も同じじゃねぇかとゲンナリしただけだ。

　どいつもこいつも、ネチネチしてんじゃねぇよ。文句があるなら本音で殴れ、殴り合え。じゃねぇと、分かり合えないじゃねぇか。

　色々とツッコミどころがあるけど、関係ないアタシが無責任に言えるのは一つだけだ。

「それはお前が悪いよ」

　アタシがハッキリ言うと、新谷は微笑ほほえむ。

「ありがとう。赤坂さんは本当に強いね」

「あ？　嫌いやみ？」

　その質問に新谷は答えない。さて……。困った、悩み相談って難しいもんだな。

「聞くだけ聞いてアレだけど、確かにアタシがどうこう言える話じゃねぇわ。それに──飼育部もダメだ。特にＪ先せん輩ぱいにだけは、絶対に話さない方がいい」

　それくらいは分かる。新谷も表情を暗くして「そうだね」と呟つぶやいた。

「部長には、言っても大丈夫だと思う？」

「んー、微び妙みよう。どのくらい、ガチで部活やってるかにもよる」

　飼育部が、そういう行こう為いに関して容よう赦しやの無い連中だと知っているから、アタシも迂う闊かつなことは言えなかった。特に部長は本当にどうかしてる。
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　その点を含ふくめて、微妙。先の展開がまったく読めない。

「分かった。──じゃあ、私はもう行くね。聞いてくれて本当にありがとう」

　新谷はそれだけ言って、サッサと部屋から出ていった。アタシは無言で、入り口を開けるために付いていって、特とく進しん棟とうのロックを解除する。

「……新谷」

「何？」

「二度とそんなことするんじゃねぇぞ、馬鹿。悩なやみがあったらアタシに言え」

　新谷は申し訳なさそうに一礼して、普ふ通つう科かの校舎へと立ち去った。

　気を利かせてくれたんだろう。今さらになって、腹の奥底から、煮えたぎるような怒いかりがこみ上げて、喉のどからそのまま出そうになってきた。

　馬ば鹿か野や郎ろう。世の中、クソッタレばっかりじゃねぇか。




　その時、視界に変な物が入った。




「……てるてる坊ぼう主ず？」

　普通科の校舎の三階辺りに、デカいてるてる坊主がぶら下がっていた。もしかすると、また飼育部の部長のイタズラかもしれない。

　すると、てるてる坊主はヒョイとベランダをよじ登り、そのまま体育館の方へとダイブして消えた。

　……待て、おいおい待て待て。目の錯さつ覚かくか？　そんなことしたら死ぬだろ。

　この感覚はなんだ。新谷の話といい、てるてる坊主といい、アタシには理解できない。──こわい。怖こわいのか？　そんなわけない、アタシは強くなったんだ。

　一人、部屋に戻もどったアタシは、部屋の隅すみにあるサンドバッグに向かう。

　そのまま素す手でで、サンドバッグを殴りまくった。

　飯も食わずに、アタシはずっと、中身が漏れ出てくるまでサンドバッグを殴り続けた。




　９月２日（水曜日）




　嫌な夢を見た。

　飼育部のみんなが、僕を置いてどこかへ遊びに行ってしまう夢だ。僕はゆっくりとしか動けなくて、彼らに必死に追いつこうとするけど、まったく手が届かない。

　一人だけ振ふり返って、僕を見た。彼女は意地悪に笑ってこう言った。

「そうか、そうか。つまりきみはそんなやつなんだな」




　夢見の悪かった僕は、早すぎるくらいの時間に起きてしまって、いつもより早くに登校する。ボーッとしてしまっていて、途と中ちゆうで赤坂さんに会ったのに、話を半分くらいしか聞いていなかった。……って言ったら、彼女は怒おこるだろうから黙っておこう。

　僕は律りち儀ぎに身につけていたボイスレコーダーを手に取り、しばらくそれと睨にらめっこする。──マイクになっている部分は、この辺りかな。最近の家電はすごい。

「あー、えっと。灰賀です。マイクテスト、マイクテスト」

　本当に録音できているのかと思いつつ、僕は今朝見た、気持ち悪い夢の話をした。これが残っていたら、記録は出来ているだろう。たぶん。

　手持ちぶさたになって、部屋の掃そう除じをしようと思った時だ。インターホンが鳴ったので、僕はドアを開ける。

　そこには、早朝から不敵な笑えみを浮うかべる、着き崩くずした夜月さんが立っていた。

「ずいぶん早いですね、夜月さん」

「お前が断らないことは知っていたからな。準備は既すでに出来ていた」

　知っていた。分かるけど、嫌いやな言い方だ。夜月さんは手に持っていたバッグを、部屋のソファに置く。

「それが準備ですか？」

　そう尋たずねると、彼女は不気味な笑みを浮かべて、その中身を取り出す。




「じゃーん」




　それは、白い布の塊かたまりだった。

　二人の間に、無言の時間が流れる。

「……何か言え」

「……すみません、気の利きいたことが言えなく──」

「黙だまれ」

　思い切り不ふ機き嫌げんな表情になって、夜月さんはそのまま白い布を広げる。僕は緊きん張ちようと混乱の渦うずの中で、声を上げて叫さけびたい衝しよう動どうを懸けん命めいに堪こらえていた。

　いきなりボケられても、対応に困る!!

「まったく、お前は私のことを何だと思っているんだ。今後は相棒だと言っただろう」

「いや、今のは夜月さんが悪いですよ。僕は夜月さんのこと、全然知らないんですから」

「私はお前のことを知っているぞ」

「ああもう、話が嚙かみ合わない！」

　限界だった。あまりにも理り不ふ尽じんなコミュニケーションを強しいられて、僕はついに、あの夜月さんに対してツッコミを入れてしまう。

「そうだ、それでいい。私は相棒を求めていたのだからな」

　夜月さんはようやく、ご機嫌に笑う。ひょっとして、歩み寄ろうとしてくれているのだろうか。それはそれで、ハッキリ言って気味が悪いんだけど。

「あの、夜月さんは、僕に何を求めて──」

「信しん頼らい関係だ」

　僕が尋ねることを先読みしたのか、夜月さんは答えで問いを制する。

「お前は間違いなく、私のことについて飼育部に相談するだろう。だが表向きは、私とは他人でいなければならん。お前に容疑がかかると、足にする意味がない」

　なるほど。確かに、相棒を信頼できなければ疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるだけだ。そうなると、外部の肯こう定ていがほしくなるのが人間だろう。互たがいに歩み寄った方がいいに決まっている。

　理り屈くつがましいけど、夜月さんらしい歩み寄りの言い方だなと思った。

「……お見通しですか。思い切って翡翠さんに連れん絡らくしたんですけど、繫つながらなくて」

「奴やつの為ために、ヴァーチャロイドのゲーム実じつ況きよう動画を作って投とう稿こうしたからな」

「随ずい分ぶんと手の込んだ無む駄だな妨ぼう害がいですね！」

「あのゲームは、前からやってみたかったんだ。翡翠なら絶対に食いつく」

　意外とお茶ちや目めだった。遠えん慮りよしなかったツッコミに、夜月さんはケラケラ笑う。

　とすると、これはおかしい。僕は今までと違ちがって、あくまで夜月さんへの先入観を捨てて質問を試みる。

「夜月さんも、けっこう飼育部のことを知ってるんですね」

　特進生は、普通科の生徒との関かかわりがほとんどない。あくまで、寂さびしいのが嫌きらいな僕が例外なだけだ。他の特進生なら分かるとしても、夜月さんほどの人物が、普通科の生徒と関わるものだろうか。

「飼育部には、私も興味がある。特に翡翠という女はマトモではない」

　流石さすがは普通科の裏の首席。──という、表向きの話を夜月さんが評価しているとはとても思えない。やはり、この人も彼女の持つ深い闇やみを知っていた。

　僕が感かん嘆たんしている間に、夜月さんは荷物を広げ終える。白い布製のマント、白い頭ず巾きん、白いシャツに、白いジャージ。全すべてが、白一色だった。

「灰賀。これで変装して、誰だれにも捕つかまらずに調査をしてもらいたいのだが、可能か？」

　夜月さんの質問に、首を捻ひねる。

「変装の意味あるんですか？　こんなに白かったら、逆に悪目立ちしますよ」

「ヤクザ顔は隠かくせる」

　ひどい。僕は傷ついた。

「……で、本音は？」

「昼間の校舎では、意外と白が目立たない。主な任務は、正面きっての聞き込みではなく盗とう聴ちようだからな。そして何より重要なのは、お前がエーミールだと思われることだ」

「僕がエーミールに？」

　どういうことだろうと思いつつ、僕はその場で着き替がえる。ズボンに手をかけた時に、しまったと内心焦あせったけど、夜月さんは眉まゆ一つ動かさない。

　なぜか僕が赤面しながら、女子の夜月さんの前で着替えを続けるという、ちょっとよく分からない雰ふん囲い気きになった。

「今の段階では、エーミールは存在すら怪あやしまれている、ただの情報に過ぎない」

「あのー、よく分からないんですけど……」

「つまり『お化けがいる』という噂うわさに合わせて、お前にお化けに成りすましてもらう。謎なぞの怪かい人じんが出しゆつ没ぼつすることで、生徒は今度こそ本当に警けい戒かいするだろう。それに、特進生の灰賀が動けばどうしても目立つ。怪物の中身をお前と私だけが知っていることで、情報操作もある程度やりやすくなるからな」

「まぁ、僕も悪目立ちしたくないですから、素す顔がおが隠せるのは確かに良いですけど……」

　それにしたって、もうちょっと他ほかになかったのだろうか。僕は着替え終えた。

「どうだ？　幽ゆう霊れいになった感想は」

　トレーニング用の一枚鏡の前に立ち、僕は全身を見る。ぬぼっとした、白い巨きよ大だいな姿がなんだかとても間ま抜ぬけに見えた。

「どちらかと言うと、これじゃ『てるてる坊主』ですよ」

　僕がそう言うと、夜月さんは一いつ瞬しゆん目を丸くして、その後に楽しげに笑った。

『あっ、これは単純に面おも白しろかった笑いだな』と、今度は何となく分かった。

「ハハハッ！　そうか、それがいい！　今日からお前は『てるてる坊主』だ。よし、顔を描かいてやろう」

「や、やめてください！　うわっ、わわわっ！」

　夜月さんが頭巾を片手に襲おそいかかってきて、僕は為なす術すべもなく押し倒たおされた。下手へたに抵てい抗こうすると、間ま違ちがって失礼な場所を触さわってしまいそうで、何も出来なくなる。

　無理やり被かぶせられた頭巾の下の顔は、相当真っ赤だったに違いない。僕はそれくらいに、女の子と接する機会がなかったんだ。この人、本当に何なんだ。大だい胆たんすぎる。

　夜月さんが満足げな表情で、僕の身体からだの上からどいて、鏡の前に僕を立たせる。

　そこに映っていたのは、下手くそな文字で書かれた『へのへのもへじ』という間抜け面づらだった。

「ふむ。我ながら素す晴ばらしい」

「あんまりだ……」

　肩かたを落とす僕に、夜月さんは愉ゆ快かいそうに声をかける。

「私は所用があるから、もう戻るぞ。動けるかどうか、今日の内に確かめておけ。それと、明日の午前は予定を空けろ」

　全て命令調なのが、ちょっと気分的に悪いけど。この人はこういう話し方しか出来ないんだろうなぁと、自分の中で納なつ得とくする。

　それも、あんなにも冷れい酷こくな表情を浮かべる女性が、酔すい狂きような遊びを子供のように楽しむ姿を見て、意外を通り越こして、少し魅み力りよく的に思えたからだ。

「構いませんけど、明日は何をするんですか？」

　部屋を出て行こうとする夜月さんの背中に、僕は質問する。

　彼女は振り返らずに答えた。

「この学校にいる、私を含ふくめた三人の『悪党』。黒田と青山をお前に紹しよう介かいする」







　さて、昼休みだ。午前中のトレーニングを済ませて、簡単な食事を取った僕は、てるてる坊ぼう主ずの服装に着替える。

　我ながら律儀だなぁと思いつつ、実は内心ちょっと楽しみではあった。こういうのを、きっとコスプレと言うんだろう。自主練習が基本だけど、仮装して走るという趣しゆ向こうは興行として楽しいかもしれない。今度、教頭に打だ診しんしてみようかな。

　僕は非常口から出ると、外に剝むき出しになっている非常階段の鉄骨を見る。マントがちょっと長くて引っかかりそうだけど、試ためしてみよう。




　僕は二階から飛び降りた。




　そう表現すると、誤解を招きそうだから訂てい正せいしておくと。

　非常階段の鉄骨に軽く足をかけながら減速して、地面に到とう達たつした時に膝ひざを壊こわさないように、全身のバネを駆く使しして衝しよう撃げきを流して、ちゃんと受け身を取る。こうすれば、建物から飛び降りるのは、そんなに難しいことでもない。でも、初心者は足を骨折するから、練習してからやってください。

　僕は軽く土を払はらって、自分の衣装が崩くずれていないか確かめる。うん、大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　そのままの勢いで、走る。風でマントが靡なびいて気持ちいい。

　学校は僕の庭のようなものだ。だから、どこにどんな障害があるか、どんな場所を足場に出来るかなどは、もう丸暗記している。とりあえず、体育館に行ってみよう。

　特とく進しん棟とうと普ふ通つう科かを結ぶ渡わたり廊ろう下かの屋根に飛び乗り、そのまま普通科の校舎の三階まで、水道管を伝って走って登る。

　ベランダに降りて、僕は生徒に見つからないように身を潜ひそめた。




　パルクールという運動技術がある。

　フランスが発はつ祥しようで、フリーランニングとも呼ばれているものだ。僕はその大会で日本一のトレーサーになったけど、日本での知名度はあまり高くないマイナー競技だから、実態を知っている人はあまりいない。

　そもそも、競技という単語を使ったけど、スポーツとして明確なルールが決まっていたりするものではない。これは運動技術を通じた人間訓練だ。

　地形を把は握あくして、跳とんだり、登ったりして、どんな場所でも最速で走り抜ぬけるパフォーマンス。そして人間の自然への挑ちよう戦せん。……と、言葉で説明して伝わったことはない。

　サーカス、器械運動の発展のようなものと言ったら、もう少し分かりやすいだろうか。

　結局、十文字くんの前で、螺ら旋せん階段の中央から一階に飛び降りた時に「忍にん者じやみたいだ！」と言われてから、僕も「要するに忍者です」と説明するようになった。

　忍者のように、僕は肉体一つで壁かべを走り、空も飛べる。




　三階は、普通科の三年生の教室が続いているはずだ。何となく僕は、飼育部の部長の翡翠さんのクラスまで、手すり伝いに移動して覗のぞき込んでみる。

　翡翠さんは、鞄かばんを枕まくらに爆ばく睡すいしていた。

　完全に俯うつぶせの状態になっているし、あれだと顔が真っ赤になるだろう。本当にそういうことに無む頓とん着ちやくな人だなと、少し笑いそうになる。

「なぁ、お前、落書きについて聞いてみろよ……」

「そういうのやめろって。翡翠様を起こすとかマジねぇから」

　そんな話し声が聞こえて、笑いが引っ込んだ。……翡翠様？

「だって、あんなの飼育部以外にやるわけねぇじゃん……」

「だ、だからやめろよ。起きてたらどうすんだ……？」

　まさかあの人、佐藤さんの事件の時と同じで──。僕は身を乗り出して、彼らの話を聞こうとした。その時だ。

「起きてるよー」

　寝ねていたと思っていた翡翠さんが顔を上げて、クラスの男子に声をかける。すると、教室が一瞬で静せい寂じやくに包まれて、生徒たちが一いつ斉せいに彼らを避さける。

「あ、あの……」

「あたしに何か用？」

「も、申し訳ありません、翡翠様。今の話は──」

「別に謝る必要なんてないじゃない。それとも、謝るようなことでもしたの？」

　同じクラスメイトのはずの男子二人が、翡翠さんに向かって慌あわてて土下座する。彼女は二人を見下ろして、退たい屈くつそうな視線を送るだけで、それに対して何も言わない。

　──なんということだろう。ここも、あの惨さん事じと同じ『檻おり』だ。

　尋じん問もんという暴力。正論という暴力。事実という暴力に支配されている。翡翠さんの語る言葉が全てで、彼女の見るものが世界で、誰だれもそれに逆らおうとは思わない。

　教室は完全に凍こおりついていて、誰一人助けに入る様子もなく、息を吞のんで彼らの土下座を遠巻きに眺ながめている。──その光景は、まるでイジメのようだった。




　翡翠さんと、目が合った。




　本当に偶ぐう然ぜんだろう。彼らから目を逸そらすために向いた方向に僕がいた。

　彼女は目を見開いて驚おどろき、立ち上がる。

　僕は慌てて二階へと降りて、ベランダの手すりの上を走り、配水パイプを足場に屋上へと一気に登る。ここまで来れば、流石さすがに翡翠さんの目では追えないだろう。

　ああ、ビックリした……。偶然とはいえ、翡翠さんには何と説明しよう。いっそのこと、落書きの件も含めて、直接聞いてしまおうかな。

　もしも悪事を企たくらんでるなら、十文字くんを巻き込まないでくださいという事も含めて。

　そのまま走って、渡り廊下の屋根へとダイブする。非常用の梯子はしごの場所は把握していたし、そこから降りて部屋に戻もどるつもりだった。

　でも、下から声が聞こえた。どうやら人がいるらしい。

「ヤバいって絶対！　今からでも、先生に言いに行こうよ……」

「は？　今さらそんなこと、出来るわけないじゃん」

　聞いたこともない女子の声だった。声こわ音ねから察するに険悪な感じだ。ギスギスした女子の会話って、僕は聞きたくないんだけど。耳を塞ふさいでどうにかなるでもなし、彼女たちが去るのを待つ。

「校門のアレ、絶対に十文字さんの自作自演だよ！」

「だから、声が大きいって」

　……どうも様子がおかしい。僕が思っていた以上に、騒さわぎが大きくなるのが早すぎる。

　翡翠さんの所行を知っていれば、噂うわさする人もいて当然だ。それ自体は不自然でも何でもない。おかしいのは、その空気が既すでに学校全体に蔓まん延えんしていることだ。

　みんなが疑っている。エーミールであると決めつけている。誰だれもが怯おびえている。でも、その恐きよう怖ふの対象に、十文字くんまで含まれているのはなぜだろう。やっぱり、翡翠さんの右みぎ腕うでとも言うべき存在だからだろうか。

　僕はより注意深く、改めて会話を盗ぬすみ聞くことにする。

「竹たけ中なかさぁ……。なんで今さら、あの事を持ち出すわけ？　田た中なかがどうなったか、忘れたわけじゃないでしょ」

「忘れてないから言ってるんじゃん！　あのこと、まだ恨うらんでるんじゃ……」

　十文字くんが恨む？　彼に何かしたのだろうか。僕は思い切って、渡り廊下の屋根から降りて、話を聞こうとする。




　その時だ。長いマントの一部が、ついに屋根の出っ張った部分に引っかかった。




　華か麗れいに着地を決めようと思ったのに、ビロンとマントを広げて、僕は天てん井じようから宙ちゆう吊づりになってしまった。ちょっと首が絞しまって息が苦しい。

　何より、恥はずかしい!!

　見知らぬ女子二人は、宙に浮ういた僕の姿を見て啞あ然ぜんとしていた。慌てて引っかかった部分を少し千切って、僕は地面に降り立つ。

　絶ぜつ叫きようが渡り廊下に響ひびく。

　一人は一目散に逃にげ出し、一人は逃げようとするものの、腰こしを抜かして後ずさる。

　ここまで驚かれたのは、かなり久しぶりだったから傷ついた。顔が怖こわいくらいで、そんなに驚かれても、小学生相手じゃあるまいし……。

　──そういえば、てるてる坊主のかぶり物をしたままだったことを、すっかり忘れていた。なるほど。これだと変質者扱あつかいされても仕方ない。

「だ、大丈夫？」

　僕が歩み寄って、腰を抜かしていた女子に手を差し出すと、彼女は急に泣き出して周囲に助けを求めて叫さけんだ。すると、その声に気付いたらしい教師の一人が、僕を見て表情を強こわばらせる。

　これは駄だ目めなやつだ。前に起きた、暴漢冤えん罪ざい事件とまったく同じ流れでしかない。

　僕は慌てて身を翻ひるがえし、逃げ出す。教師の呼ぶ声が聞こえた気がしたけど、僕は文字通り『最速』で駆かけ抜けて、その場から逃げ出した。







　ああ、どうしてこうなったんだろう……。

　何とか普通科の校舎の三階へと壁伝いに登った僕は、上窓が開いていた美術室に忍しのび込んで、しばらく息を潜めていた。

　表に出て行きたいのは山々だけど、この格好で表に出たら絶対に問題になる。下手へたをすると、教頭を怒おこらせかねない。

　──でも、昼が近づいて、お腹なかが減った。早起きしたから尚なお更さらだ。

　……流石に、この時間ならまだ、みんな教室で授業を受けているんじゃないかな。

　誰もいないと思う！

　僕は色々と諦あきらめて『てるてる坊ぼう主ず』の衣装を用具入れに突つっ込んだ後、パンツにボイスレコーダーを付け直し、下着姿で美術室の窓から地上へと飛び降りた。

　だ、大丈夫だ、きっと誰にも──

「──お前に露ろ出しゆつ癖へきがあるというのは、私も知らなかったな」

　特進棟へと走っていたら、夜月さんにバッタリ出くわしてしまった。

　秋の風が吹ふく。夜月さんのスカートは靡き、僕の服装は風に靡く要素はなく、体に下着でピッチピチだった。

「え、えっと、あの、その──」

「服を着ろ」

「はいぃ!!」

　夜月さんに言われて、転がり込むように僕は愛すべき自室へと戻って、ズボンを穿はく。

　お、落ち着いたー……。

「『てるてる坊主』については、中々盛せい況きようのようだ。ＬＩＮＫで犯人捜さがしも始まっている。よくやってくれた」

「そ、それはどうも……。翡翠さんには、見つかっちゃいましたけど」

「まったく問題ない」

　僕の着き替がえを平然と見ていた夜月さんは、満足げに頷うなずいていた。

　何と言うか、この人といると、男としての尊厳を踏ふみにじられていると思うのは気のせいだろうか。向こうは恥じらう様子もないし。恥じらっているのは、なぜか僕だし。

「とはいえ、最良の駒こまを持っていれば、ここまでは最初から決定している展開だ。むしろ、重要なのは次の局。……お前もいるなら丁度良い、せっかくなら会わせてみるか」

　一人でブツブツと呟つぶやいたかと思うと、夜月さんは僕にこんな質問をした。

「灰賀、腹は減っているか？」







　夜月さんに連れられて、僕は自室の向かい側の廊ろう下かを歩く。実は、こっち側に来るのはこれが初めてだ。どうしてかというと、特に理由はない。こっちは彼の領地で、邪じや魔ましても悪いと思っただけだ。

　彼女がインターホンを鳴らすと、声が聞こえる。

「灰賀もいるとは、聞いていないが」

「腹を空すかせていたから連れてきた。そちらの都合に合わせる」

「少し待て。なに、少しでいい」

　短いやり取りの後、沈ちん黙もくが流れる。すると、部屋のロックが解除される音がした。夜月さんが入ったので、僕も続けて入る。

　流れるピアノ曲、豪ごう華かな内装、巨きよ大だいなテーブルの向こうに、巨漢が座っていた。

「……ほぼ、初めましてになるか？」

「そうだね。入学式の時も、結局ほとんど話さなかったし」

　僕がそう言うと、巨漢の彼──特進科二年、『美食家』の青山くんは、脂し肪ぼうを歪ゆがませて笑え顔がおを作る。

「夜月とランチの予定だったが、気が変わった。今日は灰賀との出会いを兼かねた懇こん親しん会とでも洒落しやれ込もう。オーダー、一人分追加だ。相手はＶＩＰだ、粗そ末まつなものを出すなよ」

　傍そばに居るメイドさんに命令して、青山くんは手で着席を促うながす。夜月さんが右側へ行ったので、僕は左側の席に座った。

「二人きりの食事だったら、僕は邪魔モノだったんじゃない？」

「デブと二人きりだと食しよく欲よくが失うせる」

「ちょ!?」

　過激な夜月さんの発言を、僕は慌てて制する。でも、失礼なことを言われたのに、青山くんは楽しげに笑うだけだ。

「ハッハッハ。遠えん慮りよはしなくていいぞ。我が輩はいはデブだ、それはただの事実だ。体調管理を自ら進んで放ほう棄きした人間の末路だとも。貴公もデブと笑うがいい」

「……君がそれでいいなら、いいけどさ」

　文字通り太っ腹だ、と思っても失礼か。とはいえ、本当に気にしている様子はない。僕なら落ち込むのになぁ。

　話しているうちに、前菜が運ばれてくる。詳くわしくないけど、美味おいしそうだ。

「夜月との辛しん気きくさい話が無くなったことを祝おう。ボ召ナしペ上テがィれ！」

　あ、これは聞いたことのあるフランス語だ。丁度良い、試ためしてみよう。

「メルシありがとう。ボ召ナしペ上テがィれ」

　僕がそう言うと、青山くんは凄すごく嬉うれしそうに笑う。

「そういえば、灰賀はフランスへ行くんだったな。パルクール発はつ祥しようの地での大会か」

「フランス語って、日常会話を覚えるだけでも大変だね。とにかく、挨あい拶さつとマナー優先でいくつか暗記したけど、使い方ってこれで合ってる？」

「良い勉強法だ」

　ボナペティは、日本での「いただきます」に近い。ただし、根本的な意味の違ちがいがあって、ボナペティは食べる相手に対して言う言葉だ。青山くんのランチだから、「一いつ緒しよに食事を楽しみましょう」という意味で、僕もそう返すのがマナーだと本に書いてあった。

『とにかく礼れい儀ぎやマナーを覚えろ』。これは翡翠さんに教わった中で、唯ゆい一いつマトモなことだと思っている。夜月さんも「メルシありがとう」とだけ言って食べ始める。

　僕と青山くんの雑談に、彼女はあえて割り込もうとはしなかった。

「それで、二人はどんな話を？」

　そう尋たずねると、夜月さんは口元を丁てい寧ねいに拭ぬぐって答える。

「天才の役割について、とでも言っておこうか」

「ハッ！　相変わらず貴公は、ヌケヌケと適当なことをほざくな。灰賀、気をつけろよ。この女の趣しゆ味みはハッキリ言って悪い」

「モーツアルトを流して、フレンチを食う奴やつに言われたくない」

「ピアノソナタの第八番は良いじゃないか」

　何を言ってるかサッパリだ。二人の口論に、僕は苦にが笑わらいを浮かべるしかない。

「ずいぶん仲が良いんだね」

「貴公の目は節穴か？」

「夜月さんは楽しそうだよ」

　僕がそう言うと、青山くんは鼻を鳴らす。

「ふん。スポーツをしているような男とは、やはり話が合わんな」

　まぁ、そんなことだろうと思って、僕もわざわざ彼の領地に入ろうとしなかったんだけど。そんな様子を見ていた夜月さんが、イタズラが成功したような笑みを見せた。

「良かったな。青山に気に入られるとは、お前も悪党の素質があるぞ」

「怒らせちゃいましたけど」

「このデブは、ぶっちゃけ話が好きなツンデレなんだ。逆に、秘密を抱かかえていたり、出し抜ぬこうとする奴が大だい嫌きらいで、そういう奴にはニコニコと笑いかけてくる。そういう時は、そいつをどう食おうかと考えているだけで、実は話をほとんど聞いていない」

　えー……、と僕は顔をしかめる。男のデブのツンデレって、需じゆ要ようあるのかなぁ。

　──悪党。夜月さんは、自分を含ふくめて青山くんと黒田さんが悪党と言っていた。きっとその話をするはずだったに違いない。たぶんそれは、とても重要な意味を持つはずなのに、彼らはその話を僕にする気はないようだ。

　極力嫌いやな話は聞きたくないけど、内ない緒しよにされるのも、それはそれで気分が良くない。

　なんだかんだ、本題ははぐらかされてしまったけど、そうこう談笑していると、メインディッシュが来た。

「仔こ羊ひつじのグリルだ」

「……初めて食べるけど、どうして子供のうちに食べちゃうんだろう」

「もちろん、調理としての理由は色々とあるが。最初にこれを食べた奴は、仔羊でもいいほど腹が減っていたのだろうな」

　暴論すぎる。翡翠さんみたいだ。

「じゃあ、海苔のりと納なつ豆とうを最初に食べた人も凄いよ」

「同感だ。ゆえに、我が輩もそんな『天才』になりたい」

　なるほど、それで『美食家』なのか。青年実業家としての顔が広すぎて知らなかった。今さらだけど、本人の口から聞いて凄く納なつ得とくした。

「それで、本当に二人は何の話をしようとしてたの？」

　僕が改めて本題を尋ねると、夜月さんが割り込んでくる。

「人食いデブに、人間の調理法を聞こうとしただけだ」

「不幸に漬つければ何にでも合うぞ」

「……本当に悪あく趣しゆ味みだなぁ」

　よく分からないけど、気分の悪くなりそうな話のようなので、僕は改めて言げん及きゆうするのをやめた。青山くんはそんな僕を誘さそう。

「そんなことはないぞ。今度はゆっくり、ランチでもしよう。この女が一緒では、どちらがより悪趣味かという、答えの出ない問答にしかならん」

「ははは。人間以外の美味しい料理をご馳ち走そうしてくれるなら、喜んで」

　僕が了りよう承しようすると、にんまりと青山くんが笑う。それはなぜか、今までとは違って、悪あく魔まじみた笑みに見えた。

「では、念入りに仕込みをしようか」




　９月３日（木曜日）




　今日も朝早くから登校した僕は、部屋の掃そう除じをした。

　それほど散らかしているつもりはないけど、フランスに発たつ日程や、大会の資料などが大量に積んであったので、古いものから順に処分していく。

　僕はウォーミングアップのメニューをこなす。シャワーを浴びて汗あせを流したのに、気分はまるでサッパリしない。ジワジワとした緊きん張ちようは、日に日に増していくばかりだ。

　翡翠さんだけじゃない。夜月さんも何かを企たくらんでいるのは、火を見るよりも明らかだ。

　変装して調査を手伝ったり、片棒を担かついでいるという自覚はあるけど。仮にも特進生だから分かる。僕の役割が、この程度で済むわけがない。

　彼女の期待するものが何かまるで想像出来ず、僕はため息を吐ついた。

　ソファに座ってぼんやりしていると、インターホンが鳴る。夜月さんかと思い、部屋のドアを開けると、思わぬ人物が立っていて驚おどろく。

「おはようございます、教頭」

　僕が挨拶をすると、教頭は柔にゆう和わに微笑ほほえむ。

「久しぶりだね、灰賀くん。上がっても構わないかい？」

「もちろんですよ、どうぞ」

　そう言ってドアを押さえると、教頭は部屋に上がってきた。

　教頭は部屋の様子を見て、次に僕を観察する。そして、うんうんと頷うなずいた。

「ふむ、調子は良さそうだ。フランスには、いつ発つ予定だったかな」

「９月の18日ですね」

　僕が即そく答とうすると、教頭はスマホを取り出す。予定を確かく認にんしているんだろう。

「そうか、金曜日か……。シルバーウィークは予定が分からないから、悪いが構ってやれないかもしれない。せめて、空港で見送りくらいはしようか」

「えっ、すみません。教頭自ら、わざわざありがとうございます」

　教頭は僕が知っている範はん囲いでも、かなり多た忙ぼうな人物だ。その合間を縫ぬってくれるというのは、最大級のもてなしと言っても過言じゃない。

「私にはそれくらいしか出来ないからね。健けん闘とうを祈いのっているよ。サポータースタッフとの調整は、こちらに全すべて任せてくれていい」

　謙けん遜そんして教頭は笑う。でも、それはシールを貼はり付けたような笑顔だった。

　教頭がこの笑顔を見せるのは、特進生が相手の時だけだ。この人はその他を雑多なゴミか何かだとしか認識していない。だからこそ、特進科は存続している。全て、教頭の営業力の成果と言ってもいい。

　そんなことを考えていると、教頭は目を細める。

「……女でも出来たかな？」

「はい!?」

　唐とう突とつな教頭の質問に、驚いて声が裏返ってしまった。

「前に来た時より片付いている。それと、僅わずかだが部屋から女の匂においがするね。灰賀くんらしくもない。まったく、スキャンダル沙ざ汰たは許さないぞ」

　女の匂いとは、一体どのような嗅きゆう覚かくをしているんだろう。楽しげに言うけど、目が笑っていなかった。この人は、自分の目の届いていない所での失敗が何よりも嫌きらいなんだ。

「……夜月さんが来たんですよ」

　正直に僕が言うと、教頭は怒いかりを鎮しずめて尋ねる。

「ほー、彼女か。何の用だった？」

「あの、えっと……」

　よく考えずとも、大事な大会の前だ。本業を放ほうって、夜月さんの手伝いをすると言えば、教頭はどう思うだろう。僕は口を濁にごす。

　でも、教頭は身を乗り出して、再度尋ねる。

「私の『許可』なしに行動が出来ると思わないように。何の用だった？」

　マズい。何があっても、この人にだけは逆らっては駄だ目めだ。僕の顔がどれだけ強面こわもてでも、性格が普ふ通つうであるのと正反対に、教頭の笑え顔がおがどれだけ柔和だろうと、性格は社会を牛ぎゆう耳じるインテリヤクザそのものなんだ。

「エーミールの調査の手伝いをしてほしいと、頼たのまれました」

「そうか。引き受けたのかい？」

「はい」

　全て正直に話すと、教頭は少しだけ思案して頷く。

「いいだろう、許可する」

　僕は安あん堵どの息を吐く。それと同時に、素そ朴ぼくな疑問が浮うかんだ。

「夜月さんの取材に、教頭は許可を出したんですか？」

「ああ、把は握あくしているよ。なるほど、灰賀くんを使うか。私も適任だと思うね」

　やっぱり、それくらいは教頭に話を通しているらしい。当然と言えば当然だけど、同時に新しい謎なぞが生まれる。

　教頭もエーミール──翡翠さんの行動に興味を持っている。それだけで一大事だ。でも、教頭は翡翠さんを、彼女の悪行をどのように思っているんだろう。

「教頭は、エーミールが誰だれなのかご存じですか？」

　僕の質問に、教頭は朗々と語る。

「一いつ般ぱん的な名前だね。日本だと、ヘルマン・ヘッセの『少年の日の思い出』の作中人物として有名かな。蝶ちようを潰つぶされた優等生だ、灰賀くんでもそれくらいは知っているだろう」

「いや、そうではなく……」

「その他にもヘッセの作品には、人物名にエーミールが度たび々たび使われている。『デミアン』を刊行した際に、ヘッセはエーミール・シンクレールという偽ぎ名めいをわざわざ使ったという話も、けっこう有名なエピソードじゃないかい」

　楽しげに蘊うん蓄ちくを語る教頭に、少し呆あきれる。はぐらかされているな、と感じた。

　でも、そういった話をニヤニヤと語る翡翠さんと違ちがい、教頭は無む駄だ話が嫌いなはずだ。

「はぁ……。エーミールが好きだったんですかね」

「そんなことは、凡ぼん人じんがディベートの題材にでもすればいい。解かい釈しやくの問題だよ」

　僕が適当に返すと、教頭は蘊蓄語りをやめる。ほら、この通りだ。自分から話し出しておきながら、理り不ふ尽じんな人だと思う。

　──だとすると。『エーミール』という名前には、やっぱり意味があるのかな。

「それぞれに都合の良い、ってやつですか？」

　あえて、夜月さんの真似まねしてみた。すると、教頭は無表情のまま答える。

「夜月くんは逸いつ材ざいだよ。灰賀くんも、彼女を見て色々と考えるといい」

　そこで電話が鳴る。夜月さんからだった。

「──夜月さんです」

「出ていいよ」

　教頭の許可を貰もらって、僕は電話に出る。

「もしもし？」

「すまん、急用が出来た」

　開口一番に、夜月さんが謝る。そういえば、今日は夜月さんと一いつ緒しよに、黒田さんに会いに行く約束をしていたことを、今になって思い出した。

「はぁ。それじゃ、今日の予定って──」

「総合病院に行け。受付で０４０３号室に予約があると言えば、黒田に会える」

　あまりに唐突な話で、流石さすがに僕も声を荒あららげて意見する。

「ちょ、待ってください！　僕一人で会って、どうしろって言うんですか!?」

「黒田には説明した。顔見知りになれ。今日はそれだけだ」

　それだけ言って、彼女は一方的に電話を切った。相当急いでいたのは間ま違ちがいないけど、ぞんざいな扱あつかいにムッとする。

「早さつ速そく、振ふり回されているようだね」

　教頭が楽しそうに微笑む。その時初めて、僕は教頭の本当の笑顔を一いつ瞬しゆん見た気がした。

「黒田さんに会うように言われたんですけど、どうしたら良いのかなぁ」

「……そうだね。夜月くんの側にいるなら、黒田くんと青山くんとのコネクションを大事にした方がいい。私も、奴やつらと灰賀くんがどんな関係を築くのか、少し興味がある」

　夜月さんが急用中に僕に伝えるほどだから、無視するつもりはない。でも、僕は教頭の言い方にトゲがあるのを感じて、眉まゆを顰ひそめた。

「教頭が特進生のことを『奴ら』なんて呼ぶのは、珍めずらしいですね」

「私なりのフレンドシップだよ。それに、もう夜月くんから聞いているだろう？　彼女は胡う散さん臭くさいから、色々と疑問に思うだろうけど、それなら私が保証人になろう」

　この人が保証するというのなら、それはこの世界において間違いのないことだ。そう思う程度には、僕は教頭のことを天才だと思っている。

「黒田と青山と夜月。この三人の役割は『悪党』だ」

　教頭はそう断言した。







　総合病院というのは、そう呼ぶだけで分かるような、学校の近くにある大きな病院だ。僕もここで健けん康こう診しん断だんを受けたことがあるので、勝手は色々と分かっているつもりだ。

　でも、病院に入った時、何となく途と方ほうに暮れてしまう。受付で暗号めいた話をして、不ふ審しんに思われないだろうか。

　疑問に思いながら受付に向かうと、お姉さんの笑顔が引きつる。あっ、考え事をしていたから、顔が怖こわかったかも。笑顔、笑顔。

「すみません。０４０３号室に、予約のある者ですが」

「は、はい！　少々お待ちくだひゃい！」

　お姉さんはビクビクしながら、手元の電話で内線の連れん絡らくをする。──やっぱり、怖がられていた。悲しい。

「大変お待たせしました。突つき当たりに職員用のエレベーターがありますので、そこから四階へお進みください」

「ありがとうございます」

　全然待ってないけど。僕は一礼して、廊ろう下かを歩く。しばらく歩いて、ようやく職員用のエレベーターというものに辿たどり着いた。……これ、ドラマで見た手術室とかに繫つながっているやつのような気がするんだけど、僕が普ふ段だん着ぎで乗っていいのかな。

　内心ビクビクしながら、僕はエレベーターに乗り、四階のボタンを押した。

　動き出すエレベーターの中で、僕は思う。実は、黒田さんには会わせる顔がない。

　というのも入学当初に、黒田さんから『デミアンＺ』というスポーツ用サプリをプレゼントされて、モニターに参加してほしいと頼まれたのに、サプリが苦手な僕は、まったくそれを服用していないのだ。

　三ヶ月分しかもらっていないのに、追加を頼まなかった時点で、もう色々と察しているだろう。それからというもの、周りのアスリートの中には『デミアンＺ』を使っている人が多く出始めたのに、あれから一いつ切さい声がかからなかった。

　会話のネタは、正直それくらいしかない。謝ろう。今回の目標はそれだけだと思えば、夜月さんのお使いという重苦しい依い頼らいも耐たえられる気がする。

　辿り着いた四階は、人ひと気けというものをまるで感じなかった。

　静かすぎる薄うす暗ぐらい廊下をおっかなびっくり歩き、僕はようやくその部屋を見つける。

「０４０３号室……」

　遠えん慮りよがちにノックすると、中から「どうぞ」という声が聞こえた。僕は扉とびらを開けて中へ足を踏ふみ入れる。

　奥の席に座っていたのは、絶世の美男子だった。ファッション雑誌の表紙に載のっていても、まったく違い和わ感かんはないだろう。でも、白衣を身につけていて、服も肌はだも靴くつも、徹てつ底てい的に白を基調として統一している。

　間違いない。特進科三年生、『薬くす師し』の黒田さんだ。

「久しぶりです最速くん。記者に巻き込まれるとは災難ですねどうぞ」

　彼はいつも通り、抑よく揚ようのない早口で喋しやべると、僕に椅い子すを差し出す。お礼を言って、僕も座った。

「忙いそがしいのに、押しかけるように来てすみません。えっと、すぐに帰りますから」

「お気になさらず。記者の長話に付き合うつもりで午前中は空けました。それでも一方的に約束を反ほ故ごにされるのもよくあることです」

「そうなんですか？」

「彼女以外の人間だったら殺していますよ」

　黒田さんは物ぶつ騒そうな事を平然と語る。それぐらい怒おこってるんだなと、僕は笑うしかない。

　彼は面めん倒どうそうに立ち上がり、インスタントコーヒーを淹いれて、途と中ちゆうで栄養ゼリーのような何かを無造作に取って着席する。

　そのゼリーを、僕に手て渡わたした。

「昼食には早いですがどうぞ」

「えっと、実はこういうのは苦手で……」

「知っています。これは『デミアンＺ』のようなサプリではなく普通のゼリーです」

　……やっぱり、サプリが苦手なのはバレていたみたいだ。丁度良いし、その件について謝ろう。僕はゼリーを口に含ふくむ。




　舌の上に乗った瞬しゆん間かん、むせ返るような香こうばしいニンニクの香かおりがした。




　そのギャップに戸と惑まどい、僕は思わず吐はきそうになった。黒田さんが素す早ばやくティッシュを渡わたしてくれたので、子供のように口の中のゼリーのような何かを吐き出す。

「これ何ですか!?」

「ゼリーです」

「噓うそだ！　ニンニクの香りがするゼリーなんて、この世にありません！」

「ゲル状のお菓か子しです」

「言い直しても一緒ですよ！」

　僕が叫さけぶと、黒田さんの顔は見る見るうちに青ざめて、プルプルと震ふるえて椅子に正座で座り直して頭を下げる。

「ごめんなさい命だけは助けてください怖いです」

　そのあまりにみっともない形の謝罪に、僕はハッと冷静になる。特進生が相手とはいえ、僕が声を荒らげたら、それはもう怖いに決まってる。

「いや、その、すみません。怒ってないので、お願いですから頭を上げてください……」

「そうですかありがとうございます」

　しれっとした顔で、黒田さんは座り直した。コロコロと変わる態度に戸惑う。

　この人、何なんだ？　無表情で予想外のことをするから、夜月さんと同じくらい考えていることが読めない……。

「怒いかりの沸ふつ点てんは常人程度、しかし冷めやすい。特に『怖い』という単語に対して、人一倍気を遣つかいますね。他者に求める理想はあまりなく、人を畏い怖ふさせることに強い警けい戒かいを持っている。だから自己主張が弱く他人の理り屈くつや周囲に流されやすい。それが最速くん」

　唐とう突とつに、黒田さんは淡たん々たんと語る。

　そこで初めて、自分が彼に、どんな人間なのかを観察されていると気がついた。

「記者に聞いていた通りの人物ですね改めてよろしく」

　黒田さんはそう言って、僕に握あく手しゆを求める。苦く笑しようして、それに応じた。……特進生は、どうしてこう、変な人が多いのかなぁ。あと、最速くんは本当にやめてほしい。

「僕は夜月さんから、黒田さんと顔見知りになれとしか言われていないんですけど」

「こちらも似たようなものです。そういえば彼女らしくない慌あわてようでした」

　夜月さんは、話を通したと言っていた。もう少し、深い意図があるのかとも思っていたけど、黒田さんの方でもそれは把は握あくしていないらしい。

「急用だそうですけど、今日って何かありましたっけ」

「ドラえもんの誕生日です」

「えっ」

　そ、そうだったのか。衝しよう撃げきの事実だ、知らなかった……。

「ですが、パーティーがあったとして私が呼ばれないのは不自然です。彼女は他ほかの特進生とは違ちがい、何か特とく殊しゆな時間のルールに拘こう束そくされているのだと私は勝手に推測しています」

「特進生はみんな、時間の融ゆう通ずうが利きくはずですからね。何をしてるのかなぁ」

　黒田さんは、フーフーとコーヒーに息を吹ふきかけて啜すする。まだ飲んでいなかったようだ、すごい猫ねこ舌じただ。

「さて……、困ったものです。来週の月曜日まで帰れないので、用があるなら来いとは言いましたが用もなく来られるのは業ごう腹はらですどうせ部屋は狭せま苦くるしく隣となり同どう士しだというのに。いっそのこと親しん睦ぼくを兼かねて記者の悪口でも互たがいに言い合いましょうか」

　不ふ機き嫌げんそうに黒田さんは愚ぐ痴ちる。僕も似たようなものなので同意した。

「ははは。確かに僕も、ちょっと夜月さんに文句があったんですよ」

「君が怒るとは貴重ですね。何をしたら君は怒るんですか？」

　言ってもしょうがないけど、会話のネタくらいにはなるだろう。それくらいには、どうしようもない悩なやみだったので、素す直なおに愚痴ることにする。

「学校の門が、落書きされたのはご存じですか？」

「ええ」

「それに、友達が関かかわっているのかもしれないんです」

「そうですか」

　黒田さんはコーヒーを啜る。物もの凄すごくどうでも良さそうだった。

「上手うまく言いくるめられて、協力する形になっちゃいましたけど。友達に隠かくし事をして、彼らのことを調べるのは、やっぱり気分が悪いですよ」

「なるほど分かりました。まずはその勘かん違ちがいを私が指し摘てきすればいいわけですね」

　黒田さんの言葉に、僕は首を傾かしげる。

「えっ、どういうことですか？」

「記者を恨うらむのはお門かど違ちがいだと他人の口から聞くことが君の今日の役割です」

　彼は脚あしを組んで、改めて僕に向き直る。

「記者の話では今回の件、怪あやしまれる普ふ通つう科かの生徒がいるということでした。君の友人というのはその普通科の生徒のことでは？」

「……はい、その通りです」

　黒田さんは飼育部についてはよく知らないようだった。当たり前だ、僕みたいな生徒が特進科では珍めずらしいんだ。

「落書きの件が大きくなるにつれ、君は彼らの噂うわさを遠からず聞くことになったでしょう。それが少し早まったというだけの話です。それとも君は、記者の依頼を断れば何も知ることはなかったとでも言うのですか興きよう味み津しん々しんのくせに」

「そ、そういう意味じゃないですけど……」

「つまりそれが『事実』です。君は記者を悪者にすることで自分にとって都合の良い解かい釈しやくをしようと思考を放ほう棄きしました。ストレスは壁かべにぶつけるのではなく人に擦なすり付けた方が心地ここち良いからです人間はそういうものだ。記者は君を利用して真聞を書きたかった、君も記者を利用して事実を確かめたかった。ならお互い様でしょう、ただの役割分担です」

　黒田さんの言い分は、歯に衣きぬ着せぬ直球なもので、的確だった。

　僕は自分が逃にげ出したいと思ったことを、夜月さんのせいにしたかったんだ。

「……そう、なのかもしれません。それが『事実』なんですね」

「君は人並みの倫りん理り観を持っていることが一番の取り柄えですからお気になさらず。つまり君の思考はまだ常識の範はん疇ちゆうにあるということです。我々にとってそれは大変に貴重なものなのでありがたい」

「そうでしょうか。僕は夜月さんや黒田さんの話を聞いて、驚おどろかされてばっかりですよ」

「逆も然しかり。私は君の話を聞いて驚いてばかりです。なるほどその解釈があったかと呆あきれることもあれば納なつ得とくすることもある。ですがそれを元に通常なら人間はどう考えるのかを私でも考察することができます」

　淡々と彼は語る。

　この人は、ある意味で教頭に近い。普通科の生徒達を、実験動物モルモツトか何かだと思っていて、彼らの今後の人生にまるで興味がないのだ。

「それなら、僕じゃなくても良いと思いますけど」

「私はどうでもいい相手と話す無む駄だな時間が嫌きらいです」

　そう断言すると、彼はタブレット端たん末まつを投げつける。値段の高い精密機器であることは知っていたので、僕は飛び上がってそれを受け取った。

「ナイスキャッチ」

「……八つ当たりはやめてください。心臓に悪いですって」

「君の内臓の丈じよう夫ぶさは私が保証しますのでお気になさらず」

　八つ当たりなのは否定しないんだ……。

「私は文学というものが人に与あたえる影えい響きように興味はありません。そのうち君の感想を聞かせてください。それには若じやつ干かんの興味があります」

　そう言われて、僕がタブレットを起動すると、そこには電子書しよ籍せきが入っていた。

　ヘルマン・ヘッセの『車輪の下』と『デミアン』だった。

「帰ってどうぞ。これからは仲良くしましょう最速くん」

　言葉とは裏腹に、黒田さんの視線はどこまでも無機質で、機械のように冷たかった。







　本を読むのは、それほど嫌いじゃない。気に入ったアニメは原作がラノベだったりもするので、時々買って読んだりしている。地方遠えん征せいがあったりする時は、移動中の暇ひまつぶしにもなるし。

　とはいえ、僕が普ふ段だん読むのは、内容がライトなものばかりだったので、『車輪の下』を読むのは結構キツかった。序じよ盤ばんを読んで、僕は息をつく。でも、それだけで、黒田さんが何を言わせようとしているのか、ほんの少しだけ予想できた気がした。

『車輪の下』は、ハンス少年という『村一番の模も範はん生』が主人公の物語だ。

　小さな村に生まれた頭脳明めい晰せきなハンスは、周囲の過か剰じような期待を背負って、緊きん張ちように潰つぶされそうになりながらも、優ゆう秀しゆうな学生の集つどう学校に好成績で入学する。

　僕はもう、ハンスに感情移入して、同情し始めてしまっていた。

　既すでにボロボロの彼が、今後どのような物語を紡つむぎ出すのか、続きがすごく気になった。

　時間を作ってじっくり読もう。そう思いながら、僕は普通科の校舎の裏庭へと向かう。




　そこには、既に飼育部の部員たちが集まっていた。

　翡翠さんはいつものように、スマホで動画を見ている。彼女は現実で何が起こっているかなんて気にしない。ただ、普段と同じように、画面の向こう側の世界を眺ながめていた。

　一年生の新谷さんもいた。彼女は今年のゴールデンウィーク明けという、微び妙みような時期に入部した、ちょっと変わった女の子だ。髪かみの毛は男子にも見み間ま違ちがえそうなベリーショートにしている。最近は、少し伸のびた気がするけど。

　十文字くんの助手である佐藤さんもいた。でも、彼だけがいない。僕は首を傾げる。

「こんにちは。十文字くんは来てないんですか？」

「そのうち面めん倒どう事と一いつ緒しよに来るよ」

　声をかけると、振ふり向かずに翡翠さんは言った。不機嫌そうだったので、僕は背中を丸めて新谷さんに近づいて話しかける。

「どうかしたの？」

「えっと、先せん輩ぱいが変な人に絡からまれているみたいで……」

　新谷さんは、とにかく僕のことをずっと怖こわがっていて、向こうから話しかけてくるのは、挨あい拶さつ程度が限界だ。返事をしてくれただけでも、ありがたいと思おう。

「あの、灰賀さんも見ましたか？」

「へっ？」

　突とつ然ぜんのことに、声がちょっと裏返る。新谷さんが、僕に話しかけてきた！

「その、校門の……」

「あ、ああ、落書きだよね。たまたま、十文字くんと佐藤さんと一緒に見たよ」

　僕がそう言うと、佐藤さんが首しゆ肯こうする。

「そうですか……。灰賀さんは、どう思いますか？」

　難しくて、慎しん重ちようにならざるをえない質問だ。一いつ瞬しゆんで考えをまとめる。

　翡翠さんが書いて、夜月さんや教頭に目を付けられたなんて正直に言ったら終わりだ。ここは様子見に徹てつして、無難な返事にしておこう。

「どうって言われてもなぁ。なんだか、学校の雰ふん囲い気きがピリピリしてるね。変な事件が起きたりしないと良いんだけど」

「そう、ですね」

　そのまま校門の落書きのことを、翡翠さんに尋たずねようとして口を開くけど、喉のどから声が出ない。僕は戸と惑まどう。

　飼育部のみんなは友達だ。悩みも聞いてくれるし、高校生らしい馬ば鹿か騒さわぎを一緒にするのも本当に楽しい。だからこそ僕は、ここにいる女子三人に尋ねることが出来なかった。

　エーミールじゃないよね、なんて疑うようなことを。

　その時に、ＬＩＮＫの通知が来る。
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　うう、佐藤さんまで機き嫌げんが悪い。本当に何なんだろう。普段通りの会話も出来ない感じだ。伝でん染せんして、僕の気分まで陰いん鬱うつになる。

　そこへ、ゆったりと十文字くんがやってきた。ムードメーカーの彼なら、この嫌いやな空気をギャグで打破してくれる！　と、淡あわい期待をしたけど、それは一瞬で吹き飛んだ。

　十文字くんの隣となりに、初めて見る美少女がいた。

　あー……、なるほど。落書きの方じゃなくて、雰囲気が悪い原因はこの子かな。

「あれ？　初めて会ったと思うけど、元から飼育部にいた子だっけ」

　僕が声をかけると、美少女はヒッと体を竦すくめる。……慣れてる、慣れてるもん。

「ハッハッハ。違ちがうよ、灰賀選手。彼女は転校生で、私のファンだ」

　そう言う十文字くんの視線は、泳ぎっぱなしだった。うん、助けてくれって言いたいのは分かるけど無理だよ。僕は君ほどモテないからさ。ごめんね。

「それよりＪくん、あたしは駄だ目めって言ったはずなんだけど」

「……名めい探たん偵ていの脚きやく力りよくをもってしても、振り切れなかったのですよ」

　翡翠さんの不ふ機き嫌げんそうな言葉に、十文字くんは肩かたを竦める。

　初めて見る美少女は、プロポーションが整っていて、非の打ち所の無いくらい可愛かわいい。佐藤さんや新谷さんも可愛いと思うけど、この子はそういう次元じゃない。人の目を惹ひきつける不思議な輝かがやきがあって、まるで特進生の黄紗良さんのようなオーラを纏まとっていた。

「初めまして。今日は入部したくて──」

「やだー」

　ハキハキと話し出す美少女に、翡翠さんがハッキリとＮＯを突つきつける。

「二文字で断られました！　しかも『ダメ』じゃなくて『やだ』って、ひどいです！」

「ウチはリア充じゆうお断りなの。ほら、帰った帰った」

　翡翠さんだけでなく、新谷さんや佐藤さんも反対しているみたいだ。揉もめ事は嫌だな、みんな仲良くしたらいいのに。

　すると、十文字くんが僕を引き合いに出して、彼女──白はく丁ちよう花げさんの擁よう護ごを始めた。

　よく分からないけど、十文字くんの説得に翡翠さんは沈ちん黙もくする。そして、白丁花さんのことを値ね踏ぶみするようにジロジロと見て目を細めた。

「それくらいならいいよ。細かい話は灰賀くんに聞くように。じゃ、あたしは帰るわ」

　どうやら、話はまとまったらしい。……まとまったのかな？　よく分からないや。

「ありがとうございます、部長！」

　白丁花さんが嬉うれしそうにお礼を言うと、翡翠さんが睨にらんだ。それに気付いたのだろう、睨まれた白丁花さんは硬こう直ちよくする。

　その光景を、僕は少し疑問に思った。

　僕に初めて話しかけてくれた時のことを思い出しても、人を見かけで判断したり、又また聞ぎきの情報で偏へん見けんを持ったりしない人だ。

　とはいえ、好き嫌いは当然ある。だから嫌いなものには嫌いだとハッキリ言う人だけど、初対面の人間に対して、彼女がここまで敵意を持つのを、僕は初めて見た。

「……ちゃんと躾しつけといてね。それとコミュ力って言葉、あたしは嫌いだよ」

　それだけ言って、翡翠さんは不機嫌そうに去る。色々と聞きたいことがあったけど、日を改める方が無難だろう。今日はそんな雰囲気だった。

「なんだか分からないけど、僕が役に立てたのかな」

　声をかけたら、白丁花さんはまたビックリした。そんな光景を見て、流石さすがに十文字くんもフォローを入れてくれる。

「ああ、ありがとう。紹しよう介かいしよう、彼は灰賀選手だ。顔はこんなのだが、根は真ま面じ目めだし優やさしい男だと私が保証しよう。だから、早くこの顔に慣れてくれ。彼は傷ついている」

「よ、よろしくお願いします……」

「こちらこそ、ね……」

　何とも言えないけど、人当たりの良さそうな子だし、話していれば自然と仲良くなれるかもしれない。僕だって健全な高校生男子だ、女の子ともっと仲良くなりたい。

　すると今度は、新谷さんまで怒おこって帰ってしまった。

「やれやれ、彼女の人見知りにも困ったものだ」

「十文字くん、追いかけてあげようよ。『飼育部の友情は絶対』、だよね」

　翡翠さんの不機嫌はいいとして、新谷さんは時々、感情的になって折れてしまいそうな、危あやうい感じが常にする子だ。僕にはできないけど、十文字くんならきっと、彼女を落ち着けることができるだろう。

「……それもそうだ。灰賀選手、悪いが二人を頼たのむよ」

「うん、彼女によろしく」

　それだけ言って、十文字くんは走り出した。

「……カッコいいなぁ」

　白丁花さんがそう言うので、僕も同意する。

「だよね。十文字くんは、いつもカッコいいよね」

　すると、頰ほおを赤く染めて白丁花さんはモジモジする。あ、盗ぬすみ聞きしてたみたいで、気持ち悪かったかな……。

「えっと、さっき聞きましたけど、灰賀さんは部員じゃないんですか？」

　質問は、意外にも僕の話に移った。話を逸そらされたとも言えるけど。

「うん。僕は普ふ通つうの部活には入れないからね。変わった人が多いけど、ノリと勢いに合わせられれば、馴な染じみやすいよ」

「ノリと勢い……？」

「いきなり動画鑑かん賞しよう会を始めたり、６月に初はつ詣もうでに行ったり、電車を乗り継ついで夏祭り遠征をしたりするから……」

　そう言うと、彼女は愉ゆ快かいそうに吹ふき出す。好感の持てる、屈くつ託たくのない笑え顔がおだ。

「あははっ。それ、飼育と何も関係ないじゃないですか」

「ああ、言われてみればそれもそうだね。でも、翡翠さんのやることだからなぁ」

　内心ドキリとするが、当然の反応だろう。僕も適当に相あい槌づちを打つ。翡翠さんのやることだから飼育だ。一応、そこに噓うそはない。

「でも、私はなんだか、一方的に嫌きらわれたみたいです……」

　白丁花さんが肩を落とすので、僕は必死にフォローする。

「えっと、翡翠さんは誰だれに対しても意地悪だから、あんまり気にしないで。そうだよね、佐藤さん」

　佐藤さんを見るけど、彼女は目を逸らした。ひどい……。

「そこはフォロー入れてよ……」

「ふふっ。皆みなさん、仲が良いんですね」




　その時、サッカー部の男子達が数人、裏庭をチラッと見て校門の外へ走る姿を見た。




　今さら彼らが、十文字くんに用があるとは思えない。昨日といい今日といい、学校の雰囲気がおかしいことは僕も察している。まさかとは思うけど、何だか嫌な予感がした。

「──いけない、忘れてた！　ちょっと出かけてくるね！」

　それだけ言って、僕は十文字くんを追いかけるために走り出す。

　もし暴ぼう力りよく沙ざ汰たになったら、正当防衛になっても教頭に迷めい惑わくがかかる。赤坂さんですら、喧けん嘩かは自じ粛しゆくしているんだ。どうする、どうすれば僕だとバレない？

　一瞬だけ迷った僕は、近くにあった木を駆かけ上って、校舎の二階の開いている窓へと飛び移る。階段の手すりを足場に、三階へとショートカットして、奥にある美術室の開いている上窓に飛び込んで中に入った。

　夜月さんはこの行動を怒るだろうか、いや、関係ない。友達の十文字くんの無事を確かめる方が、僕にとっては最優先なことなんだ。

　僕は隠かくしておいた『てるてる坊ぼう主ず』の衣装に着き替がえて、美術室から飛び降りた。

　……今度は着替えを持って。







　全身真っ白な姿で僕は走る。

　見晴らしの良い場所を探そう。辺りを見回すと、電柱が目に入った。僕はそれの上に駆け上る。十文字くんは、公園のベンチに座っていた。

　先ほどの怪あやしい生徒たちの姿も見つける。案の定、彼らはサッカー部のくせにバットや大型のスコップを持って、十文字くんのいる公園へとゾロゾロと向かっていた。

　暴力は嫌いだ。力でも言葉でも、振ふるう側には相応の責任が求められる。

　彼らはきっと、十文字くんを襲おそうだけの動機があって、十文字くんもまた、襲われるだけの理由を作ったのだろう。でも、その応おう酬しゆうは何も生み出さない。

　全すべての元げん凶きようである翡翠さんを止めなければ、飼育部員はまた罪を重ねてしまう。

　僕は悩なやむ。

　戸建ての屋根へと飛び移り、その隣の家の塀へいの上を渡わたり、住宅街を真っ直すぐに突っ切ってサッカー部の男子たちのもとへと最速で移動した。

　彼らを見下ろす。一様に下品な笑みを浮うかべていた。

　僕は悩む。暴力に暴力で応酬することは、新しい復ふく讐しゆうを生み出すだけだ。何も生み出さないし、変わらない。だからと言って、傷つけられるのを見ているだけでいいのか？

　彼らの前に立ちはだかると、先頭にいた男子が狼ろう狽ばいする。

「だ、誰だお前……。飼育部の奴やつか？」

　檻おりの中の獣けものでも、監かん視し者でもない。彼らの友達だ。

　深く悩んだ末に。仕方なく、僕は単純で愚おろかな道を選せん択たくした。

　格かく闘とう技ぎはやってないけど、ニチアサの変身ヒーローの技わざなら、物理的に不可能なものを除いて、見よう見まねでほとんど出来る。今まで、人前で披ひ露ろうしたことがないだけだ。

　僕は彼らに向かって走って跳とび、練習したカブトストロング雷らい神じんキックを放った。




　９月４日（金曜日）




　私は転入したばかりの進学校の、難しい授業を聞きながら思う。

　目を疑った。これは偶ぐう然ぜんではなく、運命だ。

　まさか、こんな所で出会うことになるとは思っていなかった。正直に言えば、ほとんど諦あきらめていたからだ。それくらい、後になって色々と調べても、彼女たちの情報を得ることはできなかった。

　でも、ようやくあの事件の真実を聞くことができる。全て十文字さんのおかげだ。彼と巡めぐり会った幸運に私は感謝した。

　ただ──部長の翡翠さんのあの視線だけは、妙みように気になる。初対面のはずだ。あの事件の関係者でもない。それなら私が知らないわけがない。

　私は頭空っぽのリア充じゆうだ。誰にも害意はない。

　ただ、ずっとずっと探している人がいる。本当にそれだけだ。

　昼休みになって、私は急いで教室を飛び出し、一年生のいる一階へと走る。教室から出てきた彼女に、私は声をかけた。

「こんにちは、新谷さん。これからお昼？」

「……ハク先せん輩ぱい？」

　話しかけられた彼女は振り返って、私を警けい戒かいしながら返答する。

「──友達と食べるので、失礼します」

「そうなんだ。一いつ緒しよに行ってもいい？　まだ転校してきたばっかりだから、せっかくだし、同じ部活の人と食べようと思ったんだけど」

　笑いながらそう言うと、新谷さんは露ろ骨こつに目を逸らして、言い訳を探す。

「え、えっと、友達がその、気むずかしい人で──」

　見苦しい。

　最初から、スムーズに話が進むとは思っていない。なにせ、二年間も表の世界から姿を消していたような人だ。そんな人が、いきなり転校してきた私に、心を開いてくれるはずがなかった。

　彼女は、そんなに簡単に捕つかまるような人間ではない。もっともっと、低てい俗ぞくな悪党だ。

　私は彼女の耳元で、他ほかの人に聞かれないように囁ささやく。

「少しでいいんです。話を聞かせてもらえませんか、木きの下した先輩」

　その名前を口にした時、新谷──木下さんの顔から、血の気がサッと引く。

　そう、そうだ、ずっとその顔が見たかったんだ。

　自然と口元が歪ゆがんで、笑みが零こぼれる。







　文字通り、親の都合で全国を転々と飛び回って、一つの学校にいる期間がすごく短かった私にとって、唯ゆい一いつ長い付き合いのあった先輩がいた。

　法ほう条じようさん。私が中学一年生の頃ころに、当時二年生だった先輩だ。

　九州にいた、たった三ヶ月の付き合いでしかなかったけど、私にバレーボールを教えてくれて、転校した後もＬＩＮＫで頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合ってくれた人だ。

　一つの場所に長く滞たい在ざいできない私は、特定の友人というものがほとんどいなかったから、相手が先輩でも嬉うれしかった。毎日のように連絡を取り合って、お互たがいに何でもない日常を文字で語り合うのが、私の唯一の日課だった。

　再会を夢見て、九州へ旅行する計画を話した時も、彼女はすごく喜んでくれた。ネットの向こう側ではなく、直接会いたい。少ししかいられなかった九州を、彼女と一緒に回りたい。その予定だけが、友人のいない私の楽しみだった。




　だからこそ、彼女が自殺したというニュースを見て、私は生まれて初めて吐はいた。







　雨が降り続けている。だから、昼休みに外に出る人はほとんどいない。

「法条さんから、ＬＩＮＫで送られてきた写真です」

　特とく進しん棟とうの裏は誰も通らないと思って、私は彼女をそこへと連れ出した。今は新谷と名乗っている彼女も、抵てい抗こうすることなく、怯おびえた様子で私のスマホに映る画像を見る。

　そこには、楽しく生きていた頃の法条さんと、かつて親友と彼女が呼んでいた生徒──木下さんが映っていた。

　木下さんの髪かみ型がたは少し長いくらいのセミロングで、顔立ちは今よりももう少し幼かったけど、ベリーショートの彼女は見み間ま違ちがえようがなく、私が探していた木下さんだった。

「もう、一つも残ってないと思ってたのに……」

　親友の元気な姿にかける言葉がそれなのかと、私は嘆たん息そくする。

「どんなに酷ひどいイジメに遭あっていても、法条さんは私に元気な姿の写真を送って、日常を語ってくれました。あなたが傍そばにいてくれたから、なんとか法条さんは、生きていくことができたんだと思います」

　最後に私に送ってくれたＬＩＮＫのメッセージが、彼女の遺書だ。私は木下さんに読んで聞かせる。

「──今まで騙だましていて、ごめんなさい。私も騙されてました。たった一人の大事な親友だと思っていた木下さんが、全ての嫌いやがらせの主犯だったんです」

「やめてぇぇっ！」

　木下さんは耳を塞ふさいで、ガタガタと震ふるえる。

「ハクちゃん。とても疲つかれました。ハクちゃんに思い出を話して、良い思い出だけを残そうと思っていたけど、もう無理です。あなたとのやり取りを見直す度たびに、私は木下さんを思い出してしまいます。でも、ハクちゃんとのＬＩＮＫを消してしまったら、私はもう誰とも繫つながっていません。それがとてもつらくて、惨みじめに思いました」

　このメッセージを見た時の恐きよう怖ふは、言葉に言い表せない。なぜなら私も、法条さん以外の誰だれとも繫がっていなかったからだ。

　ＬＩＮＫは誰とでも繫がれるのに、誰とも繫がっていない。

「たとえ噓うそでも、何も知らないその時の私は、間ま違ちがいなく幸せでした。だからもう、ハクちゃんも何も知らないまま、私のことを忘れてください。さようなら」

「……遺書がないと思ったら、そんなところにあったんだ」

　もう隠す必要もないと判断したのだろう。木下さんは両手で顔を隠して呟つぶやく。

「中にデータが入ってると困るから、パソコンも携けい帯たい電でん話わも、みんなで壊こわしたのに……」

「すぐに調べました。家庭裁判所の傍ぼう聴ちようにも行こうとしたんです。それなのに、あなたは誰にも裁かれずに、一家揃そろって行方ゆくえをくらませてしまった……。九州の学校で、イジメによる自殺が一件あったという報告書が出されただけで、全て終わってしまったんです」

　そして私は、片かた端はしからＬＩＮＫを繫いで歩いた。親の都合で転校ばかりするなら、それを利用して、全国のＬＩＮＫグループを繫いで木下を見つけてやる。




　友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達の友達は木下さんかもしれない。




　そうやって私は、誰とでも仲良くなり、常に浅く広く親しい友人であり続けた。こうして話している間にも、ＬＩＮＫの通知は二十件以上来ているだろう。

　でも、もう必要ない。やっと見つけた。探し続けていた本当の親友を。

「まさか、先輩が後輩になっているとは思いませんでしたけど。このことを、十文字さんたちは知っているんですか？」

　質問する私を、木下さんは血相を変えて睨にらむ。

　そうか、そうか。知らないんだ。ふふふ。

「──ご家族の了りよう解かいをいただいて、法条さんが元気だった頃の写真をいただいています。明日の夜、あなたの友達がいつも集まっている裏庭に来て、お詫わびの気持ちを彼女に見せてください。そうしたら、私も飼育部のみなさんには黙だまっています」

　彼女の肩かたを優やさしく握にぎって、耳元で囁く。

「今後ともよろしくお願いしますよ、先輩」

　そのまま私が立ち去ると、木下さんが雨に濡ぬれた地面に、膝ひざから頽くずおれるのが見えた。その絶望に満ちた表情を私は見たことがある。法条さんの自殺を知って吐いた後に、鏡に映った自分の表情とそっくりだ。

　この悲しみを、どうしようもない現実を突つきつけられたから、法条さんは飛んだんだ。

　明日、この人は何をするんだろう。でも、関係ない。そんなのは些さ細さいなことだ。

『目には目を、歯には歯を』と書いてあった、校門の落書きを思い出す。

　……そうだ。たとえ神が許しても、私はあなたを許さない。
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　９月６日（日曜日）




　ニュースをお伝えします。今朝、○○県神楽かぐら咲さき市の私立高校で、女子生徒の遺体が発見されました。同校に通うＳさんである可能性が高く、現在、詳くわしい身元の確かく認にんが行われています。

　鋭えい利りな刃は物ものによるものと思われる数カ所の刺さし傷きずがあり、警察は何らかの事件に巻き込まれた可能性があるとして、捜そう査さを開始しました。

　また、現場には被ひ害がい者しやの血で書いたと思われるメッセージも残されており、猟りよう奇き殺人犯による犯行も視野に入れた捜査が行われているもようです。
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　９月６日（日曜日）




　家にいた僕は、少し早い朝食をとりながら、テレビ番組を見ていた。

　今期のニチアサも熱い。

　戦隊ヒーローのモチーフも僕好みだったし、変身ヒーローは子供が見る番組とは思えないほど、社会性のあるメッセージが込められていて、先週から続く怒ど濤とうの展開に、僕は息を吞のんで食い入るように見ていた。カブトストロング雷らい神じんキックの威い力りよくは凄すさまじかった。

　電話が鳴る。

「出番だぞ、はい──」

「忙いそがしいので後にしてください」

　僕は電話を切る。リアルタイム視し聴ちようが優先だ。

　変身ヒーローが終わったら、女児向けのアニメが始まる。いや、これを女児向けと侮あなどるなかれ。作画や構成は、今では深夜のオリジナルアニメよりも堅けん実じつで上質だ。ネタも基本的に面おも白しろい。

　今期はグッズを買おうか悩なやんでいる。ネット通つう販はんでも買えるものが多いけど、夏休みの劇場版を見に行って、小さなお友達に泣かれ、大きなお友達に避さけられたのは、トラウマになりかけた。でも、それでも譲ゆずれない。劇場版の最前列！

　電話が鳴る。

「もしもし──」

「忙しいので後にしてください」

　僕は電話を切る。リアルタイム視聴が優先だ。

　番組が終わって、僕はネット掲けい示じ板ばんを見た。実じつ況きようで盛り上がっている。僕も感想を書きこもうとしたら、電話が鳴った。

　なんと、夜よ月づきさんからだった。休日なのになんだろう。僕は慌あわてて取る。

「……もしもし。今、時間は空いているか？」

「どうしたんですか？　その、学校は休みですよね」

「──ああ、休みだ。それなのに、お前は忙しそうだな」

「いえ、特に予定もないですけど。今度は何をしないといけないんでしょう」

　沈ちん黙もく。

　なんだか夜月さんの様子がおかしい。どうしたんだろう。

「もしもーし」

「……今すぐニュースを見ろ」

　かなり不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ねで、夜月さんが命令する。これは逆らってはいけないやつだなと直感した僕は、慌ててテレビのチャンネルを変えた。




　その時、初めて僕は、自分の知っている世界が、ひっくり返るほど変わっていたことに気付いた。







　校門の前は、報ほう道どう陣じんが押し寄せてごった返していた。僕は彼らをかき分けて、学校の敷しき地ちに入ろうと試みる。柵さくのところまで辿たどり着いて、僕は生徒手帳を警察に見せた。

「特進生です。中に入れてもらえますか？」

　そう尋たずねると、警備をしていた人が無線で連れん絡らくをする。許可はすぐに出た。

　急いで裏庭へと向かおうとしたら、大おお柄がらなおじさんに肩を担かつがれた、十じゆう文もん字じくんの姿が見えた。

「十文字くん！」

　慌てて駆かけ寄ると、おじさんは酷く驚おどろいた様子で尋ねる。

「うおっ、だ、誰だ？」

「特進生の灰はい賀がと言います。彼は──」

　自己紹しよう介かいをしていたら、虚うつろな目をした十文字くんが、信じられないほどの力で、僕の肩に摑つかみかかる。

「新しん谷たにが、新谷が死んだ。殺された、誰かに殺された……」

「──本当に、新谷さんだったんだね」

　報道を信じたくはなかった。テレビの向こうで起こっているのは、どこか自分の知らない空くう虚きよじみた遠くの世界の話だと思っていた。同じ苗みよう字じなだけだと思いたかった。

　でも、十文字くんの表情を見て確信する。これが現実で、画面の向こうの世界だ。

「なんで俺じゃないんだ？　なんで新谷が死ななきゃいけないんだ？　こんなのおかしいだろ。俺はまた守れなかったのか？　なぁ、どうしたら良かったんだ？」

　彼は言葉を震わせて、壊れたように質問し続ける。僕はそれに答えられなかった。

　十文字くんに付き添そっていたおじさんが、警察らしき人に声をかけて、十文字くんの身み柄がらを預ける。彼はブツブツと何かを呟きながら、どこかへと連れていかれた。

「……案外、マトモそうな特進生だな。俺は熊くま本もと、今回の事件を担当する刑けい事じだ」

「……そうですか。その、よろしくお願いします」

　僕が一礼すると、熊本さんは目を丸くする。

「顔に似合わず、しっかりしてるじゃないか。被害者の知り合いなら、少しだけ話を聞かせてほしいんだが。他ほかの関係者には、まだちょっと聞きにくくてな」

　失礼なことを思い切り言う人だなと思ったけど、それどころじゃない。事件を解決してくれるなら、誰だろうと構わない。

　僕は頷うなずいた。

「力になれるなら、喜んで」




　５月７日（木曜日）




　ゴールデンウィークの間は、知人を通じて全国を走り回ったりしていた。スケジュール的には少し厳しかったけど、得がたい経験をしたと思う。

　教頭も良い広告になると協賛してくれたので、その辺りは融ゆう通ずうも利きいたし、最高の連続休日を過ごせた。

　久しぶりに登校した僕は、いつも通りのトレーニングを終えると、放課後に飼育部の集まる裏庭へ向かう。十文字くんと翡ひ翠すいさん、佐さ藤とうさんに、お土産みやげを用意していたからだ。

　裏庭に飼育部のみんなが集まっていたけど、その中に、今まで見たことのなかった女子がいた。ピンの色からして後輩だろう。でも、僕の記き憶おくにはいない。

「やぁやぁ、灰賀選手！　丁度良いところに来たね。紹介しよう、新入部員だ！」

　十文字くんが陽気に声をかけてくる。その声に釣つられて、僕を見た彼女は──もうイチイチ説明する必要もないか。

　でも、緊きん張ちようの仕方というか、挙動が全すべてビクビクと恐きよう怖ふに震ふるえていたのは、今でもよく覚えている。相手の容姿などは関係なく、他人という存在に対して彼女は怯おびえていた。

「ダメダメ。人見知りの激しい子だから、あまり怖こわがらせないで」

　そう言って、翡翠さんが新入部員さんに抱だきついて落ち着かせる。

「……僕は何もしてませんよ」

「何もしてないから怖いんじゃない」

「どうしろと……!?」

　困っていると、十文字くんがブルドッグパイプを手に、楽しそうに語り出す。

「ふふふ。灰賀選手の被害者は、これで十三人目だったかな」

「や、やめてよ、数字がリアルでやだなぁ」

「やはりね！　今日も名めい探たん偵ていの推理は、実に冴さえているだろう？　なーに、気にすることはないさ。灰賀選手は飼育部の友人だ。飼育部の友情は絶対だから、世界に十三人しかキミの友人がいなくても、そのうちの四人は我々であるのは確実だよ」

　さっきから、十三に拘こだわる理由はなんだろう。ジェイソンの映画でも見たのかな？

「えっと、嬉うれしいけど、確実に十文字くんより友達は多いからね？」

「裏切りだ！　師し匠しよう、飼育部の反逆者がここに！」

　十文字くんが変なテンションで騒さわぐと、面めん倒どう臭くさそうに翡翠さんが目を逸そらす。

「いや、あたしにはボッチなＪじえいくんが、勝手に因いん縁ねんをつけている風にしか見えない」

「傷ついたーっ！」

　決定的な事実を突つきつけられて、彼は頭を抱かかえて蹲うずくまる。すると、僕のスマホにＬＩＮＫの通知が来た。
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　今時、携けい帯たい電でん話わを持ってないのは珍めずらしいなと思いつつ、佐藤さんが不機嫌になっているので、僕は十文字くんとくだらない問答をして、落ち着けようと頑がん張ばった。

　その一部始終を見ていた新谷さんは、少し驚いた様子で僕たちのことを見て呟つぶやく。

「──仲が良いんですね」

　それが、僕が聞いた新谷さんの第一声だった。




　９月６日（日曜日）




　つたない思い出話を、忙しいはずなのに、熊本さんはじっと聞いてくれた。彼は懐ふところに手を伸のばし、何も取り出さずに舌打ちして、両手をポケットに突っ込む。

　……タバコを吸う人かな。そういう仕草をする人は、割とよく見かける。

「──良い友達だったんだな」

　僕の話を聞いた熊本さんの感想は、その一言だけだった。

「はい」

「じゃあ、絶対に犯人を捕つかまえよう」

　そう宣言して熊本さんは立ち上がる。力強い大人の佇たたずまいだった。

「ああ、そうそう。ついでに聞いておきたいんだが。──校門の落書き、アレと新谷さんの関係って、何か思いつかないか？」

　その質問に、僕は首を傾かしげて思案する。

　悪党に復ふく讐しゆうをする。

　その文面とこの状じよう況きように、僕は共通項こうを見み出いだせなかった。たとえ、落書きをしたのが翡翠さんであっても、殺すことの動機が浮うかばない。もしも、彼女が何か行動するとしても『飼育部の友情は絶対』だ。仲間殺しなんて自分が許さないだろう。

　状況がチグハグだ。今の段階では、迂う闊かつなことは口にしない方がいい。

「……特には」

「そう、か。他にも何か気付いたことがあったら、いつでもいい、連絡してくれ」

　熊本さんはメモ帳に電話番号を書いて、僕に手て渡わたす。すぐに番号を登録した。

「灰賀くん。こいつは雑談なんだが、刑事にとって面倒臭い事件のワースト３ってやつが何か知ってるか？」

「いえ？　初耳です」

「警察みうちの事件、無差別事件、それと組織の事件だ」

「は、はぁ……」

　よく分からない。でも、こういう回りくどくて面倒な話し方をする人が知り合いに多いから、何か言いたい結論があるんだろうと予想はできる。

「毎回思うんだけどよ。学校ってやつは、どうしてどこも閉へい鎖さ的なんだろうな」

　そう言い残して、熊本さんは立ち去る。僕は頷いた。







　特とく進しん棟とうの自室へ向かうと、階段の辺りから綺き麗れいな鼻歌が聞こえた。聞いたことのある、あの不気味なクラシック曲だ。

「すみません、遅おそくなりました」

　鼻歌を歌いながら本を読んでいた夜月さんに、僕が話しかけると、彼女は目を細める。

「それより、謝ることがあるだろう」

「えっ。僕、また何かやっちゃいましたか？　すみません……」

　心当たりが無くて、とりあえず謝る。

「覚えてないのか？」

「言ってくれれば、今後は注意しますけど」

「──ニチアサは恐おそろしいな」

　意味不明なことを呟いて、夜月さんは本を鞄かばんにしまい、自分の部屋へと歩き出した。僕もそれに付きそう。相変わらず整理整せい頓とんされた彼女の部屋に上がらせてもらって、ソファを借りる。

　ふぅ、と一息ついた。

　なんだかここまで、現実離ばなれした感覚だったけど、初めて現実に戻もどったような気分になる。気付くと、手が震えていた。そういえば──

「さっき読んでいたのって『車輪の下』ですよね」

「灰賀は読んだか？」

「黒くろ田ださんに勧すすめられて。エーミール・ルチウスが出てきました」

「どんな印象だ？」

「翡翠さんみたいな奴やつですね」

　エーミール──ルチウスは、主人公ハンスと共に神学校に入学した生徒だ。二倍の知識で二番になるよりも、半分の知識で一番になることを彼は望んだ。

　無料で習えるから音楽を習い、それが最悪に下手へたくそで、ピアノも少し囓かじって止やめた。

　だけど、音楽の話になると「習っていたけど止めてしまった」と、さも詳くわしそうに匂におわせるのだ。そういう狡ずる賢がしこい所が、かえって注目を集めた。

　そうか、と夜月さんは頷く。反応は、思っていたよりも薄うすかった。

「──想定外の事態になった」

　夜月さんはそう言った。

　耳を疑った。一見全能にも見えるこの人の口から、まさかその言葉を聞くとは、思っていなかったからだ。でも、その言葉に僕は少し安あん堵どする。

「流石さすがに、殺人事件が起こることも想定していたって言ったら、怒おこりますからね」

「翡翠ではない、別の誰だれかの仕し業わざだろう。奴よりも早く犯人を確保しなければ、記事の内容が大きく変わりかねない」

　腕うでを組んで、夜月さんが苛いら立だった様子で唸うなる。演技には見えなかった。

「どういうことですか？」

「お前は飼育部の『入部条件』を知っているか？」

　唐とう突とつな質問に僕は戸と惑まどった。──入部条件？

「知らないですけど、心当たりといえば、所属していたコミュニティに問題があることでしょうか。十文字くんのサッカー部は、女子マネージャーの盗とう撮さつ問題で、上級生がみんな部活を辞やめることになりましたし。佐藤さんのクラスも、大変なことになりましたね」

　新入部員の新谷さんも、やっぱり何かあったのだろうか。そこは聞いてなかった。




「復讐だ。貶おとしめた相手に対して、翡翠の思いつく限り最悪な復讐を自分の手で実行する。それが、飼育部の入部試験の正体だ」




　──思考が止まる。そんな、まさか。彼らは被ひ害がい者しやだ。加害者じゃない。

「噓うそでしょう？」

「飼育部は翡翠の傀かい儡らいではない。全員が翡翠に同調し、手を汚よごした。十文字はサッカー部を崩ほう壊かいさせ、佐藤はクラスを自じ滅めつさせ、新谷は所属していたバレーボール部の連中の髪かみを根元から破は壊かいした。それが事実だ」

「十文字くんは、翡翠さんに唆されただけです！」

　自分に言い聞かせるように声を荒あららげる。

「佐藤さんのことも助けて、きっと新谷さんのことも助けてしまったんですよ。暗あん躍やくしていたのは、全部翡翠さんです」

「違ちがう。佐藤も新谷も、自らの手で復讐を果たした。翡翠も十文字も、少し手を貸しただけに過ぎない。奴らは復讐に復讐を重ねて、延々とそれを繰くり返す暴力装置だ」

　信じられない。信じたくない。

　僕は頭を抱える。……そんなのあんまりだ。

「新谷を殺した犯人を、飼育部より先に特定するぞ。新たな復讐が始まる前にだ」

　夜月さんの言葉に、僕は頷うなずいた。

「夜月さんが書きたい真聞は何なのか、僕は知りません。──ただ、彼女を殺した犯人を僕は許せないし、十文字くんが許さない。だから、調査をするなら協力します」

　僕が宣言すると、夜月さんはニヤリと笑った。

「初めて、互たがいの利害が一いつ致ちしたな」

「今まで僕に利がなかっただけです。飼育部がそんなものじゃないと証明します」

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良いい解かい釈しやくだけだ。私は私の事実を記事にする。お前は、お前の事実を探せばいい」

　彼女はそう言って、部屋に備え付けられていたクローゼットから、白い塊かたまりを取り出す。

　以前、十文字くんを助けるために、学校の敷しき地ちの外まで追いかけて暴行事件を起こしてしまい、夜月さんに怒られて没ぼつ収しゆうされたものだ。

　正直に言えば、またあれを被かぶるのは嫌いやだ。あの仮面には、振ふるった暴力の責任を押しつけたままでいる。でも、僕は顔が怖こわいから、これで隠かくすしか調査する方法がないんだ。

「私は新谷の過去を探さぐろう。お前は飼育部周辺の情報集めだ。これより『真聞』の取材を始める。頼たのんだぞ、相棒」

　夜月さんが投げたそれを僕は受け取って、すぐに着き替がえる。

　全身真っ白で、顔に下手くそな字で「へのへのもへじ」と書かれている僕の姿は、やはり『てるてる坊ぼう主ず』のようだった。




　９月７日（月曜日）




　昨日はてるてる坊主の格好のまま校内を駆かけ回り、様々な場所で情報を集めてきた。

　変装の意味は本当にあるのか、とずっと懐かい疑ぎ的に思っていたけど。夜月さんが言っていた『エーミールは情報に過ぎない』の意味が、何となく分かった気がする。

　既すでに、容疑者は『てるてる坊主である』と、大半の生徒が噂うわさしていた。

　もちろん、これは濡ぬれ衣ぎぬだけど。注意を全すべて僕へ引きつけることが出来た。夜月さんの言うことが本当なら、飼育部は復讐するために僕を追ってくるだろう。『てるてる坊主』である僕は、彼らとの対決を望まない。逃にげ続ければ時間を稼かせげる。

　もう一つ重要なのは、やはり『特進生の灰賀』が表立って調べていると、バレていないことだろうか。やっぱり、特進生が動いていると目立つのだ。

　教頭はもう気付いているだろうけど、口を挟はさまないということは、きっとこの『役割』は想定されていたんだ。それを含ふくめて、僕が適任だと言ったのだろう。

　そう考えると。夜月さんも教頭も、やっぱりこうなることを予期していたんじゃないかとも思えて、こんがらがってしまう。

　どこまでが、誰の意思だ？　状況を動かしている巨きよ大だいな敵の姿が摑つかめない。

　──そもそも、状況はコントロールされているんだろうか。







　事情聴ちよう取しゆを終えた飼育部のみんなが、僕の部屋に集まって会議を始める。

「名めい探たん偵ていとして、私が犯人を捕まえる！　この謎なぞを解き明かすのだ!!」

　十文字くんの宣言を皮切りに、彼らによる推理が始まった。僕は相あい槌づちを打って、その様子を観察する。

　……駄だ目めだ。夜月さんの言葉のせいで、彼らが復ふく讐しゆうを前提に行動しているようにしか見えない。そうでなければ、彼らが警察に協力しないのはやっぱりおかしい。

　──まず、偏へん見けんだけど、飼育部の誰かが新谷さんを殺すことはないだろう。

　彼らは仲間を殺すことに何のメリットも持たない。それは、感情論を抜ぬきにしても明らかだ。こんな形で飼育部が目立つことを、翡翠さんが望むはずもない。

　強しいて言うなら、第一発見者でもある白はく丁ちよう花げさん。

　十文字くんたちの言う通り、彼女は一番怪あやしい。飼育部に入ったという偶ぐう然ぜんも、たまたま土曜日に学校に来ていた偶然も、遺体を発見したという偶然も、重なりすぎて胡う散さん臭くさいことこの上なかった。偶然だって、三つも重なれば必然だ。

　翡翠さんも同じように思ったのだろう。不ふ愉ゆ快かいそうに白丁花さんを一いち瞥べつして、僕らを置いて先に部屋を出てしまう。その時、彼女は振り返って言った。

「毎度のことだけど、改めて忠告しとくね」

「どうぞ」

「あたしはキミの味方ではないよ。いつも誰かの敵の敵だ」

　果たして、どちらの意味だろう。──僕の敵なのか、敵の敵なのか。

「一応、聞いておきたいんだが。特進生の側で、何か変わったことはあったかな」

　十文字くんに尋たずねられて、僕はドキッとする。夜月さんたちの件など、変わったことがありすぎて、どこから話せばいいか見当もつかない。

　とりあえず、今はまだ内容をぼかそう。特進生は関係ないはずだ。言い方は悪いけど、僕たちは普ふ通つう科かと関かかわらないし、動機がまったくない。

「……実は、校門の犯行予告のことが気になってさ。それとなく、他の人たちから話を聞いたりしたんだよ」

　僕の話を、彼ら飼育部は神しん妙みような表情で聞く。

「なるほど、それで？」

「悪党について、ちょっと調べてみたんだ」

　その単語を聞いて、十文字くんの表情が曇くもった。──犯行現場に残されたのは、新谷さんの血で書かれた『ＥＶＩＬ』だったと聞いている。不快な言葉だろう。

「悪党といえば、犯行予告にあった、復讐する相手のことですか？」

　この学校に関わる悪党に対して復讐を行う。それが、エーミールの残した犯行予告だ。

　白丁花さんの言葉に、僕は頷く。

「うん。特進科は変わり者が多いし、恨うらみを買ったりもするからね。そしたら悪党に三人の名前が挙がったんだよ。僕は、その人達の身の安全を気にしてたんだけど……」

「アテが外れたわけか。それで、その三人というのは？」

　どこまで話すべきなのかな、と思いつつ。僕は教頭から少しだけ聞いたことを適当に混ぜて、そのまま簡潔にまとめる。

「一人は三年生、『薬くす師し』の黒田さん。高校生ながら医学界に貢こう献けんしているけど、裏では結構悪いことをしてるみたいだね。あと二年生、『美食家』の青あお山やまくん。彼はまぁ、悪い意味で普ふ通つうじゃないし。それと、もう一人──」

「三年生、『真聞部』の夜月か」

　やっぱり、すぐに名前が挙がるのか。僕は肩かたを竦すくめる。

「……正解。特にこの人についてはサッパリだよ。まったく分からないや」

　何も言わない方が賢けん明めいだと、僕は思った。少しでも話そうものなら、いくらでもボロが出かねない。僕は噓が苦手だから、黙だまることでその場をやり過ごそうとする。

　少なくとも、今回の事件と夜月さんは、関係がないと思う。

　彼女が彼らと一いつ緒しよに何かをしようとしていて、僕をそれに巻き込もうとしているのは、まず間ま違ちがいないだろう。

　でも、酷こくな言い方になるけど──新谷さんの死とそれは、夜月さんたちの陰いん謀ぼうとは根本的に意味が異なるものだと思う。殺人という重大なリスクを背負ってまで、特進生が動くことは考えにくい。相手が普通科の生徒なら尚なお更さらだ。

『想定外の事態』という言葉を、夜月さんは使った。

　秘密主義の彼女は、その詳しよう細さいについて話そうとはしなかったけど。あの天才をもってしても、現状が好ましくなくなったのは間違いないんだ。

　少しの間、沈ちん黙もくしていた十文字くんが、口を開いた時である。

「それなんだが、灰賀選手。私は夜月に──」




　耳を覆おおいたくなるような轟ごう音おんと共に、建物全体が大きく揺ゆれた。




　大だい地じ震しんでも起きたのだろうか。白丁花さんの悲鳴が室内に響ひびき、僕は近くにあったトレーニング機材に摑まって耐たえる。

　揺れはすぐに収まった。その代わり、滅めつ多たなことでは聞かない、珍めずらしい音が聞こえた。火災報知機のサイレンだ。

　全員、顔を見合わせると、急いで非常口から特とく進しん棟とうを出る。熱風が吹ふいていることを肌はだに感じながら、僕らは校庭へと逃げた。

　振り返ると、特進棟の三階から、勢いよく炎ほのおが上がっている。

　──あの部屋は、間違いない。

「……黒くろ田ださんの研究室だ。あの勢いだと、多分夜月さんの部屋も──」

　焦こげた紙かみ吹雪ふぶきが舞まい散る。夜月さんの部屋にあった、無数の書類も焼けたんだろう。

　僕は呆ぼう然ぜんと、その様子を見ていた。

　もしも、新谷さんを殺した犯人が、黒田さんを狙ねらって、火事を起こしたのだとしたら。

　真聞だとか、悪党だとか言っている場合じゃない。相手が敵に回そうとしているのは、この学校であり、教頭であり、日本の未来そのものだ。

　特進棟を焼くのは、それくらいに狂きよう気きの沙さ汰たであるとしか言いようがなかった。







　あの後、全校生徒が強制的に自宅へと帰らされた。当たり前だ。そもそも、新谷さんが殺された週明けに、普通に授業をしている方がおかしいんだ。

「思ったより、早く会ったな。お前さんだけでも、聴取に応じてくれて嬉うれしいよ」

　警察署で再会した刑けい事じの熊本さんは、気さくに僕に話しかけてくる。

「みんな、忙いそがしいんですよ」

「そうだとしても、はいそうですかって、引き下がれるような仕事じゃないんだ。まさか、狙われた黒田本人にまで拒きよ否ひされるとは思わなかったけどな」

「彼は無事なんですか？」

「どこにいるかは知らんが、教頭の電話経由で安否の確かく認にんはできた。それ以上のことは、教頭も知らぬ存ぜぬの一点張り。やっぱり、この学校おかしいぞ」

　ごもっともな指し摘てきに、僕も頷うなずく。

　事情聴取、という名目ではあったけど。ドラマで見るような狭せまい部屋ではなくて、捜そう査さ本部の設置されている大きな会議室の端はしで、熊本さんと部下の人と話す形になった。

「出来る範はん囲いで協力します。何を話したらいいでしょう」

　僕が尋ねると、刑事二人はメモ帳を取り出す。

「あー、聞きたいことは山のようにあるんだが。そうだな。先に特進科について処理しちまうか。ふんわりした話になるけど、黒田は命を狙われるような人間か？」

　本当にふんわりだな、と思いつつ。まぁ、そんな表現になるのも分かる。

「あくまで僕の意見なので、他のみんなも同じか知りませんけど。特進生はそれぞれ、お互たがいの活動にまったく興味がないんです」

「へぇ、灰賀くんもそうなのか」

「どちらかと言えばそうですね。例えば黒田さんの研究なんて、僕にはサッパリ分かりません。でも、赤あか坂さかさんの出ている総合格かく闘とう技ぎや、黄き紗さ良らさんの出ているドラマは見たことがあります」

　ありのままを話したつもりだけど、熊本さんは納なつ得とくいかない様子だった。

「特進生ってもっとこう、特別だろ。もうちょっと、横の繫つながりとかないのか？」

「うーん。同じマンションの住人が有名人らしい、くらいの感覚かなぁ」

「……そいつはまぁ、少しだけど分からんでもない」

　今度は納得してくれた。

「だから、命を狙われるとか、そんな物ぶつ騒そうな話も特にしたことがないんですよ。強いて言うなら、黒田さんは僕よりよっぽど有名だから、恨みを多く買ってるかもしれないです」

「謙けん遜そんするねぇ。今時、灰賀くんの名前を知らない奴やつも珍しいけど。──あっ、カミさんがサインもらってくれって言ってたんだけど、後でいいか？」

　軽い口調で話す熊本さんに、僕は苦にが笑わらいを浮うかべる。でも、空気を読んでないんじゃなくて、慣れない場所で緊きん張ちようしている僕を見て、場を和なごませようとしてくれているんだなという意思は少し伝わった。

「……あっ」

　唐とう突とつに、黒田さんと話した時に、彼が言っていたことを思い出した。熊本さんがすかさず質問する。

「何か気付いたことでも？」

「先週の木曜日に、黒田さんに会ったんですけど。仕事が忙しいから、週明けまで部屋に帰れないって文句を言ってたんです」

　すると、刑事二人が顔を見合わせる。

「他にそのことを知っているのは？」

「そこまでは流石さすがに……。でも、今日放火がされたってことは、その日程を知っていた人の可能性が高いんじゃないですか？」

　素人しろうとの推測の域を出ないけど。熊本さんは真しん剣けんな表情で頷く。そして、周囲に目をやった後、僕に耳打ちした。

「内ない緒しよの話だが。黒田の部屋は放火なんて優やさしいもんじゃねぇ。爆ばく弾だんで爆破された」

「ええっ!?」

　爆弾。フィクションならともかく、日常で聞くようなものではない。確かに、あの地じ震しんのような瞬しゆん間かん的な揺れは、爆発だと思ったけど……。てっきり、何かに引火した結果の爆発だと思っていたので、僕は戦せん慄りつする。

　そんなものを使うなんて、本当に殺意満々じゃないか。

「ありがとう、灰賀くん。こいつはけっこう大事だ。前から計画していた犯行だろうし、黒田のスケジュールを把は握あくできた人間をリストアップしてみよう」

　すると、熊本さんは部下の人にいくつか指示を出し、その場から下がらせた。懐ふところから新品のタバコの箱を取り出して、封ふうを切り、一本咥くわえて火を点つける。

「特進棟に出入りできる人間は限られてるし、黒田の件は意外と早くまとまりそうだな。──さて、じゃあ厄やつ介かいな方に手を付けるか」

　そこで、聞いたことのある声が聞こえた。

「すみません、遅おそくなりました」

　僕が振ふり返ると、いつの間にかそこには白丁花さんが立っていた。

「丁度良い、これから本題に入るところだ」

　熊本さんが手で挨あい拶さつすると、白丁花さんは僕の隣となりの席に座る。

「どうして、白丁花さんがここに？」

「任意の事情聴ちよう取しゆ、らしいです」

　僕と一緒か。

「灰賀さんは、今日の火事の話ですか？」

「まぁね。それなりに役に立てたみたい」

　難しそうな顔をして、白丁花さんは髪かみの毛を弄いじる。

『灰賀さんは』で、『火事の話』か。彼女が呼ばれた理由は他ほかにあるんだろう。おおよその見当はついていた。




「君たちが『飼育部』について知っていることを、教えてほしい」




　唾つばを飲んだ。僕としては、そっちの方はあまり触ふれられたくない。──でも、彼らのことを内密にして、新谷さんを殺した犯人を捜さがすのは難しいと思う。話すべきだ。

「そもそも、この学校で『動物を飼うことは禁止』って、本当なんですか？」

「生徒手帳にも書いてあったぞ。……って、白丁花さんは転校生だったか」

　白丁花さんが、興味深そうにその話題に食いつく。その様子を、僕はジッと眺ながめる。

「というわけで、そもそも『飼育部』って存在自体が矛む盾じゆんしてるんだ。俺も学生の頃ころは、『柔じゆう道どう部』って名前の登山部にいたから、今時の連中も、変な名前の部活動をしたりするのは分かるよ。──ただ、部員が全員曲くせ者ものすぎる」

　そう言って、熊本さんは調査したことを淡たん々たんと話し始めた。

　十文字くんがサッカー部を突とつ然ぜんやめて、部員は彼のことをまったく知らないこと。

　佐藤さんの知り合いが、十文字くん以外にまったくいないこと。

　翡翠さんが一年生の時に『飼育部』を立ち上げて部長になり、先せん輩ぱいたちすら顎あごで使っていたことなど。

　大体は、僕も知っていることだった。そして、その結果に起きた惨さん状じようも知っているし、それを引き起こしたのが、他ならぬ彼ら自身による復ふく讐しゆうかもしれないということまで。

　白丁花さんは、その話を案外冷静に聞いていた。

「全員が何かしらの形で、恨うらまれているのかもしれないということですか？」

「鋭するどいな。お察しの通り、調べていても基本的に『関かかわりたくない』って態度全開だったし、あいつら、思っていた以上にワケ有り集団みたいだな」

　その話を、白丁花さんは真剣な表情で聞いていた。最近知り合ったばかりだから当然か。僕はどんなリアクションをするのが正解だろう。演技できるほど器用じゃない。

　あ、そうだ、怖こわい顔をして黙だまっていよう。いつものように、避さけられればいいんだ。

「……こいつらは、最終的に『変な奴』で終わるからいいとして。実は、一番厄介そうな事情を抱えていたのは、何を隠かくそう新谷さんだったんだな」

「そうなんですか？」

　彼らの事情も、相当特とく殊しゆだと思うけど。新谷さん自身に、特別何か深い事情があるという話は聞いたことがない。白丁花さんは聞き返す。

「彼女、戸こ籍せき上は今年で十八歳なんだよ」

　え？　目が点になりそうになるのを堪こらえる。

　よく分からない。彼女は後こう輩はいなのに、僕よりも歳とし上うえ？

「母親から聞いた話じゃ、二年近く引き籠こもっていて、今年の試験を受けて復学したらしい。嫌いやな世の中だ、そうやって努力してる子もいるのは分かる。念のために、通っていた中学校も調べている最中だ」

　速いな、と僕は感心した。たった二日で、飼育部についてもかなりまとめられている。その上、僕も知らない新谷さんの一面まで掘ほり出していた。

　警察の強さは組織力だ。

　こと殺人事件ともなれば、大量の人員を使って情報を物量で手に入れる強ごう引いんさと、徹てつ底てい的に役割分担された能力が揃そろう、法治権力の小さな軍隊だ。と、教頭が前に言っていたのを思いだした。現実の警察はドラマより、泥どろ臭くさくて強いらしい。

「灰賀くん。君は飼育部と仲が良いんだろう？　俺が言ったことも、本当は全部知っていたんじゃないか？　あいつらは一体何者なんだよ」

　さて、何と答えるべきだろう。

　僕がどうしようと、きっと『飼育部』の秘密は簡単にバレてしまうだろう。それなら、いっそここで話してしまってもいいんじゃないだろうか。

　──でも、僕は友情と信しん頼らいを担保に、十文字くんたちの善意に賭かけることにした。

「出来る範囲で、なので。話せることはあまりありませんね」

「灰賀さん？」

「おいおい、お前さんもかよ。勘かん弁べんしてくれ」

　白丁花さんや熊本さんは非難の視線を送るけど、僕の意思は変わらなかった。

「──僕は彼らのことを、大事な友人だと思っています。だから、彼らが話さないという選せん択たくをしたなら、部外者の僕が、横から適当なことを言っちゃ駄だ目めだと思うんです」

「彼らが間ま違ちがっているんだと思うなら、友人として正してやったらどうだ？」

　綺き麗れい事だ、と僕は思った。それは本来、僕なんかの役割じゃない。大人達あなたたちがその答えを、美び辞じ麗れい句くを並べて避け続けたから、彼らは居場所を失ったんだ。

「飼育部の友情は絶対ですから。……すみません、これだけは本人たちの同意を得てください。僕だって、特進生だから頑がん固こなんですよ」

　そう言って僕は席を立つ。噓うそや秘密は苦手だ。これ以上話していたら、きっと僕は全部喋しやべってしまうだろう。

　熊本さんが、苦し紛まぎれに言い放った。

「いつまでもそれが通用すると思うなよ。大人を舐なめるな」

「そのままお返しします。子供を馬ば鹿かにするのも、いい加減にしてください」

　若じやつ干かんの怒ど気きを込めて、僕は彼を睨にらむ。熊本さんと白丁花さんの怯おびえた表情を見て、僕は珍めずらしく、本当に珍しいことに、申し訳ないと一いつ切さい思わなかった。




　９月？日（？曜日）




　秋の日の昼間だった。普ふ通つう科かの校舎の窓から、怒号が聞こえた。

　たまたまランニングをしていた僕は、一階で起こったそれに気付いて、何ごとかと教室の様子を覗のぞく。

　そこは地じ獄ごくと化していた。

　数人の生徒が黒板の前に立たされて、クラス中の生徒から物を投げつけられ、罵ば声せいを浴びている。教師の姿もない。慌あわてて僕が窓まど枠わくに近づくと、内側から窓が開いた。

「やぁ、騒さわがしくて悪いね」

　なぜか翡翠さんが、その教室の窓から身を乗り出して僕に挨拶した。彼女は二年生だ、少なくともこのクラスとは関係がないはずである。

「な、何が起こってるんですか!?　早く止めないと──」

「止まらないんじゃないかな。彼らは罪人だ。見てみなよ、みんな抵てい抗こうしてないでしょ」

　確かにその通りだった。

　これだけ酷ひどい目に遭あっているのに、黒板の前の数人は口を固く結んで、クラスメイトから罵ののしられるのに必死で耐たえていた。その光景が異様だった。

「このクラスに、無口な女の子がいてね。どうも模試の原本を盗ぬすみに行けって脅おどされて、断ったらイジメの標的にされちゃったらしいんだ。可哀かわい想そうだったから、Ｊくんと一いつ緒しよに助けてあげようと思ってさ」

　普通科の模試は、非常に大事なものであるということは僕も知っていた。

　彼らは学力的なエリートだから、その模試で結果が出せないと、翌年以降のクラス分けにも響ひびく。それは最終的に、進路も左右する重要な転機らしい。

　だからと言って、原本を盗むとか、それでイジメに遭うなんて、理解が追いつかない。

「模試を盗め、なんて言うくらいの馬鹿が相手だったから簡単だったよ。彼女にボイスレコーダーを持たせて、イジメっ子たちに放ほうり込んだら、一発で言げん質ちが取れちゃった。で、職員会議にＪくんが突とつ撃げきしてバラして終しゆう了りよう」

「……終了って、どういう意味でしょう」

「連帯責任。Ｊくんが『クラス全員でやりました』って大おお噓うそをかましてね。このクラスには、ペナルティが科せられることになったの。黒板の前にいるのが、やっちゃった連中」

　なるほど、なるほど。理由は分かった。理解もした。でも、納なつ得とくできない。

　窓枠に手をかけると、僕の鼻の頭を、人差し指一本で翡翠さんが押し返す。

「特進生の灰賀くんが、気にするほどのことじゃないよ。世間一いつ般ぱんにはよくあることさ」

「でも、このまま放ってはおけません！」

「いやぁ。じゃあ、ぶっちゃけた話をするんだけどさ」

　翡翠さんはこれまでに見せたことのない、本当に無む邪じや気きで、心底楽しそうな笑え顔がおで、僕に向かって言う。

「今、最高に楽しいところだから、引っ込んでくれない？」







　その日から、１年Ｂサトウ組は崩ほう壊かいした。

　この学校に「あのクラス」は存在しないことになっていた。担任の教師も、体調不良を訴うつたえて休んでいるらしい。その人も、佐藤さんを見放した一人だった。自分のクラスから問題児が出た事実を隠いん蔽ぺいしたかったんだろう。

　教頭室の扉とびらをノックする。返事もなく、鍵かぎがかかっていたので、僕は蹴けり破った。

　そこには椅い子すに座る教頭と、正座させられている十文字くんと、佐藤さんがいた。

「失礼します」

「失礼すぎだよ」

　教頭はシールを貼はっただけのような笑顔で僕を迎むかえる。十文字くんたちは、振り返ろうともしなかった。ただ、身動きできないでいた。

「何か用かな、灰賀くん。今は少し、教師として説教をしている最中なんだ」

「今日、飼育部のみんなで映画を見る予定なんです。二人をお借りします」

　これはもちろん噓なんだけど、そういう無む茶ちやをするくらいに僕は怒おこった。

　ここまで怒ったのは、生まれて初めてだった。

「働き蜂ばちは幸福だ。『役割』があるから帰る巣がある。そこに未来を託たくせる。天才の役割は、働き蜂のために巣を作ることだ」

『働き蜂の幸福』は、差別思想だ。

　僕らの前では許せても、十文字くんたちにまで軽々しく口にしていいものではない。

「彼らのせいで巣が一つ壊こわれた。それは全体の不利益へと繫つながる。働き蜂は自分の巣を維い持じするために、必要のない個体を救おうとはしない。その『役割』はないからね。だが、人間は『役割』を失った同族をも支えようとする、非生産的な種族だ」

　教頭がそう言うと、十文字くんは殴なぐりかかろうとする。僕は首の根を摑つかんで、それを止めた。荒あらい息をしながら彼は僕を睨む。僕はただ、無言で首を横に振ふった。

「彼らのせいで出た損失の補ほ塡てんをするのは、本来は別の『役割』を全まつとうするだけで済んだ同族だよ。そんなことも教育しなかったから、この国はこうなった。損失を出した者には、相応の対価を支し払はらってもらうべきじゃないかい？」

　そこは僕も同意する。でも『役割』のない人間なんていない。

「それなら、僕が人より何倍も頑がん張ばりますよ」

「女王蜂の役割は、巣の中心になることだよ。働き蜂の代わりにはなれないさ。むしろ、働き蜂としては邪じや魔までしかない」

　──そうだ。僕はこの学校に試験を受けて入学できるほど、頭は良くない。そんなことは分かってる、僕だって分かっているんだ。

　教頭はスマホを弄いじりながら、僕に言った。

「じゃあ、灰賀くん。結果を出してくれ。私が評価するのは過程ではなく、それだけだ」

「はい。では、失礼しました」

「本当にね」

　挨あい拶さつを済ませて、僕は十文字くんと佐藤さんを連れ出す。二人の足取りは頼たよりなかった。どのくらい長い時間、人格を否定され正座させられていたのだろう。考えたくない。

「──ありがとう、灰賀選手」

　項うな垂だれたまま、十文字くんは礼を言う。

「翡翠さんから、十文字くんが捕つかまったって聞くのが遅おそくなっちゃって。……あー、教頭を怒らせちゃった。参ったなぁ」

　当人の翡翠さんは『飼育部の友情は絶対』と言っておきながら、ズル休みして難を逃のがれていた。結果的に、十文字くんと、騒そう動どうに加担した佐藤さんだけが裁かれた形になる。

「参ったなぁで済む問題なのかね？」

「学級崩壊を立て直すよりは、きっとどうにかなるよ」

　本心は冷や冷やしていたけど、二人に心配をかけたくなかった。

「……今回はこんなことになっちゃったし、他ほかに方法もなかったかもしれない。もう過ぎたことだから、僕は責めないよ。だって、何もしなかったんだから」

　無関心と無気力と無反応を、他人のせいにしてはいけない。少なくとも、僕は何もしなかったんだ。だから部外者だ、十文字くんたちを責める権利はない。

　でも、相談してほしかった。唯ゆい一いつそこに、僕は怒っていた。

「こういうことは二度としないでね」

　僕は念を押したけど、十文字くんは最後まで頷うなずいてくれなかった。




　９月８日（火曜日）




　朝、いつも通りの時間に起きてから、ふと考える。

　そういえば、今日は登校するべきなんだろうか。特とく進しん棟とうは火事が起きてしまったし、立ち入り禁止になっているかもしれない。こういう時こそ、連れん絡らく網もうを作ってほしいなぁと、僕は吞のん気きに考えながら朝食をとっていた。

　携けい帯たい電でん話わが鳴る。翡翠さんからだった。

「もしもし」

「やぁ。今日は暇ひまだよね」

「学校が休みなのか、よく分からなくて……」

「普通科はちゃんと授業があるみたいだよ」

　呆あきれた。あんなことがあったのに、休校になっていないのか。せめて普通科だけでも、危ないから休みにしたらいいのに。教頭の横暴に僕は唸うなる。

「まぁ、義務じゃないし。あたしはズル休みするけどね」

「いいんですか？」

「連絡がなかったから休みだと思った、って言い訳するよ。いざとなったら、灰賀くんの名前を借りよう」

　相変わらず適当だ。しかも後半部分の意味が分からない。僕は尋たずねる。

「えっと、また何か企たくらんでますよね……」

　翡翠さんはケラケラと笑った。

「察しが良くて助かるよ。これから迎えに行くから、出かける準備をしてもらえるかな。ちょっと荒っぽいことをするから、動きやすい服装で、帽ぼう子しでも被かぶってきて」

「嫌いやです」

　猛もう烈れつに嫌な予感しかしなかった。ハッキリした口調で断ったけど、翡翠さんは楽しそうに、イタズラの予定でも提案するようにそれを口にする。

「正面突とつ破ぱは無理だったから、シンちゃんの家に忍しのび込もう」







　僕は止めに来ただけだ。探究心で来たんじゃない。……たぶん。

　遠くから、初心者マークをつけたボコボコに凹へこんだ車が勢いよく走ってきて、あれには乗りたくないなと思っていたら、それが目の前で停とまって、運転席に座っていた翡翠さんがサムズアップした時の僕の気持ちを想像してほしい。

　絶望的な気分で、僕は後部座席に座って、シートベルトを急いで締しめる。

「大だい丈じよう夫ぶだよー、まだ人にはぶつけてないから」

「歩いて行きましょう」

「じゃ、行こうか」

　ネットで流行はやっているヴァーチャロイドの音楽を流しながら、翡翠さんは車を勢いよく発進させた。

　こわい。車こわい。自分で走った方が速いし安全だ。

「警察には何を聞かれたの？」

　危なっかしい運転を平然としながら、彼女は僕に尋ねる。

「黒田さんのことや、特進科についてですね。あと、飼育部についても聞かれました」

「ふーん。どこまで話しちゃった？」

　ミラー越ごしに、翡翠さんと目が合う。噓うそをつく気は最初からなかった。

「飼育部については、一いつ切さい話しませんでした。あなたが話すべきだと思ったんです」

　少しの沈ちん黙もくの後、翡翠さんは淡たん々たんと言う。

「あ、そう。飼育部を代表してお礼を言うよ。ありがとう」

「……言い方は悪いですけど、この事件をキッカケに、飼育部には変わってほしいんです。このままでいいわけがないですから」

「キミは優やさしいなぁ」

　翡翠さんが平然と皮肉を言う。そんな態度が、僕の心をざわつかせた。

「あなたが落書きをしたエーミールですよね」

「違ちがうよ」

　率そつ直ちよくな質問に、彼女は即そく答とうした。

「誰だれかがその質問をするのを、ずっと待ってた。それがキミなのは、まぁ、納得できる。本当はあたしのことが嫌きらいだからね」

「翡翠さんのやり方に、僕は納得できません。それに、あなたは平然と噓をつく」

「信用してくれ、とは言わないよ。ただ、あたしを疑うのは時間の無む駄だだと、忠告だけはしておく。あたしに言わせれば、その断定をするキミも十分に怪あやしい」

　ピリピリとした空気が、狭せまい車内に渦うず巻まく。

「翡翠さんは優ゆう秀しゆうだから、怪しすぎるんですよ。普ふ段だんの行いを見直してください」

「それが特進生の言葉かい？　学校の教師は自分の組に、一人の天才を持つより、十人の折り紙付きの頓とん馬まを持ちたがる。あたしはどちらでもないだけだよ」

「『車輪の下』ですか」

「へぇ、見た目に似合わずインテリだね。感想文を書かせたくない不動のナンバーワンだ。読んだら高二病と悟さとり世代を発はつ症しようしちゃうからさ」

　話にならない。互たがいに不ふ愉ゆ快かいになるだけだ。話題を変えよう。

「警察から聞いた話ですけど、新谷さんが、本当は十八歳だというのはご存じですか？」

「──何それ。詳くわしく聞いていい？」

「どうして新谷さんの家に忍び込むのか、話してくれたらいいですよ」

　僕だって、この人を相手に駆かけ引きがしてみたい。すると、翡翠さんは心底楽しそうに笑う。──友人が死んだというのに。

「裏付け調査みたいなものだよ。母親の方が、どうにも頑がん固こでさ。絶対にシンちゃんについて話してくれないんだ。面めん倒どうだし、いっそのこと忍び込んで手がかりを探さぐろうと思ったわけ。ただし、灰賀くんの話次し第だいでは、そんなことしないで済むかもね」

　鼻歌でも歌うかのように、翡翠さんもサラッと交こう換かん条件を突つきつけてきた。こうもペラペラと交こう渉しように持っていくのは、呆れを通り越こして感心する。

　僕は熊本さんから聞いた話を伝えた。彼女が元引きこもりであること。彼らが飼育部について、既すでに把は握あくし始めていることなど。全すべてを聞いた翡翠さんは、改めて頷いた。

「やっぱり忍び込もう」

　それは止められないんだ。その上、僕まで利用する気だな。

「灰賀くんの話が事実なら、それの裏付けがやっぱりほしい。あと、こっちは憶おく測そくだけど、シンちゃんと黒田には繫がりがある」

「確かに偶ぐう然ぜんとは思えませんけど、重要なことですか？」

「今回の事件に夜月が絡からんでいるなら、最低最悪の胸むな糞くそ展開まで予測しておくべきだよ」

　翡翠さんは面おも白しろくなさそうな表情で呟つぶやく。夜月さんが一方的に知っていたというより、二人は知り合いだったのか。──だとしたら、すごく仲が悪そうだなぁ。

　とはいえ、こんなことになったのは、夜月さんにとっても「想定外」だったはずだ。

　僕は早さつ速そく、この胡う散さん臭くさい二人と今後どう関かかわるべきか、真しん剣けんに悩なやみ始めた。







　新谷さんの家は、学校から二駅ほど離はなれた住宅街にあった。きっと電車通学だったんだろう。一いつ軒けん家やが並んでいるけど、人ひと気けはあまりない。

　建物は鉄筋構造の二階建て、ベランダと窓がある。塀へいがあり、門の近くには監かん視しカメラが備え付けてあった。彼女の家だけではない。最近はしっかり付けているんだな。

「さて、どうしよっか」

　僕が監視カメラの指し摘てきをしたので、それらに映らないと思われる離れた場所に車を停めて、翡翠さんは尋ねる。……まさかのノープラン。

「テレビ電話が出来るスマホですか？」

「新しい機種だから出来ると思うけど、それで？」

「えっと、例えば僕が忍び込んで、電話越しに翡翠さんも部屋を見るとか──」

「採用」

　ちょっとちょっと。いつにも増して雑だなぁ。そう思いつつ、僕は帽子を被って、翡翠さんに渡わたされたマスクを装着する。

「うん、超ちよう怖こわい不ふ審しん者だ。行ってらっしゃい、気をつけて」

　僕は車を出る前に、改めて周囲を確かく認にんした。

　監視カメラのある家は、新谷さんの家付近に一軒。そっちは駄だ目めだ、僕の身長くらいのブロック塀のある家を使うのがベストだろう。そこから飛んで敷しき地ち内の庭に潜せん入にゆう、カメラを再確認して、エアコン用の配管に足をかけて二階のベランダによじ登り、翡翠さんから借りた特とく殊しゆなカッターを使って、音を立てずに鍵かぎを開けて二階に侵しん入にゆう。──うん。

　イメージした通りに走って、僕は新谷さんの家の二階の部屋に入り、翡翠さんに電話をかけた。

「入れました」

「泥どろ棒ぼうに就職したら？」

「専属スタントとモーションキャプチャーより、お給料が良ければ考えます」

「あ、そう。動画で見たいから、そっちのお仕事頑がん張ばって」

　僕はスマホを部屋へと向ける。

「あっ、思ってたより良い感じだ。新しい機種にしておいて良かったよ」

　忍び込んでいるので、電気は点つけられないけど、日中だから視界はそれほど悪くない。部屋の装そう飾しよくは非常に質素だけど、生活臭しゆうが少しした。

「ここは新谷さんの部屋でしょうか」

「……そうだろうね。机のところの壁かべを見てみなよ」

　そう言われて、僕は視線を向け、絶句した。




　カレンダーがびっしりと貼はられていた。




　西せい暦れきで見ると、二年前からだろう。一ヶ月ごとのカレンダーが、隙すき間ま無く几き帳ちよう面めんに、壁に貼り付いていた。その全てに、何があったのか主なニュースが書かれている。その年にあった当たり前のことから、あるはずのない修学旅行の日程まで、細かくビッシリと記き載さいされていた。見るからに変質的で、異様な壁を見て、僕は気分が悪くなる。

「失った二年を取り戻もどしたんだろうね」

　翡翠さんが低い声こわ音ねで呟く。

「十八歳でも、あの子は高校一年生だ。だから自分史を作ったんだ」

「でも、ここまでする必要ないでしょう……っ！」

「それが自分で分かるほど、器用な子じゃないよ」

　確かに『事実』はそうだった。僕は唇くちびるを嚙かみしめる。こんなに苦しんでいたのに、僕は何も気付けなかったんだ。

「机を見せてもらえる？」

　翡翠さんに頼たのまれて、僕はスマホの画面を机に向ける。

「……そのお洒落しやれなマグカップに立てているボールペンだけど。何かの記念品かな」

　そう言われて、僕はそれを手に取った。中学校の名前が書いてあり、読み上げる。

「ビンゴ。黒田の出身校だ、やっぱり関わりがある」

「へぇ、そうなんですか？　それじゃあ……、同じ中学校で同級生!?」

「年ねん齢れいが怪しいことまで調べていたのに、中学校の名前が分かってないはずがないよね。熊本さんも嫌らしいなぁ。引き出しの方は？」

　翡翠さんに指示されるままに、僕は慎しん重ちように新谷さんの部屋を物色する。

　机、小さな本ほん棚だな、クローゼット。使わなくなった機械のコードなどが、無造作に入れられていた小さな引き出しを、僕が閉めようとした時である。

「待って。──この辺りに、スマホが隠かくされてないかな。あたしなら、コードでグルグル巻きにしたりして隠すんだけど」

「えっ。新谷さんは、持ってないって言ってましたよね」

「持ってない証しよう拠こもない。ほら、早く」

　指摘されて、改めて念入りに探してみると、本当にスマホの端たん末まつが隠されていた。

「おお……。よく気付きましたね」

「警察より先に見つけられたなら、キミのお手て柄がらだよ。とりあえず十分だ、撤てつ収しゆうしよう」

　僕はスマホを回収して、二階のベランダに出る。行きのルートは使えなかったので、僕は随ずい分ぶんと遠回りをして、翡翠さんと合流して鮮あざやかに逃にげ去った。







　ご馳ち走そうするよ、と翡翠さんに誘さそわれて、帰路についていた時である。

「キミを容疑者から外そうかな」

　いきなり彼女は酷ひどいことを言った。

「怖こわい顔しないでよ。キミがいると、ミステリが成り立たなくなるから、出来るだけ早く除外したかったんだ。ファンタジー寄りのにんげ、ん、だからね」

「人間の部分で疑問形にしないでください」

「いやいや、今日の泥棒はそれぐらい見事だったことを、自覚した方がいいって」

　まぁ、我ながら出来てしまったので、強く否定もできない。前にオフレコで依い頼らいされたハリウッド映画のスタントも、やっぱりやってみようかなぁ。

「思った以上に、シンちゃんの根が深くて腐くさってるなぁ。いっそ、二時間ドラマみたいに考えてみようか」

「それなら警察に任せましょうよ」

「フリーライターや、新聞記者でもいいじゃない」

　警察に任せられない内部事情を作っておきながら、いけしゃあしゃあと語る。すると、彼女は急に左折して、見知らぬ会社の駐ちゆう車しや場に車を入れてしまった。

「……どうかしましたか？」

　何か怪しまれるようなことをしたか？　警けい戒かいする。すると、翡翠さんは舌打ちした。

「警察がウチの前に張ってる」

「えっ!?」

　身を乗り出したら、頭を手で押し止とどめられる。

「あー。黒田の部屋が放火された時に、あたしがいなかったこと、喋しやべっちゃったでしょ」

「そ、そうでしたっけ……」

「参ったね。シンちゃんの部屋に不法侵入したことがバレたら、どう考えてもマズいよ」

　そう言って、翡翠さんは手に入れたスマホを僕に投げ渡す。

「ちょっと預かってて。これを持って捕つかまったら、本当にしばらく動けなくなるからさ。電話もしばらく切るよ。Ｊくんには、あたしから伝えておく。キミは余計なことを彼に話さないように」

　彼女がここまで慌あわてるのを初めて見たので、戸と惑まどっているうちに車から放ほうり出される。

「借りはそのうち返すよ。じゃあね、シンクレール」

　翡翠さんはニヤリと笑い、僕を駐車場に残して、ボコボコの車で走り去ってしまった。

　……どこかで聞いた単語だけど、何だっけ。僕は託たくされたスマホをしばらく睨にらんで、電源を入れようと試みる。充じゆう電でんが切れているらしく、それは起動してくれなかった。







　走って家まで帰った僕は、普ふ段だんは利用しない家政婦サービスに連れん絡らくして、夕食を作ってもらった。教頭はもっと利用してくれと言うけど、専属の管理栄養士さんから献こん立だてをもらっているので、自じ炊すいすることの方が多い。リッチなのは性しように合わなかった。

　でも、翡翠さんに付き合っていたら、食材の買い出しをすっかり忘れてしまっていた。こういう時は、家政婦サービスをありがたく利用させてもらう。幸い、専属の人だから、僕にも慣れてくれているし。

　こういうところは特進生だなと、我ながら思っていたらＬＩＮＫの通知が来た。
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　了りよう解かい！　と画像を送って、一息つく。

　翡翠さんが動いているんだから、彼も動いていて当然だ。無む茶ちやをしていないといいけど。漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえたまま、入学時に聞いた番号で青山くんに電話した。

　通話中になっていて、まったく繫つながらない。

　黒田さんに電話しようとしたら、今度は「現在使われておりません」とコールセンターに言われてしまった。熊本さんが頭を抱えていた理由が、今になって身に染しみて分かった。どうしよう。このままだと、誰だれも十文字くんに会わせられない。

　総合病院に電話したら繫がるかと思って、タブレットで検けん索さくしようとした、その時だ。




　タブレットに、ＬＩＮＫがインストールされているのに気がついた。




　──これは黒田さんに借りた、電子書しよ籍せきの入ったタブレットだ。それ以外は、ほとんどソフトが入っていなかったけど、借り物なので僕は弄いじっていない。

　タブレットのＬＩＮＫを起動すると、三つの連絡先が登録されていることに気付く。

　青山。黒田。夜月。

　ヒッと変な声が出た。この三人に直接繫がる端末なんていう爆ばく弾だんのようなものを、すぐにでも捨てたい衝しよう動どうに駆かられた。

　いやいや、悪い冗じよう談だんかもしれない。とりあえず僕は、アイコンを自分のものに変えて、黒田さんに連絡してみる。
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　断られてしまった。まぁ、仕方ない。十文字くんにも、そこは言ってあるし。

　──マズい、このタブレットは僕が持っていたらいけないやつだ。夜月さんに連絡して、回収してもらおう……。僕は早さつ速そく連絡してみる。
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　一方的に告げられて、慌てて十文字くんの件とタブレットの件を送信したけど、既読すらつかなかった。僕は項うな垂だれる。

　なんだよもう。ＬＩＮＫなのに、全然繫がってないじゃないか。

　僕は一人でふてくされて、そのまま読書に没ぼつ頭とうした。

『デミアン』は『車輪の下』よりもずっと難しい文章で、まずは読めそうな簡単な部分をパラパラと見て、流れを摑つかむことにする。

　……あっ、『デミアン』の主人公の名前が、シンクレールだ。




　４月？日（？曜日）




　確か、４月だったと思う。それぐらいに出会いは早かった。

　僕は自主練がてら、軽く学校を走り回っていた。室内トレーニングだけでは限界があるし、学校で使えそうな場所くらいは把は握あくしておこうと思ったんだ。

　それで一息ついていたら、学校の裏庭に丁度良い感じのベンチを発見した。僕はそこに寝ね転ころがる。

　まだ少し寒い、４月の風が心地ここち良い。

　それにしても、この日の当たらない裏庭に、どうしてベンチなんてあるんだろう。そんなことを考えながら、ウトウトしていた時だった。

　鼻歌が聞こえた。名前の知らない曲だった。

　僕が音のする方を見ると、いつの間にか、スマホの画面を見ながらニヤニヤしている女子がいた。ピンの色からして、一つ上の先せん輩ぱいだろう。

　彼女は、僕の向かい側のベンチに、僕と同じように寝転がっていた。

「あっ、す、すみません！　お邪じや魔ましました！」

「ハハハッ。あたしが起こしたのに、そっちが謝るんだ。面おも白しろいね」

　そう言って、彼女は僕と向き合う。顔が怖いことを知っていたから、僕は顔を背そむけた。

「自分の顔のことは、自分が一番分からないんだよ」

「え？」

「キミは案外、寝顔が可愛かわいい」

　そう言って、彼女はスマホを僕に見せる。そこには、眉み間けんに皺しわを寄せて難しい表情を浮うかべながら寝ていた僕の顔が映っていた。正直言って、超ちよう怖い。

「……お世辞ですか？　それとも馬ば鹿かにしているんですか？」

「ん、そう？　可愛いと思うんだけどなぁ」

　不思議そうな顔で、彼女はスマホの画面を再び見る。その反応がとても自然で、僕は好感を持った。初対面でここまで恐きよう怖ふを抱いだかない女子は、初めてだったからだ。

「あたしは翡翠。キミは？」

　名前を聞かれているのだと気付かずに、少しの間、ポカンとしてしまった。

「は、灰賀です。特進科一年です」

「あ、そう。ごめん、入学式は寝てたから知らなかったよ。今年の特進生か、よろしく」

　そう言って、翡翠さんはケラケラ笑う。特進生は入学式でスピーチをするのが通例だと言われて、必死で原げん稿こうを作ったのに、この人は寝ていたと言うのだ。僕の名前を知らなかったことを含ふくめて、色々とありえない。

　そのありえなさに、僕は惹ひかれた。

「この裏庭は、あたしたち『飼育部』の縄なわ張ばりなんだよ」

「そんな部活があるんですか？」

　資料には書いてなかった気がするけど、きっと同好会レベルなんだろう。

「まぁね。暇ひまなら放課後に遊びにおいでよ。風通しが良くなるから、部としても歓かん迎げいだ」

「えっ、いいんですか？　でも、僕は──」

「部員じゃない人が、部活に遊びに来てもいいじゃない」

「そんな簡単に言いますけど、規則がありますから……」

　彼女だって、特進生が部活動に入ってはいけないことを知っているはずだ。だから余計に、高校生にもなって、同年代の友達が出来ないのは寂さびしかった。

　そんな僕に、翡翠さんは言った。

「こういうことにかけては、一番簡単なことが、いつでも一番いいことなんだ」

　そう言う彼女は、高校生にも大人にも見えず。

　ただただ、翡翠さんという一人の人間だった。




　９月９日（水曜日）




　なんだか懐なつかしい夢を見た。

　今だから言えるけど、僕はあの時、翡翠さんを女性として好きになったから、飼育部に顔を出すようになったんだ。そして、十文字くんという大事な親友もできた。

　でも、その好意も、佐藤さんの事件で冷めてしまった。

　僕はあの騒そう動どうの元げん凶きようである翡翠さんに対してどうすることも出来なくて、何もしないまま友人としての関係がモヤモヤと続いてしまい、今に至っている。

　何が出来るだろう。僕の役割は何だ？　複雑な気持ちを抱えたまま、僕は登校する。







　特進棟は三階部分が黒く焼けた状態だったけど、入り口が封鎖されているというわけではなかった。カードキーを入れて、パスコードを入力したら、ドアもちゃんと開く。

　とりあえず自室に荷物を置きに行ったら、なぜかソファに黒田さんが座っていた。

「ちょ、どうしてここに!?」

「道に迷うといけませんから。それでは行きましょう」

　そう言って黒田さんは立ち上がると、僕のポケットに無造作に手を突っ込んで、スマホを取り上げる。

「はい没ぼつ収しゆう」

　それをソファに投げて、強ごう引いんに僕を部屋から連れ出した。

「ちょ、待ってください！　まだ友達に連れん絡らくを入れてなくて──」

「働き蜂ばちは幸せですそれ以上を望む必要はありません。それが彼らの役割だ」

　聞く耳も持ってくれない。ああ……、十文字くんにどう説明しよう。僕が迷っているうちに、三階へと辿たどり着いてしまった。そこは黄色いテープで封鎖されている。

　黒田さんが、その内の数枚を同時に剝はがすと、人一人が通れるほどの穴が出来た。仕方なく、先に潜くぐらせてもらう。黒田さんも続いて、テープを潜って丁てい寧ねいに貼はり直した。

　そして、火事が起こっていない方の廊下を進む。──あれ？

「こっちって、誰もいませんよね」

「表向きはそういうことになっています」

　突き当たりの部屋に到とう着ちやくしたら、黒田さんはパスコードを入力する。なんと、ロックが解除されてしまった。

「あれっ!?　なんで？」

「気に入らないですが臨時の会議室としましょう」

　黒田さんは臆おくせず中に入っていく。僕もそれに続いた。

　テーブルと椅い子すとホワイトボードがあるだけの、殺風景な部屋だった。

　そのテーブルと椅子も、普通科の備品の余りだろう。少なくとも、特進生のために用意されたような特注品ではない。

　とりあえず、黒田さんと向かい合うように着席する。黒田さんが自分のスマホを見た。

「記者は遅おくれるそうです」

「はぁ……」

　さて、スマホも置いてきてしまった僕は、いよいよ黒田さんと向き合う以外に、することがなくなってしまった。彼も僕の挙動を観察している。

　会話のネタが特に思い浮かばないので、回答はもらえないと思いつつ尋たずねる。

「黒田さんは、誰に命を狙ねらわれているんですか？」

　彼は黙だまったまま、僕を見つめる。──やっぱり話題を変えよう！

「恐おそらく格かく闘とう王だと思います」

「夜月さんも遅──えっ、……えぇっ!?　どうしてですか!?」

　まさかの返答に、僕は驚きよう愕がくした。

「私が月曜日に部屋にいるというダミーの情報を流したのは、君と記者と格闘王だけです。まず君は動機を持っていないから先に除外、記者もここで私に退場されては困るだけです。となれば動機も持っていてタイミングもバッチリな彼女が妥だ当とうでしょう。ちなみにデブには今週末と情報を流しました、格闘王の件もあるので彼は慎しん重ちように動くでしょうね」

　信じられない話を、黒田さんは無感情につらつらと述べる。

　あの赤坂さんが？　いや、まさか。彼女なら、直接殴なぐり込む方がまだ分かる。

「そ、そんなに怒おこらせるようなことをしたんですか？」

「記者が来る前に、この話は済ませておきますか」

　彼はホワイトボードの前に立って、一つの単語をそれに書く。

『デミアンＺ』。

「聞き覚えは？」

「……すみません。頼たのまれたのに、飲んでないやつです。ヘッセの本だったんですね」

「そうでしょう血液検査は噓うそをつかない」

　彼は特に感情を表に出さず、よく分からない単語をホワイトボードにいくつも書いていった。たぶん『デミアンＺ』に含まれる成分とか、そういうものだと思う。

　そのほとんどに、彼は赤ペンで×をつけた。

「『デミアンＺ』はサプリメントとして販はん売ばいしましたが、表記をねつ造し、第一類医薬品と同程度のプロテインを入れました。更さらにこれらは、全すべて向精神薬取とり締しまり法ほうに指定されている違い法ほう性せいの高い成分です。来年までには『危険ドラッグ』として、日本で取り締しまりを始める予定です」

「はぁ!?」

　言っている意味が分からない。脳がその事実を受け止めるのを拒きよ否ひしている。

　このサプリは最近、世界中の多くのスポーツ選手が使うようになったものだ。

　そもそも、第一類医薬品である時点で、ドーピングと認にん定ていされる。でも、今の世界記録の多くは、このサプリの愛用者が作りだしたものだ。それは、えっと、つまり──

「……あなたは、なんてことをしたんですか!!」

　僕は生まれて初めて、本気で人を怒ど鳴なった。

　あろうことかこの男は、スポーツマンシップに泥どろを塗ぬり、踏ふみにじり、多くの選手生命を終わらせたのだ。許されていいはずがない。

「このサプリのおかげで、多くの人が夢を持ったんです！　引退寸前の選手が現げん役えきとして復活することも可能になりました、それを──」




「国際スポーツ連盟からの依い頼らいだった、と言ったら？」




　頭が真っ白になった。ちょ、ちょっと待ってほしい。

　ありえない、ありえない。そんなの、絶対にありえない。

「どこも不景気でして。特にサッカーとベースボール、アメフト辺りでしょうか。年ねん俸ぽうもかつてほど払はらえないのに、一部のスター選手をニュースにするために、どうにか騙だまし騙し予算を集めているのが現状です。歳としだけとったベテランを支えるのも大変なんでしょう。だから全てをゼロベースからやり直して、スポーツ業界の立て直しを──」

「そんなのは全部、他人の都合です!!」

「その他人が金を出すんです。出資者に逆らってはいけないそれが資本主義の原則だ」

　どれだけ怒いかりの形相で睨にらんでも、黒田さんは機械のように空くう虚きよな目で、正面から冷ややかに受け止めていた。

　どうしようもなく、自分が無力に思えた。無む駄だな強面こわもても、必要な相手には通用しない。

　本当に大事な時に限って、僕はただ巨きよ大だいな『事実』の前に、ちっぽけな存在だった。

　インターホンが鳴る。備え付けられていたカメラで黒田さんが確認しに行った。

「格闘王と、帽ぼう子しを被かぶった男子ですね」

　十文字くんだ。僕と連絡がとれないから、赤坂さんに特とく進しん棟とうへ入れてもらったんだ。

　でも、どうやって赤坂さんを説得したんだろう。翡翠さんの入れ知ぢ恵えだろうか。彼女を挟はさめば、もう何でもありだ。

　一いつ瞬しゆん、ドアを開けてやろうかと思った。今の話からして、赤坂さんは黒田さんの悪行を知っている。だから彼女は、どんな手を使ってでも彼に復ふく讐しゆうしようとしたんだ。

　──落ち着け。それじゃ、何も解決しない。

　冷静になれ、灰賀選手。それは誰だれも幸せにならないぞ。

「行ってしまいましたね。確認のためにインターホンを鳴らしてみただけでしょう」

　黒田さんはそれだけ言って、何ごともなかったかのように着席した。

「……『デミアンＺ』の件を知っているのは、彼女だけですか？」

「関係各省との話は教頭も交えて現在も進行中です。あとは記者とデブ、それと君くらいかと。格闘王がどうやって知ったのかは、関係者数人の暴行事件と併あわせて秘ひ密みつ裏りに捜そう査さしてもらっています。昨日はその関係で忙いそがしかったです」




　絶望的な気分になり、長い間、気の遠くなる時間、僕は頭を抱かかえて無言になった。




「あなたは、僕も終わらせるつもりだったんですか？」

　しばらく悩なやんで、できた質問はこれだけだ。

「確率的には飲む飲まないで二分の一でした」

　パルクールは、原則として競技スポーツではない。僕が服用していたとしても、罰ばつは軽けい微びなもので済んで、それなりに残念に思いながら普ふ通つうの生活に戻もどっただろう。それで十分に満足している。

　でも、それは特とく殊しゆなケースだ。これから起こるであろうスポーツ業界の恐きよう慌こうを、内情を知りながら僕は震ふるえてみることになる。

「……悪党だ」

　とてもじゃないけど、誰にも話せない。晴れて僕も『悪党』の仲間入りだ。

「──遅おそいですね、そろそろ記者に連絡しましょうか」

　すると、インターホンが鳴った。また黒田さんが確認しに行って、今度はロックを解除する。

「待たせたな。──その様子だと、聞いたか」

　入ってきたのは、夜月さんだった。僕を一いち瞥べつして、彼女は冷たい声こわ音ねで尋ねる。

「『デミアンＺ』の件について大体の事情を説明しました。部屋を爆ばく破はしたのは格闘王でほぼ確定です」

「だろうな。殺人事件の現場を目もく撃げきして、そこに残された『ＥＶＩＬ』を書いたんだろう。殺人犯の理由も同じだ、『悪党』は書こうとすると画数が多いから仕方ない」

　黒田さんと言葉を交かわして、夜月さんは着席する。

「黒田。悪いが警察に、お前が『デミアンＺ』を服用していると流しておいた。しばらく『てるてる坊ぼう主ず』を演じてくれ」

「スポーツは、ビリヤードくらいしか出来ませんよ」

「ただの時間稼かせぎだ、ほんの少しの信しん憑ぴよう性せいがあればいい。その間に、新谷を殺した犯人を捜さがす」

　僕は夜月さんを睨んだ。

「裏切られると面めん倒どうだ。文句があるなら正直に言え」

「あなたたちのことを人間として軽けい蔑べつします」

「少しの間でも普通だと思ってくれてありがとう。──悪かったな。しかし、お前が入学する前には終わっていた、過ぎた出来事だ。口で詫わびるのはいくらでもできるが、事実が覆くつがえることはない」

　そんなことは分かっている。それでも、言わずにはいられない。

「『悪党』なんて、簡単な言葉で片付けて笑っちゃいけない話です。どうして、そんなに平然としていられるん──」




「平然に見えるか？」




　怒り心しん頭とうだったのに、冷や水を浴びせられたような感覚に陥おちいって、冷静になる。

　あの冷静で、不気味で、不敵な笑いを浮うかべ続けていた夜月さんが、殺気を放ちながら僕のことを睨んでいた。

「私の悪行ですからどうか冷静に──」

「黙れ、黙っていろ、喋しやべるな黒田」

　止めようとした黒田さんの言葉さえ、夜月さんは遮さえぎって立ち上がる。

「働き蜂ばちは幸福だ。『役割』があるから帰る巣がある。そこに未来を託たくせる。天才の役割は、働き蜂のために巣を作ることだ」

　教頭が特進生に最初に語るのが、この『働き蜂の幸福』だ。

　僕は「アジアで最速の人間」となって、南半球や欧おう米べい陣じん営えいを超こえたアスリートのスターを作り、体育会系の抜ばつ本ぽん的な意識改革の指標になるという『役割』を託された。

　それはとてつもないスケールの話で、僕なんかには不可能だと思うけど、やれるだけのことは色々とやってみようと挑ちよう戦せんしている。

　パルクールを極きわめるのは、その第一歩だ。この素す晴ばらしい精神をもっと広めたい、ただそのために僕は『最速』であり続ける。それが僕の目指す「巣作り」だった。

「黒田は私利私し欲よくのために薬を作ったことは一度もない。我々『悪党』は──」

　その喉のどに、メスが突つきつけられた。黒田さんはまったく無駄のない動作で、まるで蚊かを潰つぶすティッシュのように、夜月さんに凶きよう器きを押し当てる。

「どうかしました？　あなたらしくもない計画に支障がでます」

「……」

　夜月さんから怒りが消えていく。黒田さんは、それを確認して懐ふところにメスをしまった。

「よく分かりませんがお気になさらず。心変わりしたなら言ってください私が排はい除じよします。そもそも私は最速くんを巻き込むのに反対でした」

「善人だからか？」

「あなたが感情的になるからです。真意が汲くみきれなくて気味が悪い」

　──これは、どういう状じよう況きようだろう。意味が分からない。

　僕は黒田さんを侮ぶ蔑べつした。すると夜月さんが怒った。それを黒田さんが無感情に止めている。

　何もかもを分かったような笑えみを浮かべるのは、夜月さんの『役割』のはずだ。

　それなのに、珍めずらしく感情的になった彼女を見て、僕も黒田さんと同様に不思議に思った。夜月さんは鼻を鳴らして、音を立てて椅い子すに座る。そのまま不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをついて、僕から目を逸そらした。

「最速くん。君は正しい。およそ一人の人間が他のものに対して正しくありうる限りで」

　黒田さんは無機質な声で言い放つ。そこに謝罪の意図はまったく汲み取れない。ただ、彼は事実と思われることを何の感情も無く言っているだけだった。
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「さて、あなた方と違ちがい私は忙しい用件は何でしょう」

　さっきまで、僕は黒田さんに対して激しい怒りを持っていたはずだというのに。なぜだろう、夜月さんが真しん剣けんに怒おこるのを見て、結局冷めてしまった。

　黒田さんは悪いに決まっている。でも、それを全力で擁よう護ごする人もいるんだ。

　そう考えると、僕は自分が怒って当然だと思うと同時に、相手にも何かどうしようもない事情があるんじゃないかとも思えてしまって、振ふり上げた拳こぶしをモヤモヤした思いで元に戻す。結局、黒田さんの分ぶん析せき通り、冷めてしまいやすい男なのかもしれない。

「新谷という名前に聞き覚えはないか？　殺された普ふ通つう科かの生徒だ」

　夜月さんは僕を見ずに質問する。黒田さんは首を捻ひねった。

「知りませんがなぜ？」

「同じ中学校で、同級生だったそうですけど……」

「ついでにクラスメイトだ」

　そう言って、夜月さんは新谷さんの写真を黒田さんに渡わたした。流石さすが、警察の最新情報を摑つかめるくらいにこの人も速い。

「いつの間に、そんなことまで調べたんですか？」

「新谷の裏を洗うと言ったはずだぞ。お前こそ、学校の様子も調べずになぜ知っている」

　そういえば、それは黒田さんの部屋の爆破のショックでコロッと忘れていた。

　休校になったかもしれないとも思ったし、いや、言い訳はなしだ。単純に僕は、もっと魅み力りよく的な提案に乗っただけだ。

「実は、翡翠さんに付き合わされて──」




　ガタッと音を立てて黒田さんが立ったのは、その時だった。




「──木きの下したじゃないですか。これは驚おどろいた、いや、驚いた、いやいや」

　黒田さんも着席して、初めて聞く名前を口にした。

「……誰ですか？」

　僕が尋たずねると、黒田さんが額に手を当てる。

「あなたが、あー、別の呼こ称しようを使った生徒です。改名したようですね知りませんでした」

　露ろ骨こつに動どう揺ようしている黒田さんを見て、僕は違い和わ感かんを覚えた。

　今日は夜月さんも黒田さんもおかしい。付き合いは長くないけど、彼らが本当に想定外の事態に戸と惑まどっているのは、流石に僕でも分かった。

　この超ちよう人じん的な二人を困こん惑わくさせるような事実とは、何なのだろう。

「木下は幼少から近所付き合いのあった知人でした。幼よう稚ち園えんも小学校も中学校も同じで、有り体ていに言えば幼なじみというものです」

「ほぉ、新谷もずいぶん気の毒な奴やつだな」

　皮肉を言う夜月さんに対して、黒田さんは無表情で語る。

「──なるほど。待ってください、では、殺された普通科の生徒というのは『飼育部』に所属する木下ですか？」

「お前の言う木下が、新谷ならそうなる」

　世界中のスポーツ選手に、無表情で死の宣告をした黒田さんが、狼ろう狽ばいした様子で黙だまる。どう考えても異常事態だった。

「……いい加減に教えてほしいんですけど。二人はどうして、翡翠さんを知っているんでしょう。おかしな人ですけど、普通科の生徒じゃないですか」

　これが分からないと、何も始まらない。それくらいに、夜月さんと黒田さんの二人が、翡翠さんを過か剰じように意識しているようにも見える。

　沈ちん黙もくする黒田さんの代わりに、夜月さんが答える。




「……翡翠は元特進生だ。教頭と互ご角かくに渡り合える本物の天才。我々『悪党』などを倒たおすことを趣しゆ味みにしている、世間の敵の敵だ」




　そう言われて、彼女の口くち癖ぐせを思い出す。

「あたしはキミの味方ではないよ。いつも誰だれかの敵の敵だ」

　いつもふざけて言っているあの言葉が本当なんだと、二人の表情を見て初めて悟さとった。







　それから僕は、木下──新谷さんがかつて、中学校で起こしたという、イジメの果ての自殺という痛ましい事件について、黒田さんから聞いた。

　その時、黒田さんは既すでに、九州の中学校という小さな枠わくではなく、広い分野で活動を始めていたから、新谷さんとの関係は皆かい無むになっていたようだけど。

　クラスメイトとしてＬＩＮＫで学校と連れん絡らくが繫つながっていた彼は、裏グループで親友を裏切り嘲ちよう笑しようする幼なじみのことを遠巻きに眺ながめていたそうだ。

　僕も話を聞いて、これまでの新谷さんへの印象が、悪い方へ一気に変わった。

　改名したことや、引き籠こもった件を含ふくめて、黒田さんは新谷さんのその後を何も知らなかった。ただ、自殺が起きてニュースとなり、匿とく名めい掲けい示じ板ばんで炎えん上じようしたのは、記き憶おくに残っているそうだ。

　新谷さんを殺した容疑者については、心当たりが多くて特定できないらしい。殺されても文句の言えない『悪党』であったのは間ま違ちがいないと、彼は頷うなずいていた。




　黒田さんが帰る時間になり、僕たちは一度解散したけど、夜月さんに校門の前で待つように言われて、校門の前に僕は立ち尽つくしていた。

　落書きは、もう消えている。でも、僕の脳のう裏りにはまだ焼き付いて離はなれない。

「『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。これから僕は、この学校に関かかわる悪党に対して復ふく讐しゆうを行う。たとえ神が許しても、僕は君を許さない」

　その時、美しい鼻歌が聞こえた。

　目をやると、そこには帽ぼう子しを深く被かぶり、パーカーにショートパンツ姿の、非常に普ふ通つうな格好をした夜月さんがこっちに歩いてくるのが見えた。

「ど、どうしたんですか……!?　普通の人に見えますよ」

「変装だから当たり前だろう」

　なんだかややこしくなる。普ふ段だんから胸を露ろ出しゆつしているような大だい胆たんな人なので、マトモな格好をされる方がペースを乱された。

「そうやって、特に何もしてないくらいの方が美人に見えるのになぁ」

「胸むな元もとを開けているのは露ろ出しゆつ癖へきがあるからだ」

「人のことボロクソに言ったくせに、そこは素す直なおなんですね！」

　僕が下着姿で三階から飛び降りるのに、どれほどの勇気を消費したと思っているんだ。

「──ああ、そういえばそんなこともあったな。あれは私だったか」

　よく分からない独り言を呟つぶやいたあと、夜月さんが改めて言う。

「青山ではないが、食事でもしながら話そう。店選びはお前に任せる」

　いきなり、無む茶ちやな注文をしてきた。僕は必死に考える。夕飯時だ、喫きつ茶さ店てんの方がお洒落しやれだろうけど僕はよく知らない。ファーストフードは論外。教頭に連れられて行ったお店は、確かに良いけど、雰ふん囲い気きが大人すぎてキツい。

　色々と考えて。

　結局僕は、学校近くの繁はん華か街がいにある蕎麦そば屋や──『隠かくれ庵あん』にやってきた。飼育部のみんなとよく食べに来る、値段も手て頃ごろな隠れた名店である。

　ボロボロの店を見たショックか、夜月さんは無言で看板を見つめる。

「ここはどうでしょう。見た目はこんなですけど、一番美味おいしいお店です」

「いいぞ」

　僕から先に入った。いつも通り、鋭するどい目つきの中年男性が一人で仕込みをしている。

「大将、今日は入れますか？」

　大将が無言で頷く。カウンター席に、夜月さんと二人で座った。

「今日はデートなんだ。二人で来たのは、内密にしてもらいたい」

「ちょ!?」

　いきなり凄すごいことを言った夜月さんに、僕は仰ぎよう天てんする。大将は僕を見て深く頷いた。

　違いますよ。

「今日は肉盛りにしようかな……。夜月さんは何がいいですか？」

「鴨かも南なん蛮ばんだ」

　メニューがないことを説明しようと思ったけど、最初から決めていたらしい。

「大将。肉盛りと、鴨南蛮をお願いします」

　注文したら、大将が早さつ速そく調理を始める。

「いきなり女性を蕎麦屋に連れて行くのはやめておけ」

「すみません……」

「美味うまいだろうから構わん。ここは確実に美味い。経験から来る本能がそう言っている」

　夜月さんが褒ほめまくると、大将がえくぼを浮うかべる。嬉うれしそうだ。

「何も聞かないんだな」

　僕が蕎麦を待っていると、夜月さんがそう言った。

　結局僕は、新谷さんが殺されるだけの理由──動機を持っている話を聞く以上のことはしなかった。十文字くんに伝えるべきか、内容が内容だけにまだ悩なやんでいる。

　夜月さんたち『悪党』グループの陰いん謀ぼうや、翡翠さんの謎なぞなど、分からないことはまだ山ほどある。でも、その話をするのは結局やめた。

　黒田さんも、夜月さんも困っているらしい。もはや、誰に肩かた入いれするのが正解なのか、まったく分からない。だから僕は、スタート地点で待っていようと思う。

「何をどう聞いたらいいか、分からなくて」

「全部言えと、馬ば鹿かのように要求すればいい。どうしてお前はそうしないんだ？」

　子供のように口を尖とがらせて、夜月さんが毒づく。そうやっても、どうせはぐらかすのになぁ。逆に言えば、それがしたいだけなんだろう。

　なんだ、ただの悪戯いたずらっ子じゃないか。僕は苦く笑しようする。

「人が話したくないと思うことを、無理やり聞きたくないんです」

「お前も知りたいことだろう」

「僕は後回しでいいですよ。正直、何が正しくて、何が間違っているのか自信がないんです。だからじっくり考えて、せめて自分が納なつ得とくできる選せん択たくをしたいんですよね」

　僕はいつでもそうだった。焦あせってつまらない失敗をするくらいなら、ゆっくりと進んで考えて、歩くような速さでみんなの後ろを進んだ方がいい。

　初めて会った時、教頭にそう言ったら「アスリートには向いていないね」と笑われた。それなのに、なぜかあの人は、僕を特進生として迎むかえ入れてくれた。

「そうやっているから、お前みたいな奴は、騙だまされて出し抜ぬかれるんだ」

「だったら追いかけて追い抜きます」

　僕が断言すると、夜月さんは目を丸くする。教頭とまったく同じ反応で面おも白しろい。

「……それが『最速』の持論か。道理で、最初からのんびりした奴だと思っていた」

「みんな、急ぎすぎですよ。僕はそんなに慌あわてて、大事なものを見失いたくない、心しん配ぱい性しようで臆おく病びよう者なんです」

「慎しん重ちようであることと、愚ぐ鈍どんであることは違ちがう」

　肉盛り蕎麦が先に出てきた。鴨南蛮は、炭火で鴨とネギを炙あぶって香かおり付けをするから、他の蕎麦よりも少し時間がかかる。夜月さんの分が来るまで、僕は待つことにした。

「私も急いでいるように見えるか？」

「全然分からないくらい遠くにいるから、正直、何に焦っているのかも分かりません」

「だが、お前は追い抜くんだろう？」

「スタートの合図さえあったら、可能な限り努力します」

　鴨南蛮が出てきて、夜月さんが食べ始める。よーい、どん。

　僕は蕎麦を食べ終えた。

「こんな感じです」

　あまりにも雑な喩たとえに、夜月さんはクツクツと笑う。

「そうか、そうか。つまりきみはそんなやつなんだな」

　どこかで聞いたことのあるセリフだった。──何だっけ。

「何だろうな。お前と話していたら、色々と馬鹿らしくなってきた。黒田の指し摘てきの意味がやっと分かった気がする。駄だ目めだ、お前相手に理り屈くつでは敵かなわん」

　その笑いは、いつものような不気味なものではなく、普通の高校生のものだった。

　──それは年相応で、僕は初めて、この人に女性としての魅み力りよくを感じた。

「じゃあ、僕の勝ちということで、何をしようとしているのか教えてください」

「嫌いやだ。私は負けず嫌ぎらいだからな。とはいえ、気が変わった。確かに、相棒には説明する義務があるか。それも、私が言い出したことだったのにな」

　夜月さんは、鞄かばんから一枚の紙を取り出す。大おお雑ざつ把ぱな構成と、デザインを入れる箇か所しよ、そこに記き載さいしようとしている内容のあらすじから、既に完成している部分の記述もある。

　制作途と中ちゆうの真聞だと、軽く読んで気付いた。

「『ハンムラビの復讐』……」

　それが、新しい真聞のタイトルだった。

「ヘルマン・ヘッセはどこまで読んだ？」

　質問されて、僕は真聞を読むのを中断する。いきなり話題を変えられたというか、関係が思いつかないというか。とにかく、ヘッセの本について思い出すのに時間がかかった。

「『車輪の下』は読み終わりました。『デミアン』は、あと半分くらいです」

「一応、必要十分といったところだな」

　これはもう『デミアン』を読み始めた時には、思っていたことだけど。

　黒田さんの作った『デミアンＺ』の名前の由来は、間違いなくこれだ。登場人物はマックス・デミアンなのに、どうしてＺなのかは分からない。

　そして、この二作に出てくる「ルチウス」と「シンクレール」、二人のエーミールを読んで確信する。

　これを読めと勧すすめた黒田さんと、それについて尋たずねる夜月さんは、あの落書きが書かれる前から『復讐者』が次々と現れることを知っていたに違いない。

　なぜなら、おそらくエーミールは、復讐なんて選択をしないからだ。

「『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。これから僕は、この学校に関わる悪党に対して復讐を行う。たとえ神が許しても、僕は君を許さない」

　そう言って、夜月さんは寂さびしそうな笑えみを浮かべた。

「あれを校門に書いたのは、翡翠ではなく私だよ」
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　朝、少し早く登校した僕は、普ふ通つう科かの校舎を回って、色んな場所の扉とびらの解かい錠じようや、窓の解錠をした。この学校は僕の庭だ。ほぼ全すべての地形を暗記している。

　自分の部屋に厳重に隠してあった衣装──てるてる坊ぼう主ずの姿に着き替がえて、非常口から外に出る。僕は植木に登り、登校してくる生徒達を観察した。

　その中に、十じゆう文もん字じくんと白はく丁ちよう花げさんの姿を発見する。彼が昨日、特とく進しん棟とうに来たということは、やはり授業を休んだのだろう。こういう時、嫌がらせのようにズル休みする度胸を、彼は翡ひ翠すいさんから学んでいる。嫌な師し弟てい関係だった。

　そして、その予測通りに、彼は職員室へと連れていかれた。

　僕は一階へと飛び降りて、窓から廊ろう下かに侵しん入にゆうする。

　十文字くんが出てきたところを狙ねらって跡を付け、彼が立ち止まった瞬しゆん間かんに、僕は今期で最高にカッコいいカブトキックを彼に放った。

　回転上段回し蹴げり、とでも言えばいいだろうか。十文字くんの顎あごの位置は把は握あくしていたので、技わざは練習していた通りに綺き麗れいに決まる。

　彼は廊下になぎ倒たおされて昏こん倒とうした。これなら、彼の腰こしにも負ふ荷かはかからないはずだ。

　その激しい音を聞きつけた職員が、てるてる坊主の姿を見てギョッとする。

　よーい、どん。

　捕つかまえられるものなら、捕まえてみろ。『昼休みの恐きよう怖ふ』を教えてやる。




　飼育部員がいなくなった裏庭で、一人の男子生徒が裸はだかにされて、複数人から暴行にあっていた。壁かべには『ＥＶＩＬ』の落書きがある。

　──復ふく讐しゆうが連れん鎖さしてはいけない。その怒いかりと憎にくしみは、全てこの衣装が被かぶる。

　僕はその複数人に、カブトキックで不意打ちした後、悪の組織の戦せん闘とう員を追い払はらうように軽く痛めつける。最速で全員倒した僕は、最速でその場から逃にげ出した。

　部活棟でも、似たような事件が起きていた。

　復讐が連鎖してはいけない。その怒りと憎しみは、全てこの衣装が被る。

　僕は深夜アニメで見た忍にん者じや空手を真似まねして、その多くを叩たたき伏ふせる。そして忍者のように、空を飛んで逃げた。

　体育館の用具入れでも、女子達による陰いん湿しつなイジメが始まっていた。女性に手をあげるのは、僕の主義ではない。

　あらかじめ持っていた防犯ブザーを数個一気に鳴らして、用具入れと体育館とその入り口に置いて最速で走り去る。何ごとかと、僕を追っていた職員が入れ替かわるように走っていった。あとは彼らが処理してくれるだろう。

　夜よ月づきさんの言った通りだ。普ふ段だんなら起こらないような酷ひどい乱暴が、学校中でまかり通っている。これが、この学校のあるべき本当の姿だったんだ。

　生徒達は『飼育』されていた。それなのに、夜月さんが檻おりの鍵かぎを開けてしまい、飼い主の『飼育部』を学校から遠ざけた。『飼育』されていた生徒達が、やがて周囲に牙きばを剝むくのは、想定されていたことに過ぎない。僕も最初に聞いた時には半信半疑だったけど、生徒達の保っていた秩ちつ序じよは、既すでに無音で崩ほう壊かいしていた。──それがただの事実だ。

　暴力は嫌きらいだ。振ふるった人間には、相応の責任と義務がある。まして、復讐の代行なんて行こう為いが許されていいはずがない。だけど、既にこれだけ被ひ害がいが拡大しているのに、話し合いを出来るような余よ裕ゆうも時間も、相手には残っていない。

　討うち殺すのは簡単だが、こういうことにかけては、一番簡単なことがいつでも一番良いんだ。一番簡単なのは、そもそも関かかわらないことだ。どうしてそっちを選ばないんだ。

　悩なやんだ末に、その場しのぎだけど、僕は自分が新しい脅きよう威いになることを選んだ。

　だから僕は、次々と学校で起こり始めていた事件を、最速で強ごう引いんに潰つぶしていく。







　午前中、走り回って汗あせを流した僕は、自室でシャワーを浴びた後、体を拭ふきながらスポーツドリンクを飲む。すると、黒くろ田ださんから借りていたタブレットに通知が入った。

　ＬＩＮＫで青あお山やまくんから『ランチを一いつ緒しよにどうかね』というメッセージが送られてきていた。僕は了りよう承しようして、彼の部屋へと行く。

　インターホンを押すと、ロックが解除された。

「シャワーから出たばかりだから、ラフな格好でごめんね」

　僕がそう言うと、青山くんが目を細める。

「急せかしたつもりはないが、何だったら着替えてくるか？」

「君さえ良かったら、このままでいいかな。午後も走る予定なんだけど」

「我が輩はいは一向に構わん。ランチは自由な時間だ」

　青山くんに促うながされて、僕は着席する。彼が手元の電話で注文すると、昼食が出てきた。香こうばしい生しよう姜がとニンニクの香かおりがする豚ぶた丼どんだ。てっきり、またコース料理のような複雑なものが出てくるんじゃないかと思っていたけど、僕はこういう分かりやすい方が好きだ。

　お互たがいにいただきます、と言って。男臭くさく豚丼をがっつく。美味おいしい！

「世間ではどうも、てるてる坊主が猛もう威いを振るっているらしいぞ」

　同じようにモグモグと咀そ嚼しやくしながら、青山くんが言う。

「それだと、てるてる坊主のくせに雨そのものみたいだね」

「まさに天災だろう。──灰はい賀が、貴公がてるてる坊主であることは、我が輩も把握している。特に隠かくすようなことではない」

　それもそうか。一応、はぐらかそうと思ったけど、彼を相手に恍とぼけるのも無む駄だだろう。そうでなければ、このタイミングで食事に誘さそわれるのは偶ぐう然ぜんが過ぎる。

　今回の派手な立ち回りは独断だったので、小声で青山くんに尋ねた。

「や、やっぱり、マズいと思う？」

「そうでもない、予測はしていた。夜月から『ハンムラビの復讐』について聞いたのだと、我が輩は推測しているがどうだ？」

「──ほとんど正解。鋭するどいなぁ」

「そうだろう、そうだろう。考えるまでもない」

　夜月さんが伝えたのかなと一いつ瞬しゆん思ったけど、やっぱりそれはないだろう。あの人の言葉を借りるなら──

「ただの事実、だったっけ」

「ハッハッハ。相方に似て口が悪くなってきたな。いいぞ、その調子だ」

　青山くんは意地の悪い笑みを浮うかべる。どうやら機き嫌げんが良いらしい。

「我が輩には、イマイチ要領を得ないのだが。貴公の口からも、簡潔に解説してもらえないかと思ってな。夜月の提唱する『復讐のプロセス』というものを」

　なるほど、そういうことか。その気持ちは分からなくも無い。

「僕自身、しっかり理解できてるか分からないから、確かく認にん程度になっちゃうけど」

「構わん」

「夜月さんは、エーミールのことを『代理行為者』って呼んでた」

　初耳の単語なのか、彼は首を捻ひねった。

「どういう意味だ？」

「エーミールはただの情報なんだよ。悪意ある行為の責任を擦なすり付ける、体ていの良い言い訳でしかない。だって、あの落書きを書いた夜月さんは何もしていないんだから」

「軽くだが、そこまでは我が輩も聞いた。夜月自身は何もしない、だが復讐は自動的に始まる。もちろん何度か試ためせば、そういうケースもあるかもしれん。しかし、なぜ奴やつには、確実に復讐が始まることが分かる」

　もっともな意見だった。実際、僕の最初の質問も似たようなものだった。

「青山くんは、復讐したい人っている？」

「それほど思い入れのある相手はいないが。黒田は死ねばいい」

「夜月さんいわく、高校生前後くらいの年ねん齢れい層は特とく殊しゆで、その重要な境界が曖あい昧まいになるんだって。今じゃ中学生や小学生でも、陰湿なイジメが横行しているのが現状らしいんだ」

　それについては、佐さ藤とうさんや新しん谷たにさんの事件で、嫌いやというほど思い知らされた。

「だから、高校生というのはある程度、その時点で学習してる」

「何を？」

「学校という小さな世界での処世術、人生観、倫りん理り。『ここまでやって許されるんだ』という知ち恵えや『何をしてもどうにもならない』という達観。『こんなものだ』という慣れ」

　そこまで言って、僕は豚丼の最後の一口をかきこむ。ごちそうさまでした。

　青山くんは顎の脂し肪ぼうをプニプニと摑つかんで唸うなる。

「そういうものは、せめて経済活動に加わってから言え。二十年もないガキの体験で語るモノなど、聞くだけ時間の無駄だ」

「そう言って、大人は子供の言うことを聞かなかったんだよ。大人にとっては人生の一部の短い時間でも、子供にとっては人生の全てなんだ。コップ一いつ杯ぱいに満タンの水は、バケツ一杯には大した量じゃないのと一緒。そこは僕も、何となく分かるんだよね」

　やっぱり、青山くんも「共感できない」タイプの人間だった。だから僕の感想が、黒田さんや夜月さんの言う「貴重な世間一いつ般ぱんの意見」なんだろう。どちらかと言えば悪いことに、基本的に特進生にはそれがない。

「まぁいい。その短い物差しが何だと言うのだ」

「『動機』だってさ。だから、夜月さんはキッカケを与あたえるだけで良かった。誰だれかが復讐を考えているなら、自分も便乗してやってしまえば罪を被かぶせられる。そういう人が次々と現れることで、エーミールという『実在しない巨きよ大だいな犯罪者』が生まれるんだよ」

　殺人犯。放ほう火か魔ま。その他ほか、学校の至る場所で起こり始めた暴力。全てがエーミールの仕し業わざとされて、収束していく。

　復讐者はエーミールだ、だから私は悪くない。

「ふん、何だそれは。不確定要素に頼たよりすぎだ。実現性も乏とぼしい。空想も甚はなはだしいな」

　不満そうに彼は鼻を鳴らして、麦茶を一気飲みした。

「あはは……。僕もよく分かってないんだけど、確実性は必要なかったんだってさ。それに単にこの学校が、一番理想的な状じよう況きようだっただけらしいよ」

「──ほう、それはどういうことだ」

「最大の理由は『飼育部』の存在だね。彼らは復讐者にもなれたし、被ひ害がい者しやにもなれた。翡翠さんが新しい部員を増やすことで、連鎖的に復讐は発生する。動機の塊かたまりそのものなんだよ。実際、彼らが『飼育』していた生徒達が暴れ始めている」

　これはきっと、十文字くんは気付いていないことだと思うけど。パイプを片手に帽ぼう子しを被った探たん偵ていという、目立ちまくりの彼が歩くことで、ある種の抑よく止し力りよくが働いていた。

　でも、今や彼らは復讐の容疑者で、影えい響きよう力の形は大きく変わっている。

「やったらやられる」が「やられる前にやれ」になってしまった。そうなると、復讐者はもう止まらない。

　卵が先か、鶏にわとりが先か。違ちがう、こうなってしまった『復讐』はもう両方だ。

『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。それは理り屈くつであって、事実ではない。

「夜月さんは何もせずに、生徒が自主的に動くことで、彼女の意のままに学校の秩序は崩壊して、気に入らない奴も始末できる。僕はもう事件が大おお掛がかりになる前に、モグラ叩きみたいに潰すしかない」

　青山くんが、手元の電話で注文をする。デザートも付けてくれるらしい。

「そうか。──本当なら、思ったより、拍ひよう子し抜ぬけな答えだ」

　僕の話は、彼にとっては期待外れな内容だったらしい。

「だが、実際に事件は起きて、十文字は歩くだけで迷めい惑わくをばらまく舞ぶ台たい装置となった。となると、残る注目すべき点は、その行き着く先といったところか。それは我が輩も興味がある。何より、美味しい話だ」

　そのどうでも良さそうな言い方と、全ぜん般ぱん的な興味の薄うすさが僕は気になった。

「今回の話に、青山くんはどう関わっているの？」

「というと？」

「夜月さんたちが何か大きく動いているのは分かるけど。青山くんが何をしているのか、イマイチ分からないんだよね。ひょっとして、君だけ別行動してるのかなって」

　率そつ直ちよくに尋たずねると、彼はゲラゲラと笑う。

　デザートが出てきた。ブドウのシャーベットかな、冷たくて美味しい。

「いかにも。いくら教頭の依い頼らいでも、黒田と組むのは死んでも御ご免めんだ。それぐらいに、奴とは価値観が合わない。絶対に手を組むことはない、天地がひっくり返ろうともだ」

「はぁ……。一応聞くけど、なんで？」

「食事を侮ぶ辱じよくする男を、我が輩が許すと思うか？」

　なるほど。すごく納なつ得とく。

「僕も『デミアンＺ』の件は、食べてないけど許せないね」

「珍めずらしく意見が一いつ致ちしたな。そうとも、サプリメントなど食事に対する冒ぼう瀆とくだ」

　あ、そっちなんだ……。ちょっと行き違いはあるけど、青山くんは同志を見つけたように上じよう機き嫌げんに話す。

「そもそもだ、奴は天才でも何でもない。特進生で真に天才である人間は、我が輩は灰賀だけだと思っている」

　いきなりの意外すぎるベタ褒ぼめに、僕は当とう惑わくした。

「そんなことないよ……。僕なんて、青山くんたちの作ってくれた予算を食い潰しているだけだし。ちゃんと結果を出さなきゃ」

「その気になれば、金を作るのはそれほど難しいことではない。我が輩は単にそれを証明しただけだ。夜月も黒田も同じだ。我々は単に巨大な車輪に過ぎず、その下に押し潰される有う象ぞう無む象ぞうは多い。天才とは、その枠わく組ぐみからも外れた存在のことを言う」

　青山くんの言葉を聞いて、夜月さんと昼食の際に話そうとしていたのはこのことだったのかなと思った。

「土産みやげ話ばなしの礼に、特別に話そう。我ら三人は『悪党』計画で表上は手を組んでいるが。それは単に、互いの目的の足並みを揃そろえようという協定でしかない。夜月は真聞の制作をして、黒田も既すでに準備を終えた。我が輩の取引も、今週末には終わる」

　彼はそう言って、シャーベットを食べ終える。──話がそこで終わってしまった。

「えっと、それで？」

　話を促すと、青山くんは悪あく魔まのようにニヤリと笑った。

「フランスの滞たい在ざいを満まん喫きつしてこい。来週、日本がひっくり返るぞ」







　こうして、僕は午後もてるてる坊ぼう主ずの姿のまま、学校の見回りを続けた。でも、午後はまったくそういった事件の影かげが見当たらなかった。僕の噂うわさが十分に広まったんだろう。

　飼育部が抑止力にならないなら、僕が一時的に代わりを引き受ければいいんだ。そうすれば、被ひ害がいの拡散を少しでも食い止められる。──そのように行動するに決まっているのに、夜月さんが僕に『ハンムラビの復ふく讐しゆう』のタネを明かした理由は分からないけど。

　十分だなと思って、僕は物もの陰かげで着き替がえた後、特とく進しん棟とうへ歩いて戻もどる。

「お、調子戻ってきたっぽいッスね」

　たまたま、入り口で赤あか坂さかさんに出会った。彼女とは、ほぼ一週間ぶりの再会になる。

「お陰様でね。ちょっとだけど、何となく僕のやることが分かってきたからさ」

「『役割』ッスか？」

「そんな大層なものじゃないよ。今まではやらなきゃいけないことが多かったけど、今はやりたいことの方が多いってだけだって」

　僕は笑え顔がおで返すけど、彼女は珍しく、本当に珍しく僕から目を逸そらした。




『恐おそらく格かく闘とう王だと思います』




　そういえば、思い出す。黒田さんの部屋を爆ばく破はした犯人は、赤坂さんである可能性が濃のう厚こうだという話だった。本当なら、そういう負い目があるのかもしれない。

「……元気ないけど、何かあったの？　前に相談に乗ってくれたし、良かったら聞くよ」

　彼女は三白眼を少しだけ見開いて、僕のことを凝ぎよう視しした。あ、また殴なぐってくるかなと身構えようとしたけど、どうもそんな感じでもない。

　その様子は怯おびえた獣けもののようで。なぜだかとても、危あやうく感じた。

「灰賀さん、飼育部とは仲良いんスよね」

「うん。部活には入れないから、よく遊びに行くんだ。今度、赤坂さんも一いつ緒しよに行く？」

「違うんスよ。──アタシ、あいつらとは前から知り合いだったんス」

　やっぱりそうなのか、と相あい槌づちを打って思った。特進棟に十文字くんが調査しに来た時、赤坂さんと一緒だったと黒田さんは言っていた。いくら彼女がワケ有りでも、見ず知らずの人を特進棟に入れるほど不用心じゃない。ただ、その繫つながりがよく分からない。

「新谷って分かりますよね」

「うん。……あまり話せなかったけど」

「あいつとダチだったんスよ」

　それは意外だ。失礼な言い方になるけど、お互たがいに友人作りが上手うまいとは思えない。

「……そうだったんだ。でも、どうして知り合いになったの？　僕が友達だって知ってたなら、声をかけてくれても良かったのに」

　ある程度、答えに予測はついた。だけど、言葉を選んで尋ねる。自分でも分かる。僕は意地悪な質問をするようになった。どう考えても、相棒の悪い影響だ。

「出会い方が悪かったんスよ」

　それから、僕は学校の中庭にあるベンチに座って、赤坂さんの話を聞いた。

　新谷さんがイジメに遭あっていて、それを止めていた十文字くんたちに遭そう遇ぐうして、最終的に新谷さんと仲良くなったこと。

　赤坂さんは何も隠かくさずに、ストレートに全すべてを話した。

　新谷さんと佐藤さん以外とは、あまり付き合いたくなかったそうだ。特に、翡翠さんを嫌きらっていたらしい。それはすごく分かる。

　……新谷さんが十文字くんに惚ほれていて、陰ながら彼に連れん絡らくをとって、二人がくっつくように応おう援えんもしていたらしい。年相応に女の子なんだなと、失礼だけど今さら思った。

　僕は悩なやんだ。

　これまで、新谷さんと付き合いのあった人を見かけなかったから、翡翠さんや黒田さんの口伝えに聞いた情報を鵜う吞のみにし続けてきたけど。赤坂さんなら、また違う彼女の一面を知っているかもしれない。

　あと、暗く後ろめたい過去が分かったのは別にもう構わない。そんなことよりも、彼女を殺してしまった犯人を捕つかまえることの方が、僕には重要だった。

　いくら新谷さんが罪人でも、殺すことが正当化されていいはずがない。

「飼育部は、やっぱり間ま違ちがってるんスかね」

「彼らのやってきたことは、いけないことだと思う。それが正論で綺き麗れい事だ。でも、自分の身を守るために必死なんだと思ったから、僕は友達として止められなかったんだ」

　そこは本音だった。彼らを守ってくれる人は、大人も、友人すらもいなかった。そんな環かん境きように絶望したから、飼育部はやり返したんだ。

「だから、飼育部を逆さか恨うらみする人も絶対にいる。でも、どうして殺されたのが新谷さんだったんだろう。みんな、それが分からなくて手て詰づまりになってるんだよね」

　僕の独り言に、赤坂さんは頭を抱かかえて、チョンマゲのように結んでいる髪かみの毛を搔かきむしる。ごめん、ぶっちゃけると「君なら何か知ってるよね」という意味の言葉だ。

　新谷さんの事情を知っているのは、交友関係の狭せまさから考えて、もう恐らく彼女だけだ。だったら、犯人に一番近い情報も、きっと彼女か母親しか持っていない。

　いくら新谷さんが罪人でも、友人を殺した犯人を許せない。それはきっと、赤坂さんにとっても同じはずだ。

「──すみません。絶対に誰だれにも話さないって、あいつと約束したんです。灰賀さんでも、そこは譲ゆずれないッス。義理を通させてください」

　赤坂さんはそう言って、僕に頭を下げた。

「そっか。義理じゃ仕方ないね」

　だったら、相談してくれるまで僕は待つ。

　彼女がもう戻れないところまで走っていたとしても、追い抜ぬいて彼女の話を聞いてあげたい。それくらいしか出来ないけど、彼女を止める最後の休きゆう憩けい所になると信じて。

　最初は黒田さんについて話を聞くつもりだったのに、なぜか全て飼育部の話になってしまった。いつでも相談に乗るよ、と僕は席を立つ。

「あ、あの！」

　いつになく焦あせった様子で、赤坂さんが僕を引き留めた。

　僕は振ふり返って、待つ。彼女は色々と悩んでいるのか、中々話してくれないけど、気長にスタートの合図を待った。

「……新谷が通っていた中学校に法ほう条じようと木きの下したって奴やつがいます。あいつは、そのことで誰にも話せないくらい悩んでました」

「法条……？」

「失礼します」

　赤坂さんは逃にげるように走り出して、僕みたいに植木に登り、普ふ通つう科かの校舎のベランダに飛び乗って走り去った。……やるなぁ。良い動きだ。と、感心している場合じゃない。

　スタート位置につけ、もう始まるぞ。僕は早さつ速そく、熊くま本もとさんに電話をかける。

「もしもし？」

「特進生の灰賀です」

　名乗ると、嬉うれしそうに熊本さんが笑った。

「おお、お前さんか。いきなりどうした？」

「新谷さんの関係者が分かりました。法条さん、という名前は挙がってますか？」

　僕がそう言うと、ちょっと待てと言って、ガタガタと激しい音が受話器の向こうから聞こえる。少しだけ経たって、熊本さんが戻ってきた。

「あったぞ。彼女が通っていた中学校で、飛び降り自殺をした生徒がいる。その子の名前が法条だ。まだ関連性を調べている段階だけどな」

　繫がった。黒田さんの言っていた、新谷さんがイジメて自殺に追いやった生徒。そして自殺した生徒の名前が法条さん。

　それを知っていた赤坂さんは、たぶん、木下さんの話も含ふくめて事件を聞いている。

「その人の関係者を、もう一度徹てつ底てい的に探してください。簡単に見つからないと思いますけど、この学校に誰かいるはずです」

「待て待て、お前さんに自殺事件は話してないぞ。こんな物ぶつ騒そうな話、誰から聞いた？」

「黒田さんですけど、あの人は新谷さんのことを、僕が聞くまで知りませんでした。黒田さんより先に、誰かそれに気付いた人がいます」

　赤坂さんの名めい誉よのために、一方的にそれだけ話して、僕は電話を切った。──木下さんのことがバレるのは、時間の問題だろう。でも、その僅わずかな時間差でもいい。

　名めい探たん偵ていが解決しないと、この事件は永遠に終わらないんだ。

　ＬＩＮＫの通知が届く。佐藤さんからだった。
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　最低な下ネタ付きだった。でも、大だい丈じよう夫ぶそうで安心した。蹴けり倒たおした手前、こんなことを言う資格はないんだけど……。

　さて、十文字くんのお見み舞まいに行こう。しばらく目を離はなしていたから、彼らが暴走していないかも気になった。







　飼育部の作戦会議ということで、妙みようにテンションの高い十文字くんに連れられて、また『隠かくれ庵あん』に来ることになった。二日連続になってしまったけど、ここなら別にいい。

　十文字くんと佐藤さん、白丁花さんと僕を含めて四人で入ったけど、体格の問題で僕はカウンター席に座れなかった。仕方なく、いつものテーブル席に座る。

　前に飼育部のみんなと来た時には、翡翠さんと新谷さんがいて、その四人がカウンター席に座っている背中を、僕は見ているだけだった。今日は二人も欠けているのに、結局、僕は彼らと同じカウンター席で食べられない。なんだか、それがすごく寂さびしかった。

　白丁花さんの注文を聞いて、大将は調理を始める。

「……何で、佐藤さんの食べたいものが分かるんですか？　何も言ってないのに」

「助手の好みくらい、把は握あくしていて当然だよ」

「ふーん。本当に、お二人って息ピッタリなんですね」

　白丁花さんがジーッと佐藤さんを睨にらむのを見て、僕は苦く笑しようする。

「付き合ってないのが不思議だよね」

「全部を恋れん愛あいに繫げるのもどうかと思いますけど、お似合いじゃないですか」

　いつものように十文字くんは口を尖とがらせた。

「二人とも、何度も言うが佐藤は助手だ。それに、佐藤は私には勿もつ体たいないほど器量があるからね。もっと良い男を見つけられるさ」

　そういう彼は、大きな貧びん乏ぼう揺ゆすりをし続けている。以前は無かった癖くせだ。

「どっちにしても、十文字くんは女の子の友達が多くて羨うらやましいなぁ」

　僕が呟つぶやくと、白丁花さんは小首を傾かしげる。

「特進生なのに、灰賀さんはモテないんですか？」

「……残念ながら」

「そういえば、灰賀選手の才能が開花したのは、失しつ恋れんが原因だと師し匠しようが──」

「あの人、なんでそんなこと知ってるの!?」

　夜月さんといい、どうしてその話が筒つつ抜ぬけになっているんだろう。こわい。




　昔から、僕は女の子にモテなかった。一番には顔が怖こわいこともあるんだけど、話している内に仲良くなる女の子だっていないこともない。それでも、僕は人から避さけられた。

　そんな話になって、前に教頭が笑いながら言ったことがある。

「人間は自分よりも優すぐれているものが、本能的に嫌きらいなのさ」

「そういうものですか？」

「私も人には好かれない」

　冗じよう談だん交じりに語る教頭の目は、少しだけ寂しそうだった。

「天才は賞賛され、拍はく手しゆ喝かつ采さいと共に迎むかえられる。でも、それは関心のない凡ぼん人じんの持つ感情だよ。キミは、本物の努力をし続けてきた多くの人々を、単純に才能で追い抜いた。だから、彼らはキミを嫉ねたみ、恨うらむ義務がある」

「権利じゃなくて、義務なんですね」

「もちろんだとも。その気持ちを忘れた瞬しゆん間かん、人ではなく家か畜ちくとなる。そして、今は少し家畜が殖ふえすぎた。天才は憎にくまれるくらいが一番正しい。死んでから時の隔へだたりの後光に包まれて、後世の教師から高貴な『模範生ハンス』とされるのさ」

　僕はその意見に共感できなかった。僕はただ、当たり前の存在になって、普ふ通つうに友人を作りたかった。




『エーミール事件』の情報交こう換かんをしよう、と十文字くんは言った。そのネーミングはどうなんだろう、と思いつつ。案外、的を射いてるなと感心した。

「十文字さんが倒れている間に、てるてる坊ぼう主ずについて尋たずねて回ったんですけど。あまり成果はありませんでしたね」

　いきなり白丁花さんがそこを突ついてきて、僕は水を吹ふき出しそうになった。

「おお、助かるよ。成果がないというのは、どういう感じかな」

「目もく撃げき情報だけはあるんですけど……。何をしていたかって聞いたら、みんな話したがらないんですよ。ただぶら下がっていたとか、そんな言い方ばかりで」

　それはまぁ、話さないと思う。てるてる坊主を見たり、襲おそわれた人は、それぞれ妥だ当とうな心当たりがあるはずだ。他人に漏もらすことはないだろう。

「なるほどね。佐藤助手も、てるてる坊主については、やはり何も摑つかめないのかい」

　佐藤さんも、その質問に対して首を縦に振る。ＬＩＮＫの中でも『てるてる坊主』が禁句になっているんだと思ったら、自分の行動が世間に大きく影えい響きようを与あたえているんだと改めて気付かされて、僕は冷や汗あせを流した。

「十文字くんが無事だって聞いて安心したけど、最近は普通科も物騒だね」

「これは赤坂クンの証言だが。てるてる坊主のあの動きは、彼女レベルの身体能力でないと難しいらしい。灰賀選手は、誰か心当たりはあるかな」

　ちょっと強ごう引いんに話を変えようとしたけど、中々変わらない。むしろ墓ぼ穴けつを掘ほった。

「……赤坂さんも無む茶ちやするなぁ。そうだね……」

　適当に指を折ってみる。赤坂さんレベル？　まったく心当たりがないってば。

「他の学校にはいても、ウチの学校だと知らないや。サッカー部とバレーボール部の成績はいいから、もしかしたらいるかも。部活に入ってない人は、サッパリ分からないし」

　物もの凄すごく適当なことを言ったら、十文字くんは怪あやしむように鋭するどい視線を送った。

「能ある鷹たかは爪つめを隠かくすのかな」

「だったら、特進科に入る方が良いと思うけど」

　納なつ得とくしたのか、思うところがあるのか。彼は大人しく引き下がってくれた。そのタイミングで蕎麦そばが出てきてくれたので、みんなで一心不乱に食べる。

　ごちそうさまでした。

「それで、十文字さんはどうだったんですか？　特進科について、聞かせてくれる約束でしたよね」

　白丁花さんが落ち着きのない様子の十文字くんに尋ねる。

「まぁ、落ち着きたまえ。私も考え中だが、まったく新情報がないわけでもない」

　小食な彼にしては珍めずらしく、カツ丼どんなんて追加で食べながら語る。

「灰賀選手がドタキャンしたので、赤坂クンに頼たのんで特とく進しん棟とうに入れてもらったことは、周知の通りだと思うが」

「ごめんなさい」

「とりあえず、青山と接せつ触しよくすることには成功した」

　そうなんだ。彼は特に何も言ってなかったけど。

「『美食家』の青山さんですか……。事件には、何か関係ありそうですか？」

　白丁花さんの質問に、十文字くんは肩かたを竦すくめる。

「今のところ、関係性は皆かい無むだね。夜月とは頻ひん繁ぱんに会っているようだが、新谷が死んだことについては特に知らないようだった。あと、黒田の話をしたら殺されかけた」

「そんなことがあったの!?」

「シュラスコの鉄てつ串ぐしを、ダーツのように顔に投げられたよ。あいつの前では禁句らしい」

　驚おどろきのあまり、僕は絶句する。あまり気にしないで話していたけど、僕の方から口にしたことはあったっけ。今度会ったら、一応謝っておこう。

「まぁ、あのデブはさておき……。問題は、その後に会った夜月の言葉だ」

　──昨日は、黒田さんと三階にいて、途と中ちゆうから夜月さんが合流したんだった。どうやら彼女は、十文字くんとも会っていたらしい。一言も言っていなかったけど。




「名推理だ、探偵気取り。特進生は七人いる。教頭が存在を抹まつ消しようしたが『名無し』の存在が公おおやけになってしまう事態が起きた。恐おそらく、今回の事件の動機はそこにある」




　夜月さんが、十文字くんに言った言葉がそれだった。七人目の部屋──僕が黒田さんたちと話し合いをした、あの無機質な部屋だ。でも『名無し』ってなんだろう。

　そんなことを考えていると、全員の視線が僕に集中する。

「ぼ、僕も初耳だよ！　赤坂さんと黄き紗さ良らさんも、多分知らないって！」
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　佐藤さんのＬＩＮＫでの質問に、僕は目を泳がせながら答えた。

「……青山くんはともかく、黒田さんが知らないってことはないと思う。言われてみれば、あの部屋割りっておかしいね。黒田さんも文句を言ってたよ」

「ちなみに、昨日は黒田と会えたのかい？」

「一応連れん絡らくしたけど、時間が惜おしいって断られちゃった。まだ、学校の近くの総合病院にいるんじゃないかな」

　ごめん。ただ、彼とは絶対に仲良くなれないと思う。

「だったらもう、その七人目の人が一番怪しいですよね。でも、いるのにいないって、どういうことでしょう。灰賀さんも、知らなかったみたいですし」

　白丁花さんの意見に、十文字くんは頷うなずく。

「──夜月は、教頭が存在を抹消したと言った。それが事件と関係があるともね。その言い分を全すべて信じるなら、夜月と同じ三年生の『名無し』に、嫌いやな心当たりが一つある」

「……奇き遇ぐうだね。僕もすごく怪しい人に心当たりがある」

　これはもう『悪党』たちから聞いていたことだ。教頭に唯ゆい一いつ対たい抗こうできて、夜月さんたちすらも警けい戒かいさせる万ばん能のうの天才。きっと彼女が、七人目の『名無し』だ。

　でも、事件の動機は本当にそこなんだろうか。スタート地点からやり直せ。夜月さんはどうして、わざわざ十文字くんにそう言ったんだろう。

「まさか……」

　白丁花さんが息を吞のむ。佐藤さんは頷かないけど、否定もしない。

　だからこそ、十文字くんはついにそれを口にする。

「翡翠師し匠しようは、本当に普ふ通つう科かの生徒なんだろうか」
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　９月11日（金曜日）




　僕は図書室に寄って『ハンムラビ法典』についての記述がある本を、何冊か斜ななめ読みした。その程度の調べ方でも、意外と知らなくて分かったことは多い。

　まず、この法律は古代のモノの中でも相当昔に作られたもので、その割りには内容が近代的だったことが凄すごいらしい。特に、特定の宗教に依い存そんしないで、女性差別がないのは異例だそうだ。

　有名な『目には目を、歯には歯を』は、やったらやり返せという乱暴なものではなくて、過か剰じような復ふく讐しゆうの連れん鎖さを法律で打ち止めにするのが目的だったというのも意外だった。

　なにより、僕が心打たれたのは、ハンムラビ法典そのものに書かれていた前文だ。

『正しき法、それは強者が弱者を虐しいたげぬこと。悪事と不正を無くし、子供と老人に恵めぐみを。この国の中に正義を掲かかげ、太陽のような恵みを』

　その一文が、僕はとても気に入った。法律そのものは、古代のものだから身分差別もあったりして穴だらけだけど、それは仕方ない。今でも、法律は完成されていないんだ。

　ただ、この一文を古代の王が考えたという事実に、僕は感動した。綺き麗れい事でも、理想論でも、世界はそうであるべきだと同意した。これを最初に考えたのは天才だと思う。

　これが、僕にとってのハンムラビ法典の事実だ。




　彼女との再会は唐とう突とつで、完かん璧ぺきなタイミングで、最悪の展開だった。

「やぁ、お邪じや魔ましてるよ。はー、無線環かん境きようがあって助かったー。脳みそが空になるー」

　特進棟の僕の部屋にあるトレーニング機材に寝ね転ころがりながら、翡ひ翠すいさんは本当に普ふ段だん通り、僕が使っていたタブレットで動画を視し聴ちようしていた。

　ツッコミどころが多すぎる！

「ちょ、えっ!?　何してるんですか!?」

「文化的な時間を過ごしてるんだよ」

「ああもう、そうじゃなくて！」

　──いけない、いけない。落ち着け灰はい賀が選手。平常心だ。

「ど、どうやって、ここまで忍しのび込めたんですか？」

「黒くろ田だの部屋の放火については、警察の方で赤ちゃんの犯行と断定できる証しよう拠こが揃そろったんだって。だからあたしは、任意の参考人程度まで容疑が小さくなったの。どうも熊くま本もとさんは、ネチっこくあたしを調べてるようだけど」

　クツクツと笑いながら、彼女はポケットからあるものを取り出す。

　特進生しか持っていないはずの、特進棟のカードキーだ。

「キミの部屋には、これで入れてもらったよ」

　僕のパスコードを知っている飼育部のメンバーなら、カードキーさえあれば簡単に侵しん入にゆうできるだろう。でも、おかしい。それはこの世に六個しか存在しないはずだ。

「どこでそれを？」

「入学式の時、教頭に渡わたされた。キミも一いつ緒しよでしょ。あっ、そういえば、あたしが特進生だったってことは、もう誰だれかしらに聞いてるよね」

　やっぱり、本当の話だったんだ。夜よ月づきさんたちも言っていたけど、理解できない。

　特進生になれば、輝かがやかしい将来が約束されるはずなのに、あろうことか彼女は、教頭に喧けん嘩かを売って、しれっと普通科に『転校』してきたんだ。

　なんというか、もう本当にどうかしている。

「……何もかもお見通しなんですね」

　そう言うと、翡翠さんはクツクツと笑いながら僕を指さす。

「そこまでの自信はないけど、何となく分かるよ。優やさしいキミは『悪党』にいいように使われていて、彼らの騙だまし合いに付き合っているんでしょ。友達は選びなって」

　絶句する。この人にだけは言われたくない。

「キミがどちら側の味方でいるつもりなのか、興味があったから観察してたんだ」

　いつぞやに教頭に言われたようなことを、彼女も言う。

「ＪじえいくんからＬＩＮＫで連絡が来てたけど、キミが『悪党』のメンバーを知っていることはありえない。あの時点で、夜月にあることないこと吹ふき込まれていたのは明らかだよ。青あお山やまは自分から動かないだろうし、黒田はキミのような不確定要素を嫌きらうだろうしね」

　まるで全てを見てきたように、ダラダラと翡翠さんは語る。

「でも、シンちゃんの家に忍び込みに行った時、キミは警察の情報を流してくれた。容疑者から外したけど警察に追われたし、判断ミスかと思ったら、白はく丁ちよう花げという嫌な女がいたことを忘れていたよ。で、車しや中ちゆう泊はくしながら様子を窺うかがっていたら、どうもあたしの蒔まいた種が面おも白しろい育ち方をしててさ。これは色々と利用されたな、と思ったわけ」

　ここまで多弁な翡翠さんを見るのは、初めてかもしれない。その語り口は、十じゆう文もん字じくんに少しだけ似ていて、実はもっと全ての真理を突ついている。

　本物の名めい探たん偵ていだ、と僕は感かん嘆たんした。

「この事件は、シンちゃんが殺されたことじゃない。それを許す状じよう況きようと、それが招く結果を数人が分かっているという陰いん謀ぼうそのものが事件の正体だ。──どう、名探偵っぽい？」

「ぽいです」

「やったー。Ｊくんの師し匠しようの面めん目ぼくが保てて良かったよ」

　翡翠さんは気だるげに喜ぶ。どうでもよさそうだった。

「それで、キミの立ち位置が案外あやふやで、その割りに多方面から信用を集めているという特異性に気付いた。ズバッと言うと、キミって存在は誰にとっても面めん倒どうだ」

　彼女は僕を指さして、意地悪な笑えみを浮うかべる。

「それ、悪い意味で言ってるんですよね……」

「どちらとも言える。悪いことを考えていると、キミみたいに、のんびりしていて素す直なおで騙されやすくて間ま抜ぬけそうなのに、観察力が高くて落ち着いていてちょっと客観的で自分を卑ひ下げしていて慢まん心しんしない、圧あつ倒とう的な暴力の天才がいたら困るんだよ」

　極きよく端たんに悪く言いながら、極端に褒ほめられると、何と返していいか反応に困る。

　結局、僕はどっちなんだろう。そう思って気付く。ああ、みんなもそう思うんだ。




　だから、僕の顔は怖こわくて、周りに人が近寄ってこないんだ。




「どちらにせよ、灰賀くんを無視して計画を進めるのは無理だ。だったら、いっそ内側に取り込んで、周囲に流されやすい性格を利用して、木偶でく人形にするのは理に適かなっている。あたしでも、同じ方法を使うんじゃないかな。その点は、流石さすが夜月だ」

「あの、要するに、褒めてくれてるんですか？」

「ベタ褒めだよ。特とく進しん棟とうに集められた連中の中で、キミは唯ゆい一いつの天才だからね」

　その言葉を、つい先日聞いた。青山くんが言っていたことだ。

　あの時はお世辞か何かだと思ったけど、同じセリフを翡翠さんからも聞いて、ついに僕は不気味に思った。みんなして、僕を過大評価している。

「僕は黒田さんと夜月さんから、翡翠さんが至高の天才だと聞いたんですが」

　そう言い返すと、翡翠さんは目を細める。

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけさ」

　夜月さんの口くち癖ぐせを真似まねて、彼女は言う。

「あいつらは、そう思うことで全てを否定したい。逆にあたしは、天才や役割なんてものはないと思っている。だからあたしは『名無し』なんだよ」

　翡翠さんが凄いのは、僕にも何となく分かる。ただ、何がどう凄くて、天才なのかと聞かれると「これだ」と断定できるものがない。

　名を冠かんせない、ということだろうか。だったらどうして、彼女は特進生になれたのだろう。そこを含ふくめて、いまだにこの人は謎なぞだらけだ。

「ところで、前に預かってもらった、シンちゃんのスマホはある？」

　そういえば、それについてすっかり忘れていた。僕は充じゆう電でん器に差しっぱなしになっていたそれを、翡翠さんに渡す。

「えっと、これです」

「怖いなぁ、金庫で管理しておいてよ。じゃ、何とかしてくれそうな奴やつの所に行こう」

　翡翠さんは立ち上がって、部屋を出て行く。僕もそれに続いた。

「はぁ……。どこに行くんですか？」

「どうせタイムオーバーだし、奴らも話してくれるって。借りを返してあげよう。ただし、正解は楽しい話ではないだろうから、そこは覚かく悟ごしてね」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

　この人が楽しそうな時は、ロクでもないことが待っているに決まっている。







　連れて行かれたのは、近所も近所、青山くんの部屋だった。翡翠さんがインターホンを鳴らす。無反応。

「ちょっとー、聞こえてるんでしょ。デブが居留守使っても、説得力ないからね」

　身も蓋ふたもない暴言を翡翠さんが吐はくと、ロックが解除された。……あー、青山くんは、翡翠さんが嫌いなんだろうな。もう先の展開が見えて、気が滅め入いる。

　部屋に入ると、いつもは笑顔の青山くんが、最初から神しん妙みようそうな表情を浮かべていた。

「注文していい？」

「帰れ」

　翡翠さんは青山くんの言葉を無視して、勝手に着席する。

「……ごめん。この人は、僕が何を言っても聞いてくれないから」

「それは知っている。貴公は知らないだろうが、こいつはこの二年間、気まぐれに我が輩はいのもとに来ては『給食』などと言って昼飯を食い散らかしてきた悪あく魔まだ」

　最低だった。やっぱり『悪党』って、翡翠さんの方じゃないの。

「まぁいい、特別に許す。なぜなら──」

「タイムオーバーだろうね。キミたちに一週間あげちゃったし、そこはもう諦あきらめてるよ。何を企たくらんでるのか知らないけど、あんまり興味ないや」

　無理やり笑おうとする青山くんの話を遮さえぎるように翡翠さんが言うと、彼は再び無表情に戻もどった。

「……どう思う？」

「翡翠さんは、何をしたら相手が不ふ愉ゆ快かいになるか、想像するのが趣しゆ味みなんだって」

「悪趣味だとは思わないか？」

　初めて聞いた時には悪い冗じよう談だんだと笑ったけど、無差別だと知ってしまっては笑えない。

「人食いデブに言われたくはないなぁ。悪趣味なのはお互たがい様でしょ」

「貴公は雑なのだ。一緒にするな」

「一緒だよ。丹たん精せいこめて丁てい寧ねいに作っても、ファーストフードでパパッと作っても、ハンバーガーは口に入ってしまえばハンバーガーだ」

　暴論だ。僕も青山くんも頰ほおが引きつる。

「で、キミと雑談するほど暇ひまじゃなくてね。こいつの中身を吸い出してもらえない？」

　そう言って、翡翠さんは青山くんに、新しん谷たにさんのスマホを投げ渡した。

「何だコレは」

「殺された普ふ通つう科かの生徒、シンちゃんのスマホ。彼女の携けい帯たい電でん話わは、解約されて数年経たっている。だけど、個人メールやＬＩＮＫに、履り歴れきがまだ残ってるかもしれない」

「そんなものがあったら、犯人が処分するだろう。もしくは、血ち眼まなこになって探す。警察も気付かないはずがない」

　その通りだと思う。でも、翡翠さんはニヤリと笑った。




「シンちゃんは、自分から自分にメッセージを遺のこしたんだよ」




　沈ちん黙もくが場を支配する。よく分からない。

「『携帯電話を持っていない』と公言していたシンちゃんが、スマホを隠かくし持っていたという点で、この殺人事件の構造は考えれば分かる。灰賀選手、これがあたしの推理だ」

　わざとらしく、いつもの十文字くんのように、翡翠さんがカッコいいポーズを決める。

「犯人はシンちゃんを、単純に耳打ちとか、記録が残らない形で、土曜日の深夜に学校へ呼び出したんだろう。灰賀選手、キミだったら、そのまま素直に行く？」

「……相手によりますけど、そんな形だったら嫌ですよ」

「それが普ふ通つうだ、怪あやしすぎる。だけどシンちゃんは行った。断れなかったからだ。理由はあたしも知らないけど、シンちゃんは周囲に相談できず、そんな呼び出しにも応じないといけない何かがあった。きっとそれは犯行の動機と直接結びついているんだろう。二時間ドラマの展開なんて、大半はそんなもんさ」

　ドラマと一いつ緒しよにするなんて、と思ったけど。反論できない。

　確かに、そんなものなのかも。

「さて……。理由はどうでもいい。問題は手ぶらで行くかだ。灰賀選手、キミならどんな準備をする？」

　まるで佐さ藤とうさんみたいな助手扱あつかいだと思いながら、僕は唸うなる。

「ちょっと想像できないですけど……。えっと、例えば、翡翠さんに呼び出された設定でいいですか？」

　そう尋たずねたら、これまで聞いているだけだった青山くんが、ゲラゲラと笑った。

「ハッハッハ！　面白いな、その設定なら我が輩も聞きたい」

　若じやつ干かん、翡翠さんがムッとしている。僕は続けた。

「暗いから、懐かい中ちゆう電灯みたいな明かりが欲しいですね。あとは時計と、カツアゲの場合に備えてお金を少し。ボイスレコーダーとかがあったら、便利だろうし持って行くかなぁ」

「……あのさ。キミにとって、あたしって何なの？」

「思いつく中で一番の凶きよう悪あく犯です」

　青山くんが大きな腹を抱かかえて笑っている。翡翠さんの視線は冷たかった。

「それだけあったら、何かされても平気だと思いますけど。うーん、新谷さんの場合は、護身用の武器とかが必要なのかな」

「あー、うん、そうだね。犯行に使われた刃は物ものは、シンちゃんの物だったのか。ノーだ。恐おそらく彼女は、ほとんど何も持たずに現場に行ってる」

　断定する翡翠さんに、青山くんがニヤニヤと尋ねる。

「なぜだ。相手は翡翠のような奴だろう、包丁を懐ふところに入れる程度の警けい戒かいもしないのか？」

「逆だと思う。シンちゃんの絶望的な状況はどうにもならなかったんだろう。それが何かは知らないけど、あたしやＪくんに相談してないってことは、たぶんシンちゃんの方が、殺されるほど悪いんだろうね。だから黙だまって負けに行ったんだ」

　僕はドキッとした。

　翡翠さんは、新谷さんが木きの下したさんであることや、彼女がやった悪事のことを知らないはずだ。その事件の関係者が犯人である可能性は、僕や夜月さんが情報をかき集めてようやく辿たどり着いた答えのはずだ。

　それなのに、翡翠さんはその部分にはまったく触ふれず、事件の構造を把は握あくしていた。

「ここまで言えば、何が重要アイテムか分かるよね」

「──このスマホか！」

　思いついたのが楽しそうに、青山くんが吠ほえる。

「その通り。懐中電灯、時計、レコーダー。解約されていても、便利グッズとしては十分使えるでしょ。それなのに、そのスマホは警察でも簡単に見つからないように隠されていた。なぜか。持って出かけると不都合だからだよ。誰だれにとって。たぶん、犯人にとってもシンちゃんにとってもだ」

　僕にもようやく合が点てんがいった。便利なスマホを、みんながいつも持ち歩いているような時代だ。それなのに、新谷さんは持っていないと最後まで噓うそを貫つらぬき続けた。

「だから、この中に真実が隠されていると思ったんですね」

　翡翠さんは頷うなずく。

「……あたし達に相談しなかったくらいだから、たぶんシンちゃんは結構な『悪党』だ。素人しろうとの『名めい探たん偵てい』が捜そう査さしても分からず、警察が時間をかければ解明できるように、何かしらの形で遺書を遺したと思う。あたしが犯人なら、スマホの類たぐいは真っ先に壊こわすよ」

　ごもっともだ。その形なら、犯人も簡単に手出しできない。もしくはスマホの存在を知らない可能性だってある。『飼育部』を巻き込まずに、捜査を警察に任せられるだろう。

　ただし、それはこの事件が、普通の殺人事件だけで済めばの話だ。

「まぁ、そのせいで『飼育部』が真っ先に疑われたんだから、シンちゃんも迷めい惑わくだねぇ」

「自じ業ごう自得でしょう」

　僕が言うと、翡翠さんが頭を搔かく。沈黙は肯こう定ていなり、それが単なる事実だ。

「ふん。余興としては、それなりに面おも白しろかった。ロックの解除に協力してやろう」

「ありがとう。どうにか出来たら、灰賀くんに渡わたしてくれない？　あたしが持ってると、熊本さんって刑けい事じに睨にらまれるんだよね」

　いつものように、青山くんは手元の電話で注文する。

「もしもし、スマホのロックを解除してくれ。データを紛ふん失しつしたら殺すと伝えろ」

　すると、メイドさんが奥から現れて、指し紋もんがつかないように手て袋ぶくろを装着して、慎しん重ちようにスマホを運んでいった。

「料理以外の注文でもいいんだ……」

「ちなみに、犯人は白丁花だと思うよ。あたしは顔を見ただけで犯人が分かるんだ」

　いきなり翡翠さんがそう言って、僕は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　白丁花さん？　あの美人で、事件解決のために率そつ先せんして動いている彼女が？

「ちょ、えぇ!?　何か証しよう拠こでもあるんですか!?」

「いや、ただの勘かん。二時間ドラマだと、ああいう役者がいつも犯人じゃない。逆に、ここで今までの流れとまったく関係ない奴が出てきたらクソ展開だね」

　暴論過ぎる。十文字くんだったら怒おこりかねない話だ。

「ハッハッハ！　では、犯人が分かったら、崖がけの上で説得でもするか？」

「ありがちだけど、飼育部のやり方じゃないなぁ」

「そうだろう、貴公らの趣味はそこから谷底へ突つき落とすことだ！　ハッハッハ！」

　笑えない話をしながら、二人が笑う。

　そんな時、僕の携帯電話の着信音が鳴った。十文字くんだ。慌あわてて出る。

「もしもし？」

「……赤あか坂さかクンが、エーミールに嵌はめられた」

　彼の声は沈しずんでいて、聞き取りにくかった。意味が分からず聞き返す。

「赤坂さんが？　何かあったの？」

「黒田の作っていた『デミアンＺ』というサプリが、危険ドラッグであるという『真聞』がばらまかれたんだ。それでキレた赤坂クンが、普通科で暴れた」

　血の気がサッと引く。冗談じゃない、彼女の拳こぶしは一いつ般ぱん人に振ふるえば凶きよう器きだ。

「今、どこにいるの!?」

「さっき、赤坂クンが警察に捕つかまったよ。学校は休校だ」

　電話がブツリと切れる。僕は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　真聞がばらまかれた？

　絶対に違ちがう。夜月さんはそんなことをしない。黒田さんとも協力関係だし、その情報はまだ一般開示されるタイミングじゃないはずだ。




　騒そう音おんにも近い、耳みみ障ざわりで下品な嗤わらいが室内に響ひびく。




　奥からメイドさんが現れて、巨きよ大だいなステーキの載のったプレートを青山くんの前に置く。愉快そうに笑いながら、彼はステーキ一枚をナイフで切らずに丸ごと頰ほお張ばった。

「セボン美味い!!」

　その異様な光景を、僕は息を吞のんで、翡翠さんは退たい屈くつそうに見ていた。

「──ふーん、学校が大おお騒さわぎになっているのかな。ちょっと様子を見て帰ろう」

「いや、いや、少し待て！　美味うまい話をしてやる！」

「結構。あたしは人の不幸を肴さかなにするほど、太る食べ方はしないよ。女の子だからね」

　不愉快そうに告げると、翡翠さんが早足で退室した。その様子を見て、僕は悟さとる。

　この悪趣味な人食いが、どうしてこんなに太っているのかを。

「まさか、ばらまかれた『真聞』って──」

　僕の問いかけに、青山くんは脂し肪ぼうを盛大に歪ゆがませて嗤う。

「我が輩はいが書いた」

　これはとんでもない規模の喧けん嘩かに発展するなと、僕はその場で頭を抱えた。







　青山くんの動機は、単純すぎて吐はき気がした。

　黒田さんが食の冒ぼう瀆とく者だから。赤坂さんが「いただきます」を言わなかったから。

　ただ、それだけの理由で彼は偽にせの『真聞』を作り、校内にばらまいた。その結果、赤坂さんの手によって、普通科の三年生の多くが重傷を負う傷害事件へ発展した。

　もちろん、赤坂さんが逮たい捕ほされるだけで、事態が収しゆう拾しゆうするはずもない。

　黒田さんの悪評は、あっという間にネットに拡散され、大炎えん上じようを引き起こした。元々、生徒が殺害されるというスキャンダラスな話題で持ちきりだったので、そこに更さらに燃料を投下した形になる。学校の名声は地に落ちた。

　そして、当たり前だけど、怒る人がもう一人──

「……出来が悪い。最悪の記事だ。あのデブはいつか必ず殺す」

　夜月さんはそう言って、回収された偽真聞の紙を握にぎりつぶす。しばらくして、赤坂さんが起こしたという騒そう動どうの痕あとを見て回っていたら、彼女に出会った。事の顚てん末まつを簡潔に説明したら、僕の部屋に来るというので、今は小さな机にある椅い子すに座って唸っている。

「むしろ、こんなに仲が悪いのに、よく今まで協力できましたね」

　僕がそう言うと、非常に低いテンションで夜月さんは愚ぐ痴ちった。

「互たがいの邪じや魔まをしない、程度の不ふ可か侵しん条約だ。そして不可侵条約は一方的に破は棄きされる。いつも歴史がそれを証明してきたと言ったのに、聞き入れなかった教頭が全すべて悪い」

　そんな夜月さんの言葉を聞いて、ニヤニヤと笑う人もまた一人──

「いやー、それについては灰賀くんが正しいよ。そこまで分かっていて、何で不可侵条約なんて結ぶの？　馬ば鹿かなんじゃないの？」

　警察が巡じゆん回かいするようになって、帰るタイミングを見失った翡翠さんは、まだ僕の部屋のトレーニング機材に寝ね転ころがって、動画を見ている。

　夜月さんは不ふ機き嫌げんそうに、その意見を一いつ蹴しゆうした。

「うるさい、黙れ、喋しやべるな」

「別にいいけど、動画が良いところだから、そっちこそ静かにしてよね」

「そうだな。私が投とう稿こうしたゲーム実じつ況きようを、いつも楽しんでくれてどうもありがとう」

　夜月さんがそう言うと、翡翠さんが固まる。やけくそ気味にタブレットを放ほうり投げたので、僕は慌ててそれをキャッチした。

「飽あきた。やっぱりクソ動画だよ。編集のセンスもダサい」

「無理するな、翡翠。お前のコメントのセンスも相当悪い」

「は？」

「ん？」

　僕の知っている小さな世界で、相あい性しようが最悪の二人の間に立たされる気分は、日本語ではとても表現できない。……なんなの、何かの罰ばつゲーム？

「あの、えっと、仲良くしてください、なんて無む茶ちやは言いませんから。せめてお互いに、喧嘩しないように努力してもらえませんか？」

「こいつが喧嘩を売ってこなければ、私もその気はない」

「あたしは嫌きらいだから無理だと思うよ」

「ほら見ろ。百歩譲ゆずってやっているのにこれだぞ。性根がイタズラ好きのガキなんだ」

「最近流行はやりの大人ぶってる意識高い系の女の相手は、これだから面めん倒どうなんだよねー」

「お？」

「あ？」

　どうしても二人は喧嘩したいらしい。僕は咳せき払ばらいをした。

「さっき、家政婦さんに夜食用のおにぎりを作ってもらって、届けてもらいました。多めにもらったので二人にも分けようと思いましたけど、ここで喧嘩するならあげません」

「いつものスキンシップだ」

「あたし達はとても仲良し」

　仲が良いんだか、悪いんだか。棒読みで矛ほこを収めてくれたので、みんなでおにぎりを分けて食べた。昼休み辺りから何も食べていなかったので、僕もお腹なかが減っていた。

「──真ま面じ目めな話。夜月がここまで、灰賀くんに気を許しているとは思ってなかったよ」

　珍めずらしく、翡翠さんの表情は少しだけ真しん剣けんだった。

「まだ、隠かくし事が沢たく山さんあるみたいですけどね。無理には聞かないことにしてるんです」

「野性の勘かな、賢かしこい。そこまでいくと、多分、誰が聞いても不幸になる話だ」

　夜月さんもあえて、それを否定しない。これまでとは違い、姿勢を正して正面から彼女は切りだした。

「翡翠、頼たのみがある」

「嫌いやだ。聞くだけなら聞くよ」

「お前の口から『飼育部』の『飼育』を灰賀に話してくれ。私では信用が足りない」

　彼女の口から殊しゆ勝しような言葉が出て、僕は目を丸くする。翡翠さんも驚おどろいていた。

「……これはまた、うん、ビックリだ。本当に随ずい分ぶんと灰賀くんを買っているんだね」

「そろそろ、記録しておくべきだと思ったんだ。翡翠という女が、この三年間で何をしてきたのか。世間にはそれを知る責任と義務がある」

「責任や義務というのは、善人を騙だますために悪党が思いついた言葉だよ。まぁ、Ｊくんに会ったって聞いた時に察したけどね。今回の騒動は、最初からこれを書くつもりだったのかなって。ほぼ予想通りで夜月らしくない。珍しく、面白くもなんともない」

　翡翠さんは不満げだった。

　僕が知る限り、この人は学生生活を楽しむことを第一としていて、勉強や試験といったものはどうでもよく、部活動を何よりも尊重していた。普ふ通つう科かの生徒としては珍しいし、特進生としては異常だ。

　もうすぐ卒業してしまう、この悪女の言葉を記録しておきたい。僕もまたそう思った。

「──ああ、そうか。違うんだ。ちょっとだけ、納なつ得とくした」

　翡翠さんにジロジロ見られて、僕は居い心地ごこちが悪くなる。一体何を言っているんだろう。

「飼育は保護、矯きよう正せい、使し役えきという行こう為いの総そう括かつだ。動物なんて根本はみんな同じだ。正しい手順を踏ふめば、人間もコロッと騙せる」

　すると、唐とう突とつに彼女は語り始めた。

「言うのは簡単ですけど、そんなに単純なことじゃないですよね」

「いや、やり方の一つはシンプルだよ。『怒り』を奪うばえばいい」

　どういうことだろう。僕は首を傾かしげる。

「誰だれとでも仲良くなるのは不可能だ。人間は色んなもので、他者と区別をつけたがる。最終的には、暴論を押し通せる強い奴やつが勝ちなんだよ。綺き麗れい事は必要ない。ワガママを強ごう引いんに最後まで貫つらぬくのが社会的な強さだ」

　それは僕も認める。そうやって他人を打ち倒たおして、特進科という魔ま境きようを作り上げたのが教頭だ。あの人の横暴と傲ごう慢まんのおかげで、僕らはここにいる。

「でも、そんな奴ばかりでは迷めい惑わくこの上ない。だから、多くの人々から『怒り』を奪って『怒り方』を忘れさせるんだ。そうすれば、何もかも『飼育』できる。規則と精神の戦いが反復する檻おりにぶち込んで、国民の『怒り』を操作して飼い慣らす。一段と優すぐれた精神を打ち殺し、正しい『怒いかり方』を教えずに服従させるんだよ」

　普ふ通つうに学校生活をしていた普通科の生徒たちを思い出す。無茶な量の課題に対して、文句をこぼしながらも教師に服従していた。彼らが『飼育』していた生徒たちを思い出す。みんな、何かにずっと怯おびえていた。

　彼らは結局、怒るということをしない。なぜか出来ない。

「飼育部は、相手の怒りの矛ほこ先さきをずらし、徹てつ底ていした人格否定で怒りの基板を削けずり、周囲から隔かく絶ぜつして怒りの供給を奪い、圧あつ倒とう的な暴力で怒る気も起こせなくする。すると、奴らは檻の鍵かぎを開けてもこういうようになるんだ。『出てもいいですか？』ってね」

　翡翠さんは、動物の躾しつけの方法のように朗々と語る。それを人間相手にするなんて、到とう底ていできるわけがない。

　だけど僕は、怒り任せに崩ほう壊かいして道を見失い、どうすればいいかと懇こん願がんした佐藤さんのクラスを知っている。教室の真ん中で生徒が土下座をしているのに、誰も怒って助けようとしないクラスを知っている。

　彼らはもう、怒り方も完全に分からなくなってしまったんだ。

　それでも、そんな事実があっても、彼女の無茶苦茶な理り屈くつに納得できなかった。

「おかしいですよ。嫌なものは嫌ですし、失ったら悲しいです。誰だって、その時には同時に怒りを覚えます」




「だったらどうして、復ふく讐しゆうはいけないことなのかな」




　翡翠さんに指し摘てきされて、考える。

　僕はこの一週間で多くの悪党を見てきた。多くのスポーツ選手を破は滅めつさせた黒田さん、腹を立てて無関係な多くの人に暴力を振ふるった赤坂さん、唆そそのかした青山くん。

　誰もが裁かれるべきだと思う。でも、自分で裁こうと思うほど、僕は彼らに怒りの感情を持っていない。自分には関係ない過ぎたことだという、奇き妙みような達観があった。

　同じ特進生という、当事者意識も何も無い。そのことに気付いて、僕は恐きよう怖ふした。

「キミが一いつ般ぱん人の怒りを語るなんて笑い話だ。諦あきらめと達観、感情を剝むき出しにすることを恥はじと思う文化の形成。怒りの牙きばは丸まっていき、ネット上に『死ねばいい』と一行書いたらスッキリして事実も忘れられる。それが美しい国と呼ばれる、働き蜂ばちの巣の構造さ」

　彼女は一いつ緒しよくたに丸め込む。でも、不思議と反論できない。反論のために思いつく単語が綺麗事でしかないと自分でも分かるから、論破されるのが嫌で誰もが口を噤つぐむ。

　いつも翡翠さんが容よう赦しやなく振るう、現実という暴力だ。

「でも、沢山の人の怒りに、僕たちは共感できます」

「じゃあさ、ボロクソに扱あつかわれているのに、どうして本気で怒って暴れないの。行動しないの。結局さ、意見を書き込んだ文章に、文章が喧嘩を売って、文章で議論するわけじゃない？　──ログを読み返せよ、そして時間の無む駄だだったと気付け」

　翡翠さんの言葉は、いつになく鋭えい利りな刃は物もののように、僕の常識を切り裂さく。

　その暴論に、夜月さんも頷うなずいた。

「私たち記者は、テキストで喧嘩することがどれほど無意味か知っている。それで互いを理解するのは不可能だ。テキストは弾だん丸がんと同じだ、パスの出来るボールではない」

「相手の意見をくみ取りながら、最善を模も索さくするのが正しいんだろうね。でも理想論だ。そんなに賢い選せん択たくを人間はできない。自分の言いたいことを言って終しゆう了りよう、それしか議論の仕方を知らない」

　中学生の頃ころ、合唱会の練習で揉もめて、会議になったことを僕は思い出す。

『どうしてもっとちゃんと練習しないの？』

　その問いに答えはなく、会議で昼休みは終わってしまった。

「賢い人だっている。こうすれば構造を改善できると、行動を起こす勇気ある者もいる。でも、本当に大半の人間は怒りも知らない馬鹿だから、否定から入って、自分を変えようなんて考えることもできない。それがまさに『飼育』の本質なのかもね」

「相手を馬鹿だと最初から決めつける、あなただって同じだ！」

　いい加減、翡翠さんの言いぐさが横おう柄へい過ぎて、僕もまた言い返す。

「それは檻の中の猿さると野生の猿、どちらが賢いかという議論だ。それにはこう答えよう。どちらもそれぞれの環かん境きように合わせた賢い生き方をしている、ただの猿だよ」

　そして、自ら檻の中に入った自じ堕だ落らくな猿の代表は、ニコッと悪びれもせずに笑った。

「だからあたしは、ダラダラ生きるんだ。夜月たちほど、頑がん張ばりたくないからね」

　ほんの少しだけだけど、初めて僕は、翡翠さんのことを理解できた気がする。

　彼女は見捨てたんだ。

　色んな人たちが知ち恵えを出し合って、こうしよう、そうすればもっと良くなるという意見を聞きながら、それでは何も解決できないと結末が分かっているのに、ニヤニヤと笑って動画の行く末を眺ながめている。

　その動画は、ただ何度もリピート再生されているだけなのに、彼女は「次の動画に進んでないよ」という忠告すら、この若さで止やめたんだ。

「知っていることを伝えるのは義務じゃない。あたしは脳みそを空っぽにして、好きな人たちと楽しく生きていければ満足なんだ。他ほかはどうでもいい」

「でも、実際に復讐は起きています！」

　その問いに対して、翡翠さんは宙を見上げて答える。

「元々、復讐をしたのはこっちだ。Ｊくんはサッカー部を滅ほろぼした。佐藤ちゃんはクラスを滅ぼした。シンちゃんはバレーボール部を滅め茶ちや苦く茶ちやにした。それが『飼育部』の入部条件だよ。人間を飼い慣らすには、人間を見捨てて決別しないといけない」

　──ああ、なんということだろう。やっぱりそうだったんだ。僕はただ、佐藤さんの事件は義ぎ憤ふんに駆かられてやったものだと信じていた。でも、そうじゃない。

　彼らは何だっていい、理由をつけて『飼育』という名の復讐がしたいだけなんだ。

「だからやり返される。それは延々と連れん鎖さし続ける。あたしはＪくんが復讐を満足にできるなら、他はどうでもいい」

　そんな翡翠さんの言葉を聞いて、夜月さんがからかうように尋たずねる。

「お前の方こそ、意外だな。そこまで十文字を買っているのか？」

「別にそういうのじゃないよ。大好きだから、助けたいんだ」

「冗じよう談だんはよせ、反吐へどが出る」

「あたしがただの同情で、自分の代で畳たたもうとしていた飼育部を存続させたと思う？」

　室内を無言が満たす。

　えっ。いつもの冗談じゃなくて？　僕と夜月さんは顔を見合わせた。

「……本気、なんですか？　本当に？」

「灰賀くんまでヒドいなぁ。佐藤ちゃんに勝てるか微び妙みようなラインだから、内ない緒しよにしてね。今度は、弱っているところを包容力で惚ほれさせる作戦なんだよ」

「そ、それが理由で、ここまで飼育部の影えい響きよう力を拡大させたんですか？」

「あはは……。なんだか、結果的にそうなっちゃったねぇ」

　臆おく面めんも無く言って、翡翠さんははにかむ。──こんな可愛かわいい、女の子みたいな仕草をする彼女を、僕は初めて見て絶句した。

　十文字くんのことを、というか、人間を好きになる時点で意外なんだけど。

　彼女が嫌がらせや実験の類たぐいではなく、ただ十文字くんへの好意で彼に協力をして、その結果として生徒達に災さい厄やくを振りまいているという事実に戦せん慄りつした。

　──どうかしてる。




「そうか、そうか。つまりきみはそんなやつなんだな」




　そう言って、ゲラゲラと大声をあげて夜月さんが笑った。彼女らしくない挙動に、僕も翡翠さんまでも仰ぎよう天てんする。
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「お前は最高に愚おろかで、最低なほどに世界に対して害悪だ。その名を冠かんせぬ才能を、一人の男に貢みつぐなんて。何が起きたかと思えば、恋こいが目を狂くるわせたとは……。ハッハッハ！」

　あまりの言いぐさに、流石さすがの翡翠さんも露ろ骨こつに眉まゆを吊つり上げる。

「好きな男の子ができれば、夜月にも分かるよ」

「そこまで慕したっているなら、なぜそれを伝えない？」

「無理だよ。彼は復讐がアイデンティティだ。この状じよう況きようで告白しても、あの腐くさって歪ゆがんだ正義感が拒こばむ。だからあたしは、Ｊくんと両思いになるために、シンちゃんを殺した犯人を捜さがそう。そういう意味では、今はキミたちの敵でもない」

　トレーニング機材で横になっていた翡翠さんは立ち上がり、僕らを一いち瞥べつした。

「『飼育部の友情は絶対』だ。あたし達の復讐は終わらせない」

「待ってください！　そうやって姿を消しているから、被ひ害がいが拡大する一方なんですよ！　この現象を止められるのは、嫌いやだけど、もうあなたしかいないんです！」

「もう一度躾け直せって？　やだよ、あいつらはもう『エーミール』になりきってる。同情の余地なんて欠片かけらもない」

「翡翠さん!!」

「Ｊくんや他の連中が、なぜ愚かにも復讐の連鎖を選ぶのか。人を恨うらんだことのないキミには分からないよ。キミは優やさしくて、強くて、日ひ陰かげ者ものにとっては眩まぶしすぎるんだ」

　そう言い放ち、彼女は部屋から去ろうとする。その背中に夜月さんは言った。

「打算的な奴は嫌きらわれるぞ、臆おく病びよう者」

「イタズラと恋れん愛あいは、手加減をしない主義なのさ」

　夜月さんの忠告を無視して、今度こそ翡翠さんは立ち去った。




　５月？日（？曜日）




　春と梅雨つゆの境目が、イマイチ分からないくらいの時期だった。僕はサッカー部が校庭で練習しているのを眺めていた。

　普ふ通つう科かの生徒達の部活だ。対戦成績はどちらかと言えば悪い。勉強時間の方が長いから仕方ないだろう。運動でもして気分転てん換かんする、くらいのやる気しか見られない。

　闘とう志しが感じられなかった。球を転がして遊ぶ、家か畜ちくの放牧のような風景だった。

　その中に、一人だけ犬のような男子がいた。

　彼は群れた羊の中を、気持ちいいくらいの速さで駆け抜ぬける。新しいパフォーマンスのようで、僕の視線を釘くぎ付づけにした。

　ボールが飛んできて、僕の顔面に思い切り命中する。

　彼のことを見ていたから、まったく気付かなかった。足あし下もとにボールが転がる。

　羊たちが僕を見て、恐怖に顔を引きつらせていた。豹ひようが真しん剣けんな目で、牧場を睨にらんでいるようにでも見えたのだろう。そりゃ、怖こわいに決まっている。

「すみませーん！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ギョッとする羊たちを無視して、犬っぽい男子が僕に声をかけてきた。

「大丈夫だよー」

　僕が蹴けって返すと、彼の胸むな元もとにボールが吸い込まれていく。おっ、上手うまく蹴れた。

「ナイスパス！」

　彼は爽さわやかに叫さけぶと、再びコートに戻もどる。サッカーをすることしか眼中にないんだ。

　僕は苦く笑しようして、彼のプレイを見ていた。圧あつ倒とう的で、光り輝かがやいていて、何より楽しそうな姿が、とても眩しく感じられた。あれが本物の才能だ、と僕は思う。

　負けていられないな、と僕は思った。教頭に依い頼らいされた無む茶ちやぶりの数々に嫌いや気けが差していたけど、腐っていたらサッカー部の彼に特進生の座を取られてしまいかねない。

　あのボールのように、無む軌き道どうに頑張ってみよう。やる気と勇気が湧わいてきた。




『名めい探たん偵てい』という謎なぞの演技をして、僕と再会した時には、彼は故障してサッカーの出来ない身体からだになっていた。初めて会った時の話をしても、憶おぼえていないと彼は笑った。

　その笑え顔がおは、サッカーをしていた時のものと違ちがって、喜びが完全に欠けていた。




　９月12日（土曜日）




　寝ねたはずなのに、体が重い。まだいつもの半分くらいしか寝ていないのに、叩たたき起こされたような気分だ。でも、嫌に自然な覚かく醒せいだった。

　頭痛もした。首の付け根の辺りが痛い。ガチガチに凝こっている。

　食しよく欲よくはなかったけど、ちゃんと食べた。アスリートは体が資本だ、何があっても大事にしないといけない。

　待ち合わせの時間には早すぎるけど。何もしたいことがなくて、僕は出かけた。







　土曜日の学校は静かだった。自主練をしている運動部の生徒が数人いるけど、しっかり活動している団体はない。閑かん散さんとしていた。

　特とく進しん棟とうへ向かうと、数人の女子生徒とすれ違う。彼女たちは僕の顔を見ると談笑をやめて、険しい顔をして足早に去った。──顔が怖かったかな。あまり関係ない気もする。

　カードキーを挿そう入にゆうして、特進棟へと入ると、警察の人たちが一階を駆け回っていた。

　赤坂さんの部屋を調べているんだろう。『デミアンＺ』の件や、翡翠さんの言う通り、黒田さんの部屋の爆ばく弾だんの件も調査しているに違いない。

　なぜだろう。いつからかな。

　回想すると、一番に頭に浮うかぶのは９月１日。あの犯行声明を夜月さんが書いた日だ。あの日から、僕を取り巻く全すべての環境は急激に変化したんだ。だったら、全ての原因は、夜月さんだとでも僕は言うのか？

　……そんな風に責任を擦なすり付けてはいけないと、最初に黒田さんに言われたんだ。

　部屋に入って掃そう除じをする。ほんの少し、甘い匂においがする気がした。女子が二人も、僕の部屋に長時間いたからだろう。世間一いつ般ぱんに言うほど、甘い雰ふん囲い気きではなかったけど。一応、芳ほう香こう剤ざいを撒まいて誤ご魔ま化かしておく。

　体の調子は、まったく良くない。メンタル面で言えば最悪だ。

『デミアン』の残りを読んだ。後半はそんなに面おも白しろくなかった。

　シンクレールは、結局何も決められなかった。憧あこがれを見み出いだして、一方的に否定したり、一方的に愛したりした。デミアンや、ピストーリウスという魅み力りよく的な友人が出るまで続く彼の独白は、自発的でもないから退たい屈くつだった。

「戦争になるんだ。人々は有頂天になるだろう。もうみんな、開戦を楽しみにしている。それほど生活が、みんなにとってつまらなくなっているんだ」

　デミアン。退屈だから争うなら、もう既すでにこの世は地じ獄ごくだよ。

　そろそろ時間だ。僕は十文字くんを迎むかえに、校門へと向かう。




　映画を見よう、と夜に十文字くんからＬＩＮＫが来た。

　唐とう突とつで、これまでの経けい緯いとまるで関係のない話だ。僕は理由を尋ねようと思ったけど、思い直して「いいよ」とすぐに返信してしまった。

　彼は立て続けに起きている事件のことで、頭がいっぱいなはずだ。映画を見るほどの余よ裕ゆうはないに決まっている。十文字くんもまた、真相に近づきつつあるんだ。

　少し早かったけど、十文字くんが来ていた。

「あ、丁度良いいところに」

　僕は声をかける。

「今日は付き合ってもらって、本当に悪いね。大会が近いんだろう？」

　十文字くんの質問に、僕は目を逸そらして、自分に言い聞かせるように語る。

「知り合いが死んでるし、怪け我が人も出て、人生が狂った人もいるんだよ。他人面づらをする程ほど、僕は特進生になりたくないから」

「そういえば、『人並みの倫りん理り観を持っているのが取り柄え』だったね」

　誰だれに言われたんだっけ。──もう、思い出せない。

「……今は、前よりも自信がないや。エーミールは酷ひどすぎる」

「同感だ」

　そのまま、特進棟に入る。すると、調査をしていた警察の中から、熊本さんが現れて、十文字くんに声をかけてきた。

「よう。昨日は世話になったな」

「いえ、構いませんよ。刑けい事じさんたちも、特進棟に入れるんですね」

　今はそれどころじゃない、忙いそがしいんだ。僕は二人の間に割って入る。

「熊本さん。僕は十文字くんと、大事な話がしたいんです。後にしてください」

　口調が厳しくなっているのは分かっていたけど、内心僕もピリピリしていた。

「お、おっと、そうか。すまん。じゃあ、日を改めるわ」

　僕が不ふ機き嫌げんだということが通じたのか、熊本さんはあっさり引き下がる。早足で部屋へと向かい、僕は施せ錠じようした。

「助かったよ、灰賀選手。あの人は白丁花と一いつ緒しよで、ネチネチしててね」

「悪い人じゃないのは分かるけど、気分の良い人じゃないよね。でも、ああいう人って、世の中に必要だと思うな」

「役割をこなせ、か」

　十文字くんが感かん慨がい深そうに言うので、僕も頷うなずく。

「この一週間で、僕もやっとその意味が分かった気がするよ。今だから言えるけど、僕は十文字くんたちと、もっとちゃんと向き合うべきだったのかも」

「キミの友人で光栄だ。ふざけて使っても、この言葉に偽いつわりがあったことはないさ」

「……ありがとう」

　十文字くんは鞄かばんの中から、レンタルした映画を大量に取り出す。パッケージがないから、一目ではジャンルも分からない。

「何にするかね？」

「人が死なないやつなら、何でも」

「ほぉ、意外と難しい注文だね。邦ほう画がだったら無難かな……？」

　適当に選んだ映画を、部屋の隅すみにあるあまり大きくないテレビで見る。

　最初のシーンは、主人公の親の葬そう式しきだった。

「酷いな」

「最悪だよ」

　二人で少し笑って、それを鑑かん賞しようする。

　主人公は親の死の謎に関かかわる人に、聞き込みをしていく。この時点で、僕は映画のチョイスを本当に誤ったと後こう悔かいしていた。

「フランスには、いつ行くんだい？」

「９月の18日だよ。シルバーウィークの前」

「そうか。それまでに、全て片が付くといいね」

「うん」

　男二人で映画を見る、というのは華はなもなければ会話もない。翡翠さんはケラケラ笑う、佐藤さんは変なＬＩＮＫを送る、夜月さんは馬ば鹿かにするだろう。

　でも、そんな平へい凡ぼんな時間を、僕はずっと楽しんできた。何か話題を探してみる。

「僕は、人を恨うらんだことがないみたいなんだ」

　十文字くんにそれを言えたのは、映画の主人公が親の敵かたきの正体を知った場面だった。

「こんな顔だし、嫌いやな気分になることは多いけどね。でも、最終的に全部、自分が悪いんだって思っちゃうんだよ。指し摘てきされて、初めて気付いたけどさ」

「それはキミの強さだ」

「違う。僕は考えなかっただけだ。目を逸らして、逃にげ続けた。だから足が速くなった。僕はそういうやつなんだよ」

　あの９月１日から、明確に変わったと思うことがここでハッキリと分かった。僕は考えるようになった。翡翠さんが『怒いかり』を奪うばうことが飼育の一つの方法だと言ったように、僕は思考を放ほう棄きすることで、ただ飼われることを選んでいた。

　その方が、気楽だったからに違いない。物事と真剣に向き合うことから、逃げたんだ。




「『飼育部』のことは、誰から聞いたんだい？」




　十文字くんの質問に、僕は答えずに俯うつむく。沈ちん黙もくは肯こう定ていなり。

　彼もまた、翡翠さんと同じく、僕が『悪党』の名前を出したことに疑念を持ったらしい。注意をしたつもりだけど、僕はもう、あの時点で既にバレバレな失言をしていたんだ。

　隠かくし事や噓うそなんて、慣れないことはするもんじゃないなぁ。

「……うん、夜月さんだ。あの人に、一方的に聞かされた」

　十文字くんは、愛用のブルドッグパイプを片手に冷静に尋たずねる。

「それを私たちに伝えなかったのは、なぜかな？」

「夜月さんに口止めされたんだよ。でも、何より僕は、信じたくなかった。黒田さんと青山くんにも、夜月さんの紹しよう介かいで会ったんだ。だから、情報が正しいことを知っていたし、十文字くんたちを見て『飼育部』のことも正しいんだって、分かっちゃったんだ」

「なら、私も誠意で応こたえよう。夜月の言っていることは、それほど誇こ張ちようではないよ。多分、ほとんどが事実だ」

　やっぱりそうなのか。僕は頭を抱かかえる。

　彼らは部活やクラス単位なんかじゃない。もっと様々な方法で、学校の生徒全員を飼育していたんだ。だから、彼らが被ひ害がい者しやとなって目立った今、世間に糾きゆう弾だんされるべきだと、飼われていた生徒達は一いつ斉せいに暴れ出したんだ。

　飼育される側というのは悲しいものだ。飼う側が恨めしい。存在が許せない。

　気付くと、僕は泣いてしまっていた。彼らの抱える闇やみに寄り添そうどころか、僕自身が光になってしまい、その闇を一層濃こくしてしまっているという事実が心苦しかった。

「説教があるなら聞こう。それがせめてもの詫わびだ」

　優やさしく十文字くんが聞くけど、僕は首を横に振ふる。

「開き直られたって、どうにもならないからやめておくよ。それに、僕は君たちを非難する資格がない。ずっと逃げていたんだから」

「それが恐おそらく、人として正しい」

「そう思うなら、最初からやめてほしかった……」

　十文字くんにハンカチを渡わたされて、僕は涙なみだを拭ぬぐう。この思いやりを、どうして他人にできなかったのか。それが理解できない。

　映画で、主人公が恋こい人びとに、復ふく讐しゆうはやめろと諭さとされていた。

「復讐は、やってはいけないことかい？」

　十文字くんの単純で難解な質問に、僕は少し間を置いて答える。

「……いけないことだよ」

「なぜだ？　新谷は死んだんだよ、犯人も死ぬべきだ」

　激しく貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながら、苛いら立だった様子で言う彼を説得する。

「新谷さんは、以前に中学校で親友を裏切って殺してしまった『悪党』なんだ」

「だからどうした」

「赤坂さんは黒田さんの部屋を爆ばく破はして、青山くんに陥おとしいれられたんだ。皆みんなが皆、裁かれるべきだったのかもしれない。でも、それを君がやる必要なんてない」

「関心のない話だ」




「全部、夜月さんの新しい真聞、『ハンムラビの復讐』に書かれていることなんだよ！」




「奴やつの思い通りだろうと、どうだっていい。私は必ず復讐を行う」

　話の半分も聞いていないのだろう。彼は僕の言うことに、耳を塞ふさいで泣きじゃくる子供のように、何の反応も示さない。自分にとって都合の悪い事実を、認めようとしない。

　その目はただ、憎ぞう悪おに満ちていた。彼がしたいのは復讐なんかじゃない。

「それじゃ、ただの憂うさ晴らしじゃないか……っ！」

　十文字くんはこれ以上、罪を重ねてはいけない。そうじゃないと、哀あわれを通り越こして、彼はただの愚ぐ者しやになってしまう。

「……そんな綺き麗れい事を鵜う吞のみにするほど、灰賀選手が愚おろかだと、私は思っていない」

「いや、被害者がそう思うのを防いで、先に犯人を捕つかまえて法律で公平に裁いてもらう。それが警察の仕事で、名めい探たん偵ていの本来の役割だよ」

「ハハハッ、そういえばそうだね」

　僕は思い切りビンタした。信じられないものを見るような目で、彼は僕を見つめる。罵ののしられようと構わない、目を覚ましてほしかった。

「すぐにでもやめてほしい。手て遅おくれになってからじゃ、僕は嫌だ」

「謝らんよ。答えはノーだ。新谷を殺した奴を、私は絶対に許さない」

　翡翠さんの言う通りだ。彼は本当に、その腐くさって歪ゆがんだ正義感のせいで、復讐することを止められない。そんな確たる意思を感じた。

「沢たく山さんの人に迷めい惑わくがかかっているんだよ」

「それがなんだ。だからどうした。『目には目を、歯には歯を』。新谷の死は、相応の罰ばつで償つぐなってもらう」

「『その意味を、多くの人が誤解している』！」

　僕は力説する。

「ハンムラビ法典の一番重要なのは、前文だよ。『正しき法、それは強者が弱者を虐しいたげぬこと。悪事と不正を無くし、子供と老人に恵めぐみを』。これが、ハンムラビ法典の事実だ」

「それも夜月の入れ知ぢ恵えかい？」

「自分で調べたんだよ。事実はこれだけで、十文字くんたちにとって、都合の良いいことはなかった。それだけなんだ」
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　そう言うと、十文字くんは苦く笑しようして言う。

「この世に真実などない」

「あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけだ。夜月さんは、そう言った」

「それは悪党のセリフだ」

　違ちがう、そうじゃない。事実から目を逸そらしちゃいけないのは、当たり前なんだよ。

「夜月さんは事実を追っているだけだよ。教えて、翡翠さんはどこにいるの？　あの人が最後の鍵かぎになるはずなんだ。たとえ、最悪な形になっても、あの人ならエーミールを止められるかもしれない」

　もう、十文字くんに直接聞くしかない。犯人が見つかる必要はないんだ。彼が頼たのめば、翡翠さんは必ず学校に戻もどってくるだろう。

　それだけで、全すべては一度収まる。歪いびつな形でも、まだ修正できる。

「上手うまい交こう渉しようだが、無理な話だね。私は師し匠しようの居場所を知らない。知っていたら、師匠を売ってしまいそうな魅み力りよく的な提案ではあるが。どちらにせよ、私は師匠を裏切らない」

　でも、十文字くんは断固として聞き入れてくれなかった。その堅かたい絆きずなで結ばれた師し弟てい関係を羨うらやましく思い、苦々しく思い、やるせなさに思考が支配される。

　こんなに互たがいを思い合っているのに、どうして二人は幸せになる道を選ばないんだ。

「灰賀。願わくば友人として、正直に教えてほしい。夜月は黒なのか？」

　難しい質問だった。様々な原因は彼女にあるけど、それはただの結果だ。

「あの人は、殺人なんてしない。黒田さんの部屋に放火もしないし、赤坂さんの号外については『出来が悪い』って凄すごく怒おこってた。夜月さんがやりたいのは、ただ真聞を書くことだけだよ」

「……そうか。キミが言うなら、そうなんだろうね」

　生返事だった。もう、彼は僕のことなんて、まるで信じていないんだろう。それくらいに、十文字くんが僕を見つめる目は、無機質で、無感情だった。

「恨むなら、私を恨んでくれ。名探偵は嫌きらわれ者なのさ」

　映画の途と中ちゆうだったけど、十文字くんは立ち上がる。

　主人公が復讐の虚むなしさに気付き、恋人の前から姿を消す。彼が向かうのは死地だ。

「……十文字くん。君は名探偵なんかじゃない」

　名探偵は裁かない。そう言っていたのは、君じゃないか。

「そんなことは、自分が誰だれよりも知っているよ」

　十文字くんはいつもの鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶって部屋を出て行く。こんなにも速くなったのに、相手の背中が見えているのに、まったく追いつけない。止められない。

　何のために、走り続けてきたんだ。何も守れてないじゃないか。

　僕はただ、自分の無力さを恨み、嗚お咽えつをあげることしかできなかった。

　そんな時、電話が鳴る。青山くんだった。涙を拭って、僕は電話に出る。

「ハッハッハ！　美味うまい話をしよう、これは共有すべきだ！」

「──聞きたくないよ」

　上じよう機き嫌げんな青山くんは、今の僕がいかに落ち込んでいるか、まったく気にも留めようとはしない。




「十文字が、先ほどまで貴公の部屋にいただろう」




　……思考が停止する。彼は翡翠さんと知り合いだし、十文字くんとも会ったことがあるのは知っている。でも、それをイチイチ覚えているほど、彼が普ふ通つうであるとも思えない。黒田さんと一いつ緒しよで、一いつ般ぱん人には興味が無い男だ。

「どうしてそれを？」

「奴にはどこまでバラした？」

「……ほとんど聞いてなかったと思う。説得したけど、無む駄だだった」

　ふーむ、と青山くんは唸うなった。

「ハンスのように、くだらん男だな」

　そんなことはない。僕は唇くちびるを嚙かみしめる。

『車輪の下』の主人公ハンスは、優ゆう秀しゆうであったにもかかわらず、友人を裏切ってしまって苦く悩のうし、再び友情を確かめ合うも、周囲の視線や、維い持じしなければいけない成績、侮ぶ蔑べつと期待の全てを背負いこんでしまって、心を壊こわした。

　ハンスは故郷に戻り、職人の道へ進んだものの、彼の弱った神経では、その荒あら々あらしい世界にも耐たえることができなかった。結果、彼は慣れない酒を飲み、川に落ちて死んだ。

『模も範はん生』は、とてもくだらなく死んでしまったんだ。

「ハンスは、誠意と正しく向き合おうとしたんだよ」

「違うな。エーミール・ルチウスのように、適当に生きて趣しゆ味みに没ぼつ頭とうすれば世よ渡わたりに困ることはない。身の丈たけに合わない『役割』を背負って死を招いた愚者だ」

「君は──」

「ああ、その話は今度にしよう。スープが冷めてしまう」

　青山くんは笑って会話を遮さえぎる。

「いや、なに、簡単な話だ。この学校は、昨日の時点で教育機関として崩ほう壊かいしただろう」

「君のせいだけどね」

「おかげで檻おりが完全に壊れた。貴公は翡翠を説得しようとしただろう？　残念だったな。翡翠がいようと、もうこの学校の復讐の連れん鎖さは止められん。そうなれば、一番に襲おそわれるのは誰だと思う？」

　僕は絶句する。慌あわてて十文字くんに連れん絡らくしようとした。

「惜おしいな、灰賀。仮にも十文字は実行隊、飼育部の恐きよう怖ふの象しよう徴ちようだ。我が輩はいはハンバーグより先に、地味で味気ないマッシュポテトから食べる主義なのだよ」




　そうだ。十文字くんよりもか弱くて、襲われたら悲鳴も上げられない、彼の大事な助手の行方ゆくえを、僕はまったく把は握あくしていない。




　僕はクローゼットから、白い布の塊かたまりを急いで取り出して身に纏まとう。

「ああ……。実に良い、この展開は我が輩にとって好みだ」

　投げ出した電話から、青山くんの声が漏もれる。

「ハハハ、十文字の奴、良いスプーンを手に入れたぞ！　行け！　ロバに乗った名探偵！　有う象ぞう無む象ぞうをクルトンのように潰つぶせ！　早くしないと、コーンスープがミネストローネになってしまうからなぁ!!」

　てるてる坊ぼう主ずに着き替がえ終えた僕は、その不ふ愉ゆ快かいな声の出る電話を切り、十文字くんに電話する。出ない。佐藤さんに電話する。出ない。

　特とく進しん棟とうを慌てて抜ぬけ出して、最上階へとよじ登る。目を凝こらすと、自主練をしていた数人の生徒が、静かな体育館に目を向けていた。──あそこだ。

　僕は特進棟から飛び降りると、全力で走る。途中で生徒とすれ違うと、彼らは悲鳴をあげて腰こしを抜かした。知ったことじゃない。

　ようやく体育館に辿たどり着く。最速だったけど、僕にとっては遅おそすぎるタイムだった。

　中から怒ど号ごうが聞こえて、土足のまま体育館に入ると、用具入れから凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびいていた。僕は慌てて飛び込む。

　血が飛び散っている。奥では佐藤さんが、返り血を浴びてぐったりしている。

　楽しそうに、十文字くんは数人の生徒をスコップで殴なぐりながら笑っていた。

　何がスタートの合図を待つだ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。格好つけておきながら、僕はその音にも気付かずに、行ぎよう儀ぎ良よく待って、間に合わなかった。

「お前もやるか？」

　十文字くんが、笑え顔がおで僕を誘さそう。頭が真っ白になって、気付くと用具入れには、僕以外に意識の残っている人はいなくなっていた。




　間に合ったら、止めたんだろうか。──今となっては分からない。

　僕は大切な親友を失ってしまった。

　それがただの事実だ。
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　９月13日（日曜日）




　あの後は、色々と早く片付いた。

　誰かが警察に通報したんだろう。僕が用具入れからこっそり出ると、入れ替かわるように熊くま本もとさんたちが走ってきて体育館に入った。僕は体育館の舞ぶ台たい裏で息を潜ひそめていた。

　救急車が校内まで入ってきたんだろう。サイレンの音が聞こえる。

　十じゆう文もん字じくんと佐さ藤とうさんを含ふくめて、七人が運び出された。十文字くんは途中で目を覚まして、暴れて抵てい抗こうした。

「僕はエーミールだ！」

　彼はゲラゲラと笑いながら、救急隊員を殴り飛ばした。数人の警官が彼を押さえつけて、手て錠じようをかけた。

「僕はエーミールだ！」

　それでも、十文字くんはずっと笑っている。その笑い声が、のろまな僕を嘲ちよう笑しようしているようにも聞こえて、ただただ、後こう悔かいに震ふるえた。







　家に帰って、僕は寝ねた。気分が悪かったからだ。

　携けい帯たい電でん話わが数回鳴ったけど、出なかった。うるさかったから、電源を切った。

　僕は遅い。のろまだ。間ま抜ぬけで、誰の助けにもならない。遅い。遅い。遅い。

　浅い睡すい眠みんと覚かく醒せいを繰くり返して、目が覚める度たびにスポーツ飲料を飲み干した。辺りは暗くなり、気付けば朝になっていた。僕はベッドに寝込んだまま、そこから出ようとまったく思わなかった。

　ニチアサが始まる時間だ。何年も欠かさず見ていた番組なのに、見る気にならない。僕はヒーローになれなかった。誰も助けられない、ちっぽけな存在だ。

　インターホンが鳴る。無視して寝ていると、解錠される音が聞こえた。

「大会の日程の打ち合わせに来たんだが、体調不良かな？」

　その声に驚おどろいて、僕は飛び起きて姿勢を正す。教頭が、僕の部屋にいた。

「椅い子すを借りていいかい」

「ど、どうぞ……」

　こんな状じよう況きようでも、この人に対する畏い怖ふは変わらない。教頭は椅子に座り、スマホを取り出して操作する。いつものように、日程を確かく認にんしているんだろう。

「予定通り、９月18日に空港のロビーで集合だ。私も同じ便でフランスに渡わたることになったから、丁度良い。今後について、道中ゆっくり話そう」

「そんなことをしている場合なんですか？」

　特進科の名声は地に落ちた。学校では、暴力事件が立て続けに起きている。教頭が何の責任も取らずに、無事でいられるはずがない。

　そんな僕の予測を嘲あざ笑わらうように、教頭はいつものシールのような笑みではない、意地悪な表情を浮うかべた。

「逆だよ。やっとあんな小さくて退たい屈くつな学校から、君たちを解き放つ時が来た。『悪党』の連中は、見事に役割を果たしたことになる」

　その言葉を聞いて察する。連れん携けいの取れていない『悪党』たちのスタンドプレイの数々。

　夜よ月づきさんは「想定外の事態だ」と言った。黒くろ田ださんは「計画に支障が出る」と言った。青あお山やまくんは「日本がひっくり返る」と言った。翡ひ翠すいさんは「タイムオーバー」と言った。

　彼らの指すのは、それぞれ違ちがうようにも見えるけど、この結果へと至るピースだ。一つずつ当て嵌はめていけば、最悪の結末を、最初から全員が知っていたことを意味した。




「あなたが全部悪いのか!!」




　僕は教頭を問い詰つめる。

　あろうことか、この人は生徒を使って、あの学校を滅ほろぼそうとしていたんだ。

　教師である誇ほこりすらも捨てて、生徒に人道を外れろと命令したんだ。

「間ま違ちがってはいないけど、正しくもない」

　教頭は僕の怒いかりを涼すずしげな顔で受け流す。

「私たちの目的はたまたま、偶ぐう然ぜん合がつ致ちしただけに過ぎないんだ。夜月くんは『真聞』を書くために、黒田くんは『復ふく讐しゆう』をするために、青山くんは『不幸』を楽しむために、それぞれの歩調を合わせただけだよ。私は単なる仲ちゆう介かい役さ」

　今さら噓うそをつくような、往生際ぎわの悪い人ではない。それぞれの望むことだった？

「……どういうことでしょう」

「特進科の政治利用が、度を過ぎるところまで来たからね。同じ事が二度と起きないよう、徹てつ底てい的に潰すことにしたんだ」

　教頭の動機はシンプルだった。それは僕も危き惧ぐしていたことで、現実、黒田さんの研究はそれ以外の何でもない。

　高校生が背負うには重すぎる業ごうを、皆みんなが抱かかえていた。

「終わらせ方については、穏おん便びんでスマートにするつもりだったけど、最終的には黒田くんの意見を採用した。青山くんは彼の動向を探さぐるために同調した。ただ、夜月くんを納なつ得とくさせるのは流石さすがに骨が折れたよ。彼女は、特進生の中でもやはり特別だ」

　この酷ひどい惨さん状じようは黒田さんが発ほつ端たんなのか。そう思うと、それはそれで疑問が残る。彼ほど普ふ通つう科かの生徒たちに興味のない特進生もいないはずだ。青山くんが不思議がるのも、無理はないだろう。

　そして意外な事実が、僕をほんの少しだけ安心させる。

「夜月さんは、反対派だったんですね。不ふ可か侵しん条約はどうって、文句を言ってました」

「結果的にその通りだった。まったく、翡翠に聞かれたら笑われてしまうよ」

「笑ってましたよ」

　そう言うと、教頭は目を丸くして、ふふふと声をあげて小さく笑う。

「翡翠は、私の親しん戚せきなんだ」

　──ああ、全すべてに合が点てんがいった。道理でこの人と翡翠さんは、何か根本的な部分が似ていると思ったんだ。そして、翡翠さんの形容しがたい『才能』を見み出いだしたのも、それはそれで当然と言える。

「縁えん故こ採用するほど愚おろかではないよ。ただ、彼女は間違いなく『天才』だ。だから特進生にしたんだけど、計画に難色を示してね。私の下もとから去ったんだ」

　だから、翡翠さんは何も知らないんだろう。でも、あの人にはもう、僕らがここで会話している内容は何となく分かっているんだ。

「僕だって協力しません」

「そこが最大の問題だと、夜月くんもずっと言っていたな。その通りだった。君がいると悪意のある計画は簡単に破は綻たんしかねない。彼女に委細を任せて正解だったよ」

　木偶でく人形、と翡翠さんは僕を喩たとえた。まったくその通りだ。

　そのせいで、僕は速く進んでいると余よ裕ゆうの気持ちでいたのに、気付けば周回遅おくれまで取り残されてしまったんだ。

　だから、僕は十文字くんを救えない。佐藤さんも守れない。新しん谷たにさんは死んだ。

「そして、こうなったんですね」

「そうだ」

「あんたは最低のクソ野や郎ろうだ!!」

　憎ぞう悪おをこめて、教頭を罵ば倒とうする。でも、この人はニンマリと笑うだけだ。

「灰はい賀がくんの口から、そんな言葉が聞けるなんて、私以外には中々いないだろう」

　それは誇らしげにも見えて、僕は余計に腹が立った。

「この一週間は、特進科は『自習』とする。それじゃ、金曜日にまた会おう」

　用件は済んだ、と言わんばかりに教頭は足早に立ち去った。室内で格かく闘とうになることを嫌いやがったんだろう。僕はもう、殴なぐりかかる寸前の体勢でいた。

　相手がいなくなり、僕は冷静になる。今度こそ、スタートの合図だ。

　世界の『最速』を甘く見るな。二周遅れなら、追い抜ぬけば三度殴れるぞ。

　僕はその場で全ぜん裸らになり、シャワーを浴びに行く。まずは切り捨てろ、無む駄だを流せ。

　冷水を浴びて、熱くなりすぎた頭を冷やす。状況を打開する手に、心当たりがないわけじゃない。スタート地点からやり直せ、その場所を見誤るな。

　校門の落書きが発端か？　違う、あれは犯罪者を生み出す装置に過ぎない。

　新谷さんの殺害か？　違う、むしろイレギュラーだ。これほど騒さわぎが大きくなるのを、望んだ人は誰だれもいない。強しいて言うなら青山くん、だけど事件まで彼は無関心だった。

　誰もが使った強い言葉を思い出せ。

　想定外。不確定要素。珍めずらしい。期待外れ。つまらない。

　……つまらないは、悪党にとって堅けん実じつなことだ。でも、破綻するようなリスクを背負うことを喜ぶギャンブラーじゃない。不確定要素は、どうして認められたんだ。保険があるはずだ。多少でも、強ごう引いんに舞台を動かせる保険。その保険をかけるべきなのはどこだ？




　飼育部だ。確実に彼らが動く状況を作らなければ、事件は最初から起きない。




　着き替がえて、僕は一いつ泊ぱく程度ならどうにかなる旅支じ度たくを手早く済ませて、リュックを背負い家を出る。まずは、黒田さんの出した計画の原案を辿たどろう。







　総合病院の受付は、日曜日でも多くの人で溢あふれていた。僕は受付のお姉さんの所へと歩を進める。

「０４０３号室の黒田さんに用事のある灰賀です」

　お姉さんは真っ青になって急いで電話する。恐おそる恐る、僕の顔色を窺うかがいながら言う。

「今は出られないとのことですが……」

「いるんですね、ありがとうございます」

　礼をして、僕は職員用のエレベーターに乗り、０４０３号室に向かった。

　無くなっている。

　先日訪おとずれたその部屋は「１４０３号室」になっていて、ドアを開けても小さな会議室となっていた。──ああ、なるほど。頭に０って、おかしいとは思ったんだ。

　なら、逆に考えろ。受付のお姉さんは芝しば居いを打ったのか。違う、きっと別の単語に反応して連れん絡らくしたんだ。前に訪れた時、僕は何と言ったか……。




『すみません。０４０３号室に、予約のある者ですが』




　０だ。頭に０がつく以外の共通点がない。僕はフロアを駆かけ抜け、頭が０になっている部屋を探す。そして、ついに０４２７号室を発見した。

　ノックもせずに入る。荷物を背負った黒田さんと鉢はち合あわせした。

「……参りました速いですね」

「それだけが取り柄えですから。お話を伺うかがいたいんですけど」

　今度こそ間に合った。受付まで聞きに戻もどっていたらアウトだっただろう。エレベーターは遅おそくて好きじゃない。

「私も死にたくはないので、こうなれば洗いざらい吐はきましょうか」

「そこまで物ぶつ騒そうなことは考えてません」

「──鏡を見ることをオススメします」

「今はこれも武器です」

　黒田さんは両手をあげたまま、部屋へと戻る。椅子に深く座った。

「全員の『悪党』と連絡が途と絶だえました。根回しして潜せん伏ぷく先の予約も済ませていたんですが。最速くんが来たと連絡があったので、これはついに私も口くち封ふうじに遭あうのかと諦あきらめているのが現状です」

「黙だまらせませんよ。今度こそ、真聞の取材をさせてください」

　そう言うと、黒田さんは顎あごに手を当てる。

「なるほど。確かに記者の助手らしくなりましたね。さて、全部を話すというのも長くて仕方ない。質問をどうぞ」

「『悪党』について、あなたが考えた計画を全て」

　今さらすぎる質問だ。でも、これを聞かなければ何も始まらない。

「主しゆ軸じくは私に関するスキャンダルです。特進生『薬くす師し』の黒田の作った薬は劇薬だ、それを世間に公表するだけで名声はなくなります。その煽あおりを格闘王が受けてくれれば彼女は自動的に暴ぼう力りよく沙ざ汰たに走るマシンになる」

「その通りでしたね」

「最終的に、タイミングをデブに握にぎられた結果となりますが。概おおむねは予定通りですデブはやはりせっかちで良くない」

　つまり、この人は赤あか坂さかさんを最初から嵌めるつもりだったんだ。その中には僕も含ふくまれていたんだろう。『デミアンＺ』を配るというのはそういうことだ。

　この人は、赤坂さんに復讐されて当然のクソッタレだ。

　ただ、理解不能な点がないわけでもない。

「疑問がいくつかあります。それと『エーミール』に何の関係が？」

「私は文学が人に与あたえる影えい響きようというものに興味がありません」

　いつか言ったようなことを、黒田さんはもう一度繰くり返し言った。

「最大の理由として『致ち命めい傷しようにならない』ことが挙げられます。これだけなら私と格闘王を切り捨てれば特進科は形けい骸がい化しても存在できる。それは教頭が最も望まない形です。別解として他校が新たに特進科を設立するのも阻そ止しできません」

「スマートに畳たたむ、というのを教頭がしなかった理由はそこですね」

「ええ。教頭の罪は『前例』を作ってしまったことです。社会は究極的に『前例』を嫌きらいます。それがあったなら今回もいいだろうという連れん鎖さは延々と続く。復ふく讐しゆうと似たようなものですよ。あの人ならいざ知らず凡ぼん人じんは特進生を制せい御ぎよできません」

　その返答は、言い得えて妙みようだった。前例さえあれば許されるという風潮は、間ま違ちがいなく存在する。その前例を作るのが、教頭が集めた特進生という女じよ王おう蜂ばちだ。

　働き蜂は、その作られた巣で『役割』を延々と繰り返すことに抵てい抗こうしない。

「その状じよう況きようで行きづまっていたところに解答を出したのが記者でした。『エーミール』というありもしない存在で巨きよ大だいな復讐の輪を作り上げ、普通科も巻き添ぞえに自じ滅めつさせる。私は不確定要素に頼たよる気はありませんでしたが『飼育部』の存在が見解を大いに狂くるわせました。それで、実行は今年になったわけです」

　飼育部を利用することは、夜月さんの提案なのか。確かに、彼らについて詳しよう細さいな情報を持っていたのは、あの人だけだ。

　それでも「想定外の事態になった」というのは、疑われるべき飼育部から真っ先に『被ひ害がい者しや』が出てしまったことだろう。何かしらの事件の容疑者に仕立て上げられて、無意味な復讐の応おう酬しゆうが始まるというのが、彼らの『役割』だったのかもしれない。

　それなのに、死人すら出る本当の復讐が始まってしまった。その極きよく端たんな『前例』が誕生してしまい、この『エーミール事件』は本当の地じ獄ごくと化したんだ。

「黒田さんが、エーミールや新谷さんに関かかわっていないのは分かりました。一応、それで僕は満足です。これ以上、あなたと話しても時間の無駄だ」

「……はぁ」

　彼は首を傾かしげて、僕をジロジロと観察する。前ならその視線に緊きん張ちようしただろう。

　でも、もうそんな恐きよう怖ふは無駄だ。徹てつ底てい的に省いて走らないと間に合わない。

「一つだけ。これだけが分かりません。どうして自滅の道を選んだんですか」

　さっきから、違い和わ感かんがあったのはこれだ。どんな形であれ、黒田さんが犠ぎ牲せいになるのは確定的だった。それなのに、この人はそのことにまるで無関心に見える。

　自殺志願者のように、無感情で機械的で虚うつろな目で彼は語る。




「私は天才ではありません。少しだけ、化学の知識があるだけの高校生です」




　ここに来て、彼の口からそんな言葉が出て、僕は不ふ審しんに思った。

「謙けん遜そんですか？　らしくもない」

「事実です。私は薬なんて一いつ切さい作れない。おかしいとは思いませんでしたか？　高校一年生の段階で、新薬の開発に携たずさわる機会なんてものがそもそもあるわけないでしょう」

　言われてみたらその通りだけど、それを言ったら元も子もない気がする。

　……元も子もない？　まさか、そんな。

「私は傀かい儡らいです。飛び級でアメリカの大学に飛ぶ予定だったのを引き留められ、莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを受け取り『薬師』として一つのブランドを形成する。日本の高校生の業績となれば、スター性は非常に高い。ただそれだけの広こう告こく塔とうでしかないのですよ」

　予想外の事実に、情報の整理が追いつかない。

　黒田さんが、本当は薬を作ってない？

　それじゃ、特進生って何なんだ。日本の未来を担になう輝かがやかしい才能は誰が証明するんだ。

「で、でも『デミアンＺ』はそもそも──」

「私を切り捨てるという合意のもとに世界がそれを依い頼らいした。あと、お忘れかと思いますがアレはとある劇薬を作る過程でできた副産物に過ぎません」

「──まさか！」

　聞いたことがある。サプリメントは研究過程で誕生した、ただの偶ぐう然ぜんの産物に過ぎないと。本当に作ったのが彼でなくても、誰かがそれを作ってしまったんだ。




「認にん知ち症しよう治ち療りよう薬、通つう称しよう『ルチウス』。現在、多くの病院で既すでに実用化が進んでいるクソ薬ですが。一時的に脳内ホルモンを活性化させて回復しているように見せるだけで、アレは蓄ちく積せきすることで血けつ栓せんを作り、脳のう梗こう塞そくや心筋梗塞を引き起こす欠けつ陥かん品です」




　絶句した。エーミール・ルチウス。『車輪の下』に登場する利口な悪ガキ。

　だけど、ハンスのような無理もせず、理想主義でもない、誰よりも堅実な努力家。

「二年もしないうちに、投とう与よした患かん者じやの多くは死に至るでしょう。薬学史に残る大虐ぎやく殺さつが、もう終わっているんですよ。格かく闘とう王と昏こん倒とうした探たん偵ていには９月10日を含めて二度も、教頭の指示で多量の『ルチウス』を投与しました。彼らの精神は、さながら月へと向かうチャレンジャー号と同じです」

「どうしてそんなことを許したんですか!!」

　叫さけばずにはいられない。彼もまた、助けられない場所まで、とっくの昔に望んで進んでしまっていたんだ。

「教頭も言ったはずです。人間は『役割』を失った同族をも支えようとする、非生産的な種族だ。この国の抱かかえるデリケートで難しい問題に対して土足で踏ふみ荒あらし虐殺という形で抜ばつ本ぽん的に解決する。私は多くの人間から恨うらまれるでしょう『悪党』ですからね。ストレスは他人に擦なすり付けるのが一番気持ちいい人間とはそういうものだ」

　そんなことはない、その人達にも人権がある、愛する家族だっているんだ。

　口にしようとしたけど、言葉は喉のどから出てこなかった。

　なぜなら、そう語る黒田さんの表情が、今にも泣き出してしまいそうなくらいに歪ゆがんでいたからだ。

「──木きの下したの父は、彼女が小学生の時に若年性の認知症にかかりました。そこから家庭が崩ほう壊かいするのは、本当にあっという間でした」

　黒田さんの力ない呟つぶやきは、大根役者のように芝居がかっていて、僕を冷めさせた。でも、彼はこれまでと違ちがって、本音を語っているということだけは伝わった。

　単純に、黒田さんは感情の出し方を、もう忘れてしまっているんだ。

「私はただ、子供心に彼女の力になりたかった。それだけのために、医学書も取り寄せて、読めないから多国語を覚え、理解できないから理数を学び、解決できないから大学へ行きその手の権けん威いに研究を申し出ただけです。歓かん迎げいされましたがそんなものはまったく望んでいない私はただ木下を助けたかっただけだ。だがあまりにも時間がかかりすぎた!!」

　こんな大声を出す黒田さんを見たのは、世界で僕だけだろう。それくらい、彼は哀あわれでみすぼらしかった。

「木下はそのストレスを他人に擦り付ける快楽に溺おぼれ、そのまま溺でき死ししてしまいました。残ったのはただ、木下が親友を死なせたという事実と、それによる炎えん上じようで彼女が社会的に『悪党』とされて罵ば倒とうされた事実と、私が天才などと呼ばれるという事実だけでした」

　何度も、執しつ拗ように事実という単語を使う。

　それが絶対的なものだと、黒田さんは体験として知っているのだろう。

「私は欲ほつさなかったが、世界が私を欲した。私という幻げん想そうがいれば人々は熱ねつ狂きようする。その熱狂を利用して、これまでの歪んだ車輪を一度外して組み直そうという人たちがいただけです。その車輪の下にどれだけの人が押し潰つぶされても、やがて新たな調和が生まれます。その後の世界に私は興味がありません。ずっと探していた木下はもう死んでしまった」

　一気に語った後、彼は僕に問いかける。

「……教えてください灰賀くん。私はどうするのが正しかったのでしょう」

　とても難しい話だ。

　僕なんかでは、彼の苦しみも悲しみも、まったく共感してあげることはできない。そんな壮そう絶ぜつな物語だ。

　少しだけ考えて。僕は高校生らしい、難しくないありふれた返事をした。

「木下さんに、好きだって言えば良かったんじゃないですか？」

　黒田さんの表情が硬こう直ちよくする。

「なるほど」とだけ言って、彼は両手で頭を抱えて蹲うずくまった。

　その時、きっと黒田さんは当初の予定通りに破は滅めつの道を選ぶんだろうと確信して、止めるべきだったと少しだけ後こう悔かいした。

　でも、僕は止まっていられない。彼は償つぐなうべき罪を償い、僕はこれ以上罪が広がらないようにしないといけない、それぞれの役割があるからだ。

「最後に教えてください。僕の部屋に先に入っていたことがありましたよね。誰だれからパスコードを聞いたんでしょう」

「記者です」

「ありがとうございます。それじゃ、先に進まなければいけないので、失礼します」

　僕も、恐おそらく他の誰も彼に用事はないだろう。黒田さんはもう逃にげようとせず、蹲って動けないまま呟く。

「──私は愚おろかだ」

　あえて何も言わずに、僕は次の目的地へと向かう。




　一番近いのは、彼女だ。僕は再度受付に戻もどり、お姉さんに尋たずねる。

「すみません。佐藤さんという人は入院していませんか？」

「えっ、あ、その、どちらの佐藤さんでしょう……？」

　言われてみれば、まったくその通りだ。僕は彼女のフルネームと、学校の名前と、昨日運ばれた旨むねを伝える。すると、入院病びよう棟とうの受付に行ってほしいと言われた。

　僕は病院を走る。迷めい惑わくそうな視線を送られるけど、立ち止まるほど余よ裕ゆうもない。

　入院病棟に行き、受付で佐藤さんの病室を聞いて、その部屋に急行した。個人病室のようだ。ノックをして、僕は入る。

　ベッドは空だった。

　……やっぱりか、遅おそかった。でも、恐らく彼女なら速くて当然だ。

　嫌いやな予感ばかりが的中して気が滅め入いる。病院内だけど、僕はスマホで電話をした。かなり長い時間粘ねばったけど、繫つながらない。次だ。僕は警察に連れん絡らくする。

　熊本さんに緊きん急きゆうの用件だと伝えたら、すぐに折り返しで連絡すると約束してくれた。他の人でもいいのに、かなり立て込んでいるらしい。一方的に切られてしまった。

　埒らちが明あかない。僕は次の目的地へと走る。

　キーパーソンは分かっている。でも、行方ゆくえが分からなくて、僕は手当たり次し第だいに捜そう索さくを続けた。




　９月14日（月曜日）




　朝だ。睡すい眠みんはそれなりにとった。昨日よりは体調が良い。

　簡単な朝食をとりながら、ニュースを見る。ウチの学校で起きた様々な事件のことを、どのチャンネルでも取り上げて議論していた。

　情報が遅い。でも、全すべてが公おおやけになるまで、ゆっくりしてもらわないと困るのも確かだ。

　黒田さんの言う通り、彼は悪党として誹ひ謗ぼう中傷を受けていた。当然の結果だった。

　出かけようとしたら、スマホが鳴る。来た！

「やぁ。電話、無視してごめんね。休みはケータイを持たない主義でさ」

「知ってますけど、緊急事態なんだから、すぐにでも直してください」

　僕がそう言うと、電話の向こうの翡翠さんは笑う。

「キミがＪじえいくんを制せい御ぎよしてくれなかったのも悪いよ。こちとら、彼のご家族を守るために色々やってて大変だったんだから」

　──そこまでは気が回っていなかった。素す直なおに謝罪する。

「すみません。十文字くんを守れませんでした」

「キミなりに頑がん張ばった結果だろうし、佐藤ちゃんが絡からんじゃどうしようもないや。それを責めるほど、あたしも大人げない怒おこり方はしないって」

　思っていた以上に、いつもの調子の翡翠さんの語りを聞いて、少しだけ心が和なごんだ。

「で、あたしじゃないとダメな用事でもあったりする？」

　今さら何を言うのだろう。そう思いつつ、用件だけ述べた。

「青山くんが行方を晦くらませました。彼の隠かくれ家を教えてください」

「随ずい分ぶんと突つっ走ぱしるねぇ」

「それだけが取り柄えなんですよ」

　翡翠さんはケラケラと笑って僕に言う。

「やっと本気になってくれたなら助かるよ。あたし一人じゃ、限界があるからさ。一いつ緒しよに悪党をこらしめようじゃないか。ちょっと待ってて、車を回そう」

　電話を切られたので、僕は部屋に一度戻った。用意できるピースは、残り二つ。これで僕は復ふく讐しゆうを終わらせる。







　車をぶっ飛ばして翡翠さんはやって来た。正直、乗りたくないけど仕方ない。

　僕は後部座席に座って、シートベルトを締しめる。

「顔つきが変わったね」

　開口一番に、彼女はそう言った。

「僕はこれでいいんです」

「あ、そう。いや、前は可愛かわいかったけど、イケメンになった。似合ってるよ」

　黒田さんにも言われたけど、そんなに表情が変わっただろうか。鏡で見たけど、自分ではよく分からなかった。昔、翡翠さんが言っていたことを思い出す。

　自分の顔のことは、自分が一番分からないものだ。

「さて、あたしは覚かく醒せいした灰賀選手から、どんな言葉が出るか楽しみで仕方ない。どんな話をしようか」

「飼育部は『悪党』と一緒に作ったんですか？」

　僕の質問に対して、翡翠さんはキョトンとした表情を浮うかべる。

「あたしがあいつらと組むわけないでしょ」

「そうですよね。教頭の手先とあなたは、敵対関係のはずだ。翡翠さんが飼育部を作ったことは、彼らの思おも惑わくの外にあったはずなんです。それすら、夜月さんは利用したんだ」

　目を細めて、翡翠さんは僕に提案する。

「……その様子だと、教頭とあたしの関係は知ったみたいだね。あいつが自分から話したのかな。それなら話が早い。仲間になってよ」

「嫌です。あなたは他人のことを馬ば鹿かにして悦えつに入るのが趣しゆ味みで、教頭と一緒だった」

「違う。あいつはもっとクソッタレだ」

「同じですよ。あなたもクソッタレだ」

　そう言うと、彼女は運転席で楽しそうにゲラゲラと笑った。

「まったく誰だろう！　灰賀くんほどの善良な男を、ここまで口くち汚ぎたなくしたのは！」

「翡翠さんと夜月さんです」

「そうだろうね、違いない！　アッハッハ、これは傑けつ作さくだ！　いやー、参った。今のキミには勝てる気がまったくしない。もう立派なアスリートじゃないか！」

　大笑いする翡翠さんの目は、あまり楽しげではなかった。彼女は僕の一挙一動を観察している。つまり、これが本来の彼女というわけだ。

　ようやく僕は、彼女と同じ周回まで追いついた。

「あくまで僕と翡翠さんの目的が同じだから、一時的に一緒に調査しようという、僕からの提案です。僕は情報を持っている、代わりに青山くんを必ず見つけてくれないと困る」

「いいだろう、乗った。そろそろ一いつ軒けん目に着くよ。キミの話が終わるまでに、あのデブを見つけないと大変だ。あたしの手持ちの札は、そんなに多くないからね」

　車が停とまる。二人で話しながら、繁はん華か街がいを歩いた。




　青山くんは部屋から姿を消していた。拠きよ点てんを移動したんだろう。金曜日の時点で、夜月さんに喧けん嘩かを売っていたんだ。当然だった。

　道中で、今まであったことを全て翡翠さんに話した。新谷さんが木下さんであることも、彼女が殺された動機と思われる事件も、夜月さんの真聞『ハンムラビの復讐』も、教頭たち『悪党』の企くわだてた計画も、全て。

　四軒の隠れ家候補を巡めぐり、一通りを聞いた彼女は深く唸うなった。

「それはＪくんに黙だまっていて、最終的に正解だったと思う」

　意外だ。僕はそれが一番、間ま違ちがえたことだと思っていたからだ。

「というと？」

「名めい探たん偵ていは謎なぞを解く。でも、名探偵は裁かない」

　十文字くんの口くち癖ぐせを翡翠さんは言う。

「去年の夏休み、サッカー部を壊こわした時に『復讐者』として偏へん執しゆう的な物を見み出いだしていた。認めたくないけど、あれが『役割』というものかもしれないね。Ｊくんは単に、正当性が欲しいだけなんだ」

「新谷さんが死んだ理由が、彼女自身にあっても？」

「むしろ、だからだよ。シンちゃんの自じ業ごう自得では、彼は復讐という『行こう為い』そのものと向き合わないといけない。それは答えのない、地じ獄ごくの迷めい宮きゆうだ」

　まったくその通りだと思う。

「Ｊくんは怒ってしまったんだ。民主主義という綺き麗れい事、平和という理想論、圧政というものへの認にん識しきの違ちがい。それはね、当たり前なんだよ。それでも、それを乗り越こえるために歴史が努力してきたことも学ばずに、怒いかりだけを覚えてしまった。怒りの矛ほこ先さきが、どこに向かうか予測がつかない。だから『名探偵』なんて、理由をつけてあげたんだけど」

　やっぱり、言い出しっぺは翡翠さんなのか。

　いつもそうだ。動画鑑かん賞しよう会も、夏祭りも、いつだって彼女が言い出すんだ。

「そこまで分かっていて、どうして十文字くんに指し摘てきしてあげなかったんですか」

　僕は当たり前のことを尋ねたつもりだった。でも、翡翠さんの表情を見て、それが間違いであることを知る。

「……何度も伝えたんだよ。すごく頑張ったんだ。でも、あれ以上傷つけられなかった。大好きだから、Ｊくんに嫌きらわれるのが、たまらなく怖こわかったんだよ」

　翡翠さんも人間で女の子なんだと思って、僕も随分クソッタレになったなと後こう悔かいした。







　五軒目の焼き肉食べ放題のお店が、当たりだった。

　個室から青山くんのメイドさんが出てきて、翡翠さんの胸むな元もとにナイフを突き出そうとしたけど、僕がその手を払はらう。これ以上、暴力で抵てい抗こうするならどうしようかなと思った時だ。

「もういい、無む駄だだ。灰賀が相手では勝てん。通せ」

　命令を聞いたメイドさんは、大人しく引き下がる。僕と翡翠さんは、個室へと入った。

　部屋の中は、肉の焼ける香こうばしい香かおりと、熱気が充じゆう満まんしていた。そして、暑苦しい脂し肪ぼうの塊かたまりがカルビを食べている。

「見ての通り、我が輩はいは忙いそがしい。用件は何だ？」

　すごく暇ひまそうに見えるんだけど。

「新谷さんのスマホの解かい析せきは、もう終わってるよね」

　僕の質問に対して、青山くんはノソノソとお尻しりの辺りから件くだんのスマホを取り出す。

　……潰つぶれないんだ。最近のは頑がん丈じようだなぁ。

「翡翠の見立て通りだ。ＬＩＮＫに自分宛あてでメッセージが残っていたぞ」

「そうだろうね。そうじゃなきゃ困る」

　満足げに頷うなずいて、翡翠さんは手持ちのハンドバッグに手を突っ込む。

「色々と考えたけど、支し払はらいはシンプルが一番だ」

　そして彼女は、出で刃ば包ぼう丁ちようをバッグから取り出して彼に投げつけようとした。それを見て、僕は包丁が投げられた瞬しゆん間かんに空中で回収する。危ない危ない。

「ここで殺しておいた方がいいよ？」

　翡翠さんが不満そうに言うけど、僕は出刃包丁をメイドさんに渡わたした。

「僕の前ではやらないでください。言ったでしょう。今は目的が一緒なだけで、あくまで仲間じゃないって」

「あーあ、キミが仲間だと心強いのになぁ。本当に面めん倒どうな存在になってくれたね」

　無論、青山くんに対して悪印象を持っているのは僕も同じだ。社会的に迷めい惑わくな男であることも間違いない。ただ、今ここで死んでもらっては困る。それだけだ。

「……まるで経過は分からんが、理解した。教頭の言っていたことはこれか」

「何を言われたの？」

「運動能力の高い人間は多くいる。だが『最速』の灰賀は、本物の天才だ。地形を把は握あくし、全すべてを短縮し、意思決定すら一瞬で行う、単純に『速い』という圧あつ倒とう的な暴力の塊だ」

　そんなことを教頭に言われるなんて、僕も随分と買われたものだ。周囲の期待と裏腹に、本当に何もしていなかったんだなと苦く笑しようする。

「それがパルクールの精神なんだよ。暴力の部分は違うけどね。世界を短縮して、環かん境きようと共に生きて、自由を体で表現する。だから空も飛べるんだ」

「ふざけた存在だな。我が輩には理解できん」

「君が運動しないからだって」

　不満そうに青山くんは鼻を鳴らす。きっと彼は、この関係の話題が一番嫌いだろうなと思った。僕が翡翠さんならそうする。

　少しの間、室内に沈ちん黙もくが流れる。新谷さんのスマホは、まだ青山くんの手の内だ。

「──翡翠。貴公には悪いが、面倒を増やしたくない。ここで退場してもらう」

　唐とう突とつに青山くんは笑え顔がおで切りだした。翡翠さんはあからさまに警けい戒かいして、眉まゆを顰ひそめる。

「すんなり言うことを聞く性格に見える？」

「十文字と赤坂を連れた護送車が、総合病院に向かって走る。だが、賄わい賂ろに弱くて手て癖くせの悪い医者と看護師がいてな。黒田の『ルチウス』の件が発覚する前に始末してほしいと、教頭が営業したらしい」

　そう来たか。なるほど、彼らしい。

　翡翠さんは、今までに見たことがないほど顔を真っ赤にして激げつ昂こうした。

「このデブ、ぶっ殺してやる!!」

　殴なぐりかかろうとする彼女の肩かたを僕は押さえる。翡翠さんは、八つ当たりのように蹴けったり殴ったりして、僕の手から解放されようと足あ搔がいた。

　その様子を愉ゆ快かいそうに見ながら、青山くんはご飯一いつ杯ぱいを一気食いした。

「時間が惜おしいのではないか、翡翠。一五時には迎むかえが来ると、十文字には伝えてある。我が輩のアジトＦがあるだろう、そこに連れていってくれ」

「……どっちにしろ、殺す気なんじゃないの？」

「旬しゆんの物は、望む食べられ方で食してやるのも美味うまい。復ふく讐しゆう以外に何も考えられない奴やつと、地獄の沙さ汰たまで付き合うか選べ。貴公は利己的だ、いくら愛を語ろうと絶対に逃にげる」

　彼女は嚙かみつく寸前の虎とらのような唸り声をあげて、青山くんと僕を睨にらんだ。その目は、いつもの気だるそうなものとは違い、激しい憎ぞう悪おに燃えていた。

　十文字くんと同じ目だ。

「忘れるな。憶おぼえていろ。たとえ神が許しても、あたしはお前を許さない」

　翡翠さんは走って焼き肉屋を飛び出す。僕は止めることもせずに、ただ見送った。

「自業自得だけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「我が輩の関心は、最初から翡翠にはない。黒田と夜月がどれほど警戒しようが、特進生であることを止やめたなら一いつ般ぱん人だ」

　言われてみれば、彼はまるで翡翠さんのことを恐おそれていなかった。何だかんだ言いながら、この二年間、時々昼食を共にする仲ですらある。

「飼育部は不幸の象しよう徴ちようだ。それゆえに、奴らの調理法はいくらでも思いつく。大問題は、灰賀だ。灰賀をどうにか出来ないならこの話は無しだと、我が輩は教頭に言ったぞ」

「君の出した条件はそれだったんだね。だから、夜月さんがそこを受け持った」

「ビジネスパートナーとしては信しん頼らいしていたが、やはり駄だ目めだな。黄き紗さ良らと違い、貴公は縛しばれない」

　特進科一年、『女優』の黄紗良。そういえば、彼女の名前はついに出てこなかった。

「今回の計画と、黄紗良さんは関係があるの？」

「ない。そもそも、黄紗良は特進科のことなど何とも思っていない。面倒だから全て仕事を入れて『その間に済ませて』と教頭に言ったそうだ」

「クールだなぁ」

　きっと本当に、仕事とギャラ以外に興味がないんだろう。彼女はそういう人間だ。

「……さて。人ひと払ばらいは済ませた。貴公は我が輩にどのような仕打ちをするんだ。復讐か？　さぁ、どうする」

「そのスマホを渡して、一つだけ教えてほしいんだけど」

「なんだ？」

　青山くんは、新谷さんのスマホを投げ渡した。僕はそれを確認しながら尋たずねる。

「どうしてそんなに、人の不幸を望むの？　君も復讐がしたいの？」

　彼は小首を傾かしげて即そく答とうした。

「美味いから食べているだけだ」

　──ああ、そうか。深い理由なんてなく、単純に下品なんだな。やっぱり、彼とは趣しゆ味みが合いそうにない。

　そして目当ての物を発見する。新谷さんの遺書が、ＬＩＮＫの最後に残っていた。

　本当にお笑いだ。復讐や事件なんて、所しよ詮せんは二時間ドラマのようなものなんだ。それが驚きよう愕がくの真実でもなんでもない、退たい屈くつなただの事実だった。

　それを読み終えた僕は、以前に聞いていた連れん絡らく先にメッセージを送る。
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　どうしようかな。なんだか僕もお腹なかが空いてきた。

「青山くん。僕も一いつ緒しよに食べていいかな。お代に、この事件で一番の『悪党』を呼ぶよ」

　そう尋ねると、心底嬉うれしそうに彼は言う。

「ボ召ナしペ上テがィれ」







　誰だれかに呼ばれる未来を、彼女は予測していて、心の準備も済んでいたのだろう。思ったより早く、白はく丁ちよう花げさんは焼き肉屋へとやって来た。

「学校は？」

「授業できるような状態じゃないですから」

　いくら何でもそうなるか、と僕は頷く。百歩譲ゆずって、これまでは特進生の暴走という形で平静を維い持じできたかもしれない。その境界線も普ふ通つう科かの十文字くんの凶きよう行こうによって崩ほう壊かいした。学校がどんな状じよう況きようか、あまり深く考えたくはなかった。

「呼ばれた理由は、もう分かってるよね」

　僕が尋ねると、白丁花さんは物もの怖おじもせずにハッキリと言った。




「新谷さんを殺したのは、私です」




　その答えを、どうしてすぐ傍そばにいた十文字くんに伝えなかったんだ。内心の憤いきどおりを隠かくして、僕は平静を保つよう努める。

「でも、どうして灰賀さんがそれを？」

「実は、訳あって全然協力出来なかったんだけどね。決め手になる証しよう拠こが見つかるまで、僕はほとんど何もしてないんだ」

　そう言って、新谷さんのスマホを見せる。彼女はそれだけで、全てを察した。

「……捨てるわけないですよね。でも、灰賀さんが持ってるなんて──」

「翡翠さんの提案で、新谷さんの家に忍しのび込んだんだよ。探すのは結構大変だった」

　あの人の名前を聞いて、白丁花さんは頭を抱かかえた。

「やっぱり、あの人か……。騙だませないなって、何となく思ってたんです」

「そうだね。翡翠さんも、どうせ白丁花さんだろうって言ってたよ。二時間ドラマなら、君はそういう役者だって」

　あの時の僕は、言いがかりも甚はなはだしい暴論だと思った。今でも、その無む茶ちや苦茶さに納なつ得とくはしていない。

　でも、事実は小説より奇きなり。王道の小説はよくある事実に過ぎなかった。

「二時間ドラマか。なんだか、分かるような気もします。結末も含ふくめて、これは私が悪い話なんでしょうね」

　自じ嘲ちよう気味に笑う白丁花さんを、青山くんは頰ほお杖づえをついて見る。

「死んだ法ほう条じようとやらの敵かたきを討うった、という点では酷ひどく退屈な内容だ。貴公があの日の深夜、責め抜ぬき、新谷とやらを最終的に殺し、その死体を傷つけて晒さらし首とした過程はどうでもいい。飾かざり付けが派手でも、内容の退屈さは隠せん」

　その目は、無感動というか、無関心というか。信号機の色でも確かく認にんするそれに似ていた。

「だが……。その後の貴公の行動には、大きな矛む盾じゆんを感じる。十文字と共に、最も意い欲よく的に一連の事件を調査したのはなぜだ。特進生を敵に回して恐れたか？　それとも、足搔く十文字を見て楽しくなったか？」

　僕もおかしいと思った。だから、一いち概がいに彼女を怪あやしんで容疑者にするのも、何か違ちがうと思い込んでしまった。それを計算尽ずくでやったなら、青山くんの好みそうな立派な悪女に違いない。

　でも、白丁花さんの返答は、青山くんを酷く落らく胆たんさせる。

「木下さんがイジメに遭あっていたなんて、知らなかったんです」

　そう言う白丁花さんの表情は、ただただ後こう悔かいに満ちていた。

「掲けい示じ板ばんで大炎えん上じようして、住所も特定されて、世間から罵ば倒とうを受けて逃げたことは知っています。そのうち、世間は新しいニュースで騒さわぐようになって、法条さんのことも木下さんのことも忘れました。でも、私は許せなかったんです。彼女は、法条さんと同じ目に遭うべきだと思って、ずっと探し続けました」

　その意気や良し、執しゆう念ねんも認めよう。薄はく情じような世間と違って、彼女が異を唱え続けることは、死んだ法条さんのためでもあるはずだ。

「この学校で、本当に偶ぐう然ぜん出会って。──別人として、のうのうと暮らしている彼女を、心底軽けい蔑べつしました。彼女の日常が崩壊する表情は、私がずっと望んでいたもので、それを見られただけで満足だったんです！　それなのに、あの人は──」

　でも、次の言葉が、十文字くんの信しん奉ぽうする復讐とはまるで性質が違う。




「罪を打ち明けると言いました。悩なやんだけど、十文字さんたちに話して、彼らに罰ばつしてもらうって。そんな生やさしい方法で救われていいはずがない、彼女を許せなかった!!」




　翡翠さん、あなたの予想は少しだけ間ま違ちがっていた。新谷さんは丸まる腰ごしで、彼女に屈くつ服ぷくしに現場へ行ったんじゃない。

　その胸中に壮そう絶ぜつな覚かく悟ごを持って、全すべてと向き合って、白丁花さんと法条さんへ謝罪しに行ったんだ。彼女は飼育部に裁きを委ゆだねて、ほんの少しでもいい、彼らがそれでも友人でいてくれる可能性に希望を見み出いだしたんだ。

「だから、殺したの……？」

　その儚はかない希望の輝かがやきを、白丁花さんは逆に憎にくんでしまったのだろう。

　彼女は頷うなずいた。

「調査に協力するフリをして、動向を探さぐっていたのは確かです。その過程で、木下さんの罪が白日の下もとに晒されて、彼女の死が汚けがされれば、私は満足して自首するつもりだったんです。でも──」

「飼育部を相手にしたことが、君の一番のミスだ。彼らは絶対に君を許さない」

　相手が悪すぎた。まして、新谷さんが裁かれる覚悟でいたことまで知られれば、十文字くんは義ぎ憤ふんをもって苛か烈れつな敵討ちをしただろう。

　彼女たちは、全員が全員、相手のことを知らなすぎた。それが全ての悲劇の元げん凶きようだ。

「知らなかったんです！　木下さんがどんな目に遭っていたのか、彼女がなぜあんな不気味な集団に属していたのか、何も！　その上、特進生を狙ねらったことにまでされて……。言えるわけないじゃないですか!!」

　白丁花さんは取り乱して叫さけぶ。ヒステリックな声が個室に響ひびいて、青山くんが真っ黒に焦こげたホルモンを一口嚙かんで吐はき捨てた。

「私はただ、怖こわかったんです……。十文字さんに裁かれるのが、怖かった……」

「木下さんも、ずっとそんな気持ちだったんじゃないかな」

　僕の言葉に、白丁花さんは目を丸くして、僕の顔を凝ぎよう視しする。

「あの子の笑え顔がおを見たことがないんだ。いつも何かに怯おびえてた。でも、十文字くんを見る時だけは、安心していて、幸せそうだったんだよ」

『飼育部の友情は絶対』。

　歪いびつでも、その友情は確かに本物で、眩まぶしく輝いて見えたんだ。

「木下さんは裁かれて当然だと思っていたと思う。君もそうだったんだよね。でも、それが急に怖くなったのは、十文字くんが眩しかったからじゃない？」

　白丁花さんは、否定も肯こう定ていもしなかった。ただ、啞あ然ぜんとしていた。

　肉を焼いている青山くんが口を挟はさんだ。

「デブは他人にあまり好かれん。気に入らない相手との食事は最悪だ。だが──」

　表情を少しだけ曇くもらせて、彼はぼんやりと呟つぶやく。

「我が輩はいでも、友人を作り、茶飲み話に花を咲さかせたいと思う時くらいある」

　人間は一人では生きられない、なんて言ったら夜月さんにメタメタに叩たたかれる気がするけど。そう思わずにはいられない。

　天才と呼ばれて隔かく離りされた僕らは、高校生を満まん喫きつする機会を失ってしまったんだ。それが嫌いやで、翡翠さんは特進生になることを拒こばんだのかもしれない。

「すぐにでも、自首するべきだよ。白丁花さんは、ちゃんと裁かれなきゃいけない」

　月並みだけど、僕は正直に白丁花さんを説得する。

「──十文字さんたちが、許してくれると思えません」

「許されるなんて思う方が間違いだ。復ふく讐しゆうの道を選んだ時に、その決心が出来なかったなら、君に十文字くんたちを非難する権利はない」

　それが、彼らと普ふ通つうの人間の決定的な違いだ。飼育部は許されることなんて、一いつ切さい望んでいない。復讐には復讐があって当然だと思い、だからこそ相手を枯かれ木も残さずに根絶やしにして連れん鎖さするのを断たち、飼育という形でリスクを抱えながら管理したんだ。

　そこまでの覚悟を常人が持てるはずもない。だから僕は、彼女の心情を案じて、自分にできる精せい一いつ杯ぱいの説得をしたつもりだった。それが僕の誠意だ。




「でも、あの人達の方がずっとおかしいですよ」




　しかし、白丁花さんの発言を聞いて、僕はあんぐりと口を開けてしまう。

　……この子、今さら何を言ってるんだ？

「どうして無実の人まで巻き込んで、こんなに大おお掛がかりな事件を引き起こせるのか。私にはまったく理解できません」

　──理解が追いつかなかった。僕は額に指を当てて目を瞑つむる。その指が、震ふるえる。

　あろうことか目の前の少女は、自分のやった殺人という究極の犯罪を棚たなに上げて、彼らを批判して自分の正当性を主張しているのだ。

　彼女の境きよう遇ぐうがとても幸福なものだと言う気はない。学生時代というものを、友人も持たずに過ごした彼女の苦しみと、唯ゆい一いつの親友を失った悲しみには同情もしよう。

　でも、本当に直接の被ひ害がいを受けたわけでもない、酷こくな言い方をすれば他人の彼女が復讐を騙かたって殺人を犯おかす方が、よほどどうかしている!!

「……本気でそれを言ってるなら、白丁花さんは僕が思っていたより、ずっとクズだ」

　自分の正当性を理解してくれないと言いたげな、不満そうな白丁花さんの視線を僕は無視する。

　誰だれでもいい、この無責任で横おう柄へいで、他人の心情も汲くみ取れない少女を躾しつけてくれ！

　こんなにも常識が欠けているというか、周囲が間違っていて自分が可哀かわい想そうと思い込んでいるというか、プライドばかりが無む駄だに高い馬ば鹿かな人間を教育してくれ!!

　白丁花さんは黙だまって、その場を立ち去った。

　追う気にもなれなかった。

　あるいは彼女の誠意次し第だいで、十文字くんのどうしようもない復讐に、一つの区切りを付けることが可能かもしれないと僕は考えていた。でも、現実は逆効果だった。あんなにも愚おろかな少女を差し出したら、十文字くんの怒いかりの火に油を注ぐだけだ。

「なるほど。翡翠が嫌きらうタイプだ。だが、諸もろ々もろ間に合わなかったな。十文字が助かれば復讐は続く。十文字が助からなければ翡翠が地じ獄ごくを作る。我が輩は、やる時には徹てつ底てい的にやるぞ」

　頭を抱えている僕に、青山くんは言う。一周遅おくれのペナルティだ、相手だって走っているんだから、事態が動き続けているのは当然だった。

「そうだね。でも、もう残り一周だ。それで僕はあの人に追いつける」

　まだゴールまで少しの余よ裕ゆうがある。十文字くんと世間の衝しよう突とつは、もう避さけられない。彼を救い出すのは不可能だ。

　その直接の原因を作った男を僕は睨にらみつける。

「青山くん。僕は君を許さない」

「そのセリフはいい加減に聞き飽あきた。それに、貴公は暴力で解決するほど愚かでもなければ、まして我が輩に仕返しをする知ち恵えもまだない」

　余裕そうに青山くんは語る。その通りだ。殴なぐればそれでも済むけど、彼に対して全面的に敗北したという証あかしにもなる。彼はそれすらも誇ほこりに思って、武勇伝とするだろう。

　それは単純に、気にくわなかった。

「目覚めた貴公が今後、我々にとってどんな存在となるか。そんな想像をしながら、背中に気をつけつつ、我が輩も未知の味を探求しよう」

　また逃にげるんだろうな、と僕は思った。翡翠さんにも、きっと夜月さんにも彼は狙われている。僕も敵になった。今度こそ、見つからない場所まで姿を晦くらますつもりだろう。

　だから、あえて僕は挑ちよう発はつ的に尋たずねた。

[image: ]

「そういえば、フランスのお土産みやげは何が良いかな。必ず買って帰るよ」

　青山くんは逡しゆん巡じゆんした後に、ニヤニヤと笑みを浮うかべて注文する。

「ワインがいい。銘めい柄がらは貴公に任せる」

「お互たがい未成年だから飲めないよ？」

「飲めるようになったら、一いつ緒しよに栓せんを抜ぬこう」

　お洒落しやれだなぁと苦く笑しようして、僕は店を出る。

　ピースは見つかったけど、あれでは使い物にならない。残るのはもう一つだけだ。ただし、それが一番厄やつ介かいであることを僕は知っている。

　電話をする。しばらく応答がなかったけど、粘ねばったら繫つながった。

「──おぅ、灰賀くんか。急にどうしたよ」

　熊本さんが低いトーンで応答する。声だけで十分に察する、満まん身しん創そう痍いのようだ。

「熊本さんこそ、どうかしたんですか？」

「……あー、君ならいいか。すまん、十文字くんと赤坂さんを取り逃がした。もっと警備を厳重にするんだったよ。まさか、軽トラでエルボーを食くらわせられるとはな。始末書というか、もう懲ちよう戒かい免めん職しよくレベルだ」

　翡翠さんの仕し業わざだ。彼女なら、十文字くんのためにそれくらいはやりかねない。そこに熊本さんが同席していたのなら、不幸という以外に言いようがなかった。

　でも、もう信しん頼らいできるのは、警察の彼しかいない。

「佐藤さんがどこにいるのか知りませんか？」

「ん、ああ、被ひ害がい者しやの女の子だな。彼女なら、俺と一緒で総合病院に──」

「ベッドがもぬけの殻からでしたよ」

「なんだって？」

　熊本さんの返事が、急に真しん剣けん味みを帯びる。

「佐藤さんの指名手配って、すぐにできますか？　もう十文字くんが逃げているんです。遅おそすぎるくらいですが、出来るだけの努力はしたいですから」

「おいおいおい、急に何だよ！　俺にも分かるように説明してくれ」

　僕は通話したまま学校へと向かう。道中に全てを説明しよう。

　やっと背中が見えた。もう少しで、あなたに追いつく。

「佐藤さんの正体は、夜月さんです。今回の事件は偶ぐう然ぜんが重なったんじゃない。あの人は去年から、この復讐が始まることを知っていたんですよ」




　９月15日（火曜日）




　ほぼ事情を説明すると、熊本さんは病びよう床しようで警察本部に口くち添ぞえをしてくれた。

『エーミール事件』と銘めい打うたれた捜そう査さ本部で、熊本さんの代わりに捜査班をまとめていた、軽傷で済んだ人と話し合い、警察の偉えらい人に挨あい拶さつをして、特進生の代表として協力を申し出た。

　まずは翡翠さんを含ふくめた、十文字くんと赤坂さんの確保。これに尽つきる。

　人員のほとんどをそちらに充あてて、物量で探す作戦だ。

　あとは精せい鋭えいで佐藤さんの行方ゆくえを追った。こっちは単に、十文字くんと違ちがって分が悪かったからだ。本当に彼女が夜月さんなら、十文字くんを追い詰つめる方に力を注いだ方が、選せん択たくとしてまだ妥だ当とうな方だろう。




　白丁花さんの件は伏ふせた。理由はいくつかある。

　まずは釣つり餌えとしての役割。十文字くんが何らかの形で青山くんと接せつ触しよくして、彼女の正体を知り復讐しに来る可能性がある。そこで確保できるように、人員を割さいてもらった。

　重要なのは、単純に今の彼女を警察に捕つかまえさせたところで、極度に興奮している彼を逆に刺し激げきしかねないという懸け念ねん。彼は、新谷さんが悪いとは微み塵じんも思っていない。僕が言ったところで、意識は彼方かなたにあった。その方法で彼を止めるのは不可能だ。それなら、釣り餌に徹てつしてもらった方が実害はまだ少ない。

　結果として、白丁花さんがどうなるか分からないけど。あの無責任で、救いようがない彼女がどんな目に遭あっても心がそれほど痛まない程度に、僕もクソッタレになった。

　全すべてを救うのはもう不可能だ。それなら、無駄を削そぎ落として最速で走るしかない。




　早さつ速そく、十文字くんたちの情報が次々と入ってくる。

　彼は早朝に学校に忍しのび込んで、あの『ＥＶＩＬ』の文字をそこら中に書くという異常な行動に出た。大だい胆たんさに呆あきれると同時に、無事でいてくれたことに少しだけ安あん堵どする。

　なぜか『てるてる坊ぼう主ず』が街に出しゆつ没ぼつしているという目もく撃げき情報が、立て続けに来た。

　恐おそらく、赤坂さんの仕業だろう。挑発のつもりだろうか。ただ、生憎あいにくだけど、その怪かい物ぶつは僕なんだ。捜査の攪かく乱らんにはまったくならなかった。とはいえ、それだけの目撃情報を出しながら捕まらない辺りは、流石さすが赤坂さんである。




　結局この日は、警察と連れん携けいして包ほう囲い網もうを作るだけで終わってしまった。

　時間が足らない。僕はいつもより早く寝ねて、身体からだのリズムを整えて、精神的にも肉体的にも感覚を鋭えい利りに研とぎ澄すます。

　最悪、赤坂さんも相手にしなければいけないという、嫌な懸念があったからだ。




　９月16日（水曜日）




　僕も心当たりを手当たり次第に探すけど、十文字くんたちも佐藤さんも見つけることは出来なかった。

　街頭テレビで、緊きん急きゆう速報が流れ始める。逃とう走そう中の少年から、犯行予告が届いたという報道が流れ、多くの人々が振ふり向いた。




『犯行予告には、ＳＮＳでのやり取りが添てん付ぷされており、その中には、逃走中の少年たちの誹ひ謗ぼう中傷が数多く書き込まれていました。先生、これは──』

『まぁ、最近はＬＩＮＫでのやり取りで、トラブルが起こることも増えていますからね。えっと、中傷と言いますか。こういうものを見てしまうと、私でも傷つくことがありますよ。これを犯人が直接送りつけてきたということが、少し恐こわいですね』

『えー、最新情報が入りました。警察が緊急の会見を行うようです』

『警察の責任問題も、強く指し摘てきされていますからね。一刻も早く、事件が解決することを願うばかりです』




　十文字くんの仕業に違いない。マスコミが情報に追いついてしまった。これは、状じよう況きようとしてあまり良くない。彼らの掲かかげる正義という数の暴力は、この場合、単なる邪じや魔までしかない。釣れるなら、真聞部を釣りたいというのに。

　僕は電話で連れん絡らくを取る。

「どうした、降参か？」

「十文字くんたちの潜せん伏ぷく先を用意しているのは、君だね」

　電話の向こうの青山くんはゲラゲラ笑う。

「それなりに上手うまく立ち回っているようだな。孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの割りには頑がん張ばっているではないか。表の警察の動きがこれまでと明らかに違う、こっちは貴公の入れ知ぢ恵えだろう」

「彼らは今どこに？」

「それを言う義理と信頼が、我が輩はいと貴公の間にあるか？」

　まったくその通りだけど、他ほかに手がかりもない。自分の無力さに、唇くちびるを嚙かみしめる。

「……そうだ、ヒントにもならない情報を一つやろう。病院を当たるといい」

　一方的に電話を切られてしまった。病院？

　すると、電話が再度鳴る。今度は熊本さんからだ。

「緊急事態だ。あの二人、ついに通り魔まになって生徒を襲おそい始めたぞ」

「身体は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「寝てる暇ひまもねぇ、犯人を挙げなかったら、警察人生が恥はじだらけで終わっちまうんだよ！　総合病院で合流できないか？」

「すぐに行きます」

　電話を切って、僕は走り出す。熊本さんも命いのち懸がけなんだ。僕も全てを賭かけよう。

　彼らを捕まえられなければ、僕の人生も後こう悔かいだらけで終わってしまう。







　総合病院で、熊本さんが杖つえをついて出で迎むかえてくれた。

「見ての通りの状態だ。病院が現場なおかげで、情報が早いことだけしか嬉うれしくねぇ」

「──本当に、無理しないでくださいね」

「格かく闘とうする気はないから平気だよ。来てくれ」

　熊本さんに連れられて、僕は救命病びよう棟とうへと向かった。そのベッドは、少年少女で溢あふれていた。数を数えるのも躊躇ためらわれる。

「……これを、彼らが？」

「学校が早く終わったみたいでな。警備を付かせたが、マスコミの連中が騒さわいだせいで、全域のカバーは流石に無理だったらしい。集団下校の態勢だけは厳守したらしいけど、『格闘王』が相手じゃなあ」

　今さらだけど、僕は赤坂さんという暴力のことを甘く見過ぎていた。

　元々、入学したばかりの頃ころから、問答無用で僕に殴なぐりかかってきたほど、血の気の多い子だったんだ。でも、あれ以降はまったく問題を起こしていなかったから、彼女も落ち着きを覚えたんだと安心しきっていた。

　タガが外れれば、この通りだ。単に彼女が暴れているだけなら、警察の組織力でどうとでも出来ただろう。でも、今の彼女には十文字くんという指揮官と、青山くんという参さん謀ぼうがいる。最悪の組み合わせだ。

　生徒の一人が、ベッドで叫さけび声をあげる。看護師たちが慌あわてて、彼を押さえつけて落ち着けようとした。

　僕はその生徒の方へ向かう。ベッドに寝ていたのは、サッカー部の生徒。──僕がてるてる坊主として蹴けった一人だった。

「助けてくれ！　復ふく讐しゆうされる、死にたくない!!」

「落ち着いて。特進生の灰賀だ、赤坂さんも十文字くんも僕が倒たおす。彼らの行き先に、心当たりはないかな」

『特進生』という単語を聞いて納なつ得とくしたのか、安心したのか。彼は落ち着きを取り戻もどした。今となっては、嫌いやなブランドだ。でも使えるものは使わせてもらう。

　男子生徒は、震ふるえながら語る。

「あいつら、全員に復讐するって言ってた。サッカー部も、バレーボール部も、１年Ｂサトウ組も、教師も、全員に復讐するって。無む茶ちや苦茶だよ、チクショウ……」

　──なるほど。無差別、というわけでもないらしい。きっと全員、飼育部の関係者だ。とはいえ、これほど大量の人を襲うことが、正当化されていいわけがない。それはもう、復讐ではなく単なる暴力だ。

「病院にいる限りは安全だよ。警察の人にも、沢たく山さん来てもらってるからね。十文字くんの他に、飼育部の生徒は見てない？」

　噓うそをついた。警察はここを警備できるほど、人手が足りていない。単純に、彼に落ち着いてもらいたかっただけだ。

　荒あらい息を少し落ち着けて。彼は口にした。

「……佐藤だ。あいつを見つけたから、腹いせに殴ろうと思って尾つけたんだ。そしたら、十文字たちに襲われた。結局、あいつもグルなんだよ」

　……やった、見つけた。内心の興奮を堪こらえて、尋たずねる。

「どこで見たの？」

　彼は頭を抱かかえて記き憶おくを辿たどる。身体の怪け我がも痛むようで、顔を歪ゆがませていた。

　そしてついに、その場所が判明する。

「繁はん華か街がいの路地裏。えっと、あの、ほら、ボロい蕎麦そば屋やのある通りだよ。分かるか？」







　僕たちがよく通う蕎麦屋『隠かくれ庵あん』は、休業中の看板が掛かかっていた。僕はノックして、扉とびらを開ける。

　ボブカットで眼鏡をかけた地味な少女。十文字くんがいなければ、コミュニケーションもＬＩＮＫに依い存そんしてしまう、失声症を患わずらった探たん偵ていの助手。

　佐藤さんが、一人で鴨かも南なん蛮ばんを食べていた。

「大将。僕も鴨南蛮をいただけますか？」

　そう尋ねると、大将は無表情で頷うなずいて、調理を始める。僕は佐藤さんの隣となりに座った。

　カウンター席だ。初めて僕は、飼育部の友達とここで蕎麦が食べられるんだ。

「二つ、分からないことがありました。問いも答えも、両方黒田さんが持っていました」

　普ふ段だんなら、僕は佐藤さんに対して普通に話す。

　同い年で、対等だと思っていたからだ。

「黒田さんは『不確定要素に頼たよりたくない』と言っていました。確かに、その通りです。翡翠さんが環かん境きようを作っていたとしても、それを制せい御ぎよしているのが他ならぬ翡翠さんなんだから、飼育部を使うことはリスクが大きすぎる。なのに、最終的に『悪党』の全員が納得しました。他ならぬ幹部本人が、スパイを名乗り出たからでしょう」

　おかしいと思わなければいけないのは、そこだった。自然に流してしまっていたけど、あまりにも危険すぎる賭けでしかない。つまり、ここに保険があったんだ。

「疑いでしかなかったけど、確信したのは、９月９日に黒田さんが僕の部屋にいたことを思い出した時です。黒田さんは、パスコードを夜月さんから聞いたと言いました。でも、僕は教えていません。何でも知っている夜月さんでも、それだけは知りようがない」

　教頭と繫つながっているから知っているのか、とも僕は思った。だけど、パスコードは秘ひ匿とく性を高めるために、個人で設定して管理をしている。

　僕は隠し事をするほど、部屋に何も置いていない。だから、つい、友人にだけは話してしまっていたんだ。

「あり得ないと思いつつ。翡翠さんという特進生をやめた『あり得ない』人がいて。新谷さんという改名して二年遅おくれで人生をやり直した『あり得ない』人がいるなら。目的達成のために普ふ通つう科かに潜せん入にゆうする『あり得ない』人だっていてもいい。あの学校は、そういう無茶苦茶な場所なんですよ」

　そこまで一気に話す。店内は、大将が鴨南蛮を調理する音しか聞こえない。

　喋しやべれないはずの佐藤さんが、眼鏡を外して口を開いた。




「僕たちは喋りすぎる。利口なお喋りなんか、まったく無価値だ」




　ああ、やっぱり。嫌な予感ばかりが当たって気が滅め入いる。

　佐藤──夜月さんは、クツクツと笑って僕に言う。

「スタート地点は、十文字の出現だ。奴やつの出現で、我々の計画は完成までの図面を引くことが容易になった。あの愚おろかな主人公を利用すれば、翡翠の脅きよう威いも、灰賀の脅威も、他の『悪党』たちの管理もスムーズになる。本当にありがとう、哀あわれな探偵気取り」

「それだけの理由で、彼に近づいたんですか？」

　夜月さんは笑っている。ただ、笑い続けている。

「『正しき法、それは強者が弱者を虐しいたげぬこと。悪事と不正を無くし、子供と老人に恵めぐみを。この国の中に正義を掲げ、太陽のような恵みを』」

　ハンムラビ法典の前文を僕は言う。

「あなたの書こうとした『ハンムラビの復讐』の、本当の意味はこれだ。これは復讐の話だけど、復讐の賛美でも否定でもない。それに伴ともなう悲劇と、それで得られる新たな正義という、ただの事実。『真聞部』の夜月の作る真聞は、こうでないといけない」

　それから僕は、黒田さんの過あやまちも、翡翠さんの恋こいも、青山くんの悪食も、白丁花さんの愚ぐ行こうも、見聞きして知ったことを話した。とても長い報告になった。

　話の間、夜月さんは顔色一つ変えずに、無言で蕎麦を食べていた。眼鏡をかけていたら、佐藤さんと過ごしていると錯さつ覚かくしたかもしれない。

　これが十文字くんの視点だったんだなと、改めて実感する。でも、僕にはもう、彼に何が見えているのか分からない。

　夜月さんが、好物の鴨南蛮を食べ終えた。

「お前はやはりとんでもないな。本当に、私に追いついてみせた」

「まだ周回遅れで、給水場であなたとすれ違ちがっただけですよ。ゴールは目前で、夜月さんはこれからラストスパートを掛かける。僕はいっぱいいっぱいです」

　ふむ、と夜月さんは頷く。

「『復讐』を主題にした真聞を書くのは、かなり前から計画していたんだ。復讐という概がい念ねんと世間が、真正面から向き合わなければいけないのは、そう遠くない未来だ。だから、先に一種の資料を作っておきたかった」

「資料？」

「我々や飼育部の思想と言動を遺のこす。そうすることで、これはニュースとなる。ニュースは育てるでも、作るでも、考えるでもない。存在が確認できなければ意味がない」

　なるほど、と僕は唸うなる。この人は事実を遺すことがしたいんだ。

「教頭は力を持ちすぎた特進科を潰つぶしたい。黒田は破は滅めつしたい。この二人の作る不幸を、青山は堪たん能のうしたい。だが、私からすれば、そんなことは些さ細さいな話題だ。真聞にする以上は、純じゆん粋すいなテーマが欲しかった」

「そのテーマが復讐なんですね」

「飼育部の存在といい、これ以上無い環境が揃そろった。分からないと、ブラックボックスに入れてはならない。分からないと、目を逸そらしてはならない。復讐はあまりにも身近で、ありふれた事実だと、人々は改めて知るべきだ」

　ずっと引っかかっていた違い和わ感かんに、僕はようやく気付いた。夜月さんは今回の件に関して、エーミールとして犯行予告を書いた以外に、ほとんど目立って行動していない。

　彼女は記者だ。

　このどうしようもなく愚おろかで、滑こつ稽けいな復讐劇の中に、どんな事実があったのかを、可能な限り中立性を持って伝えるために、第三者としての立場を貫つらぬこうとしていたんだろう。

　記録しておくべきだと思った。翡翠さんの活動を、夜月さんはそう語った。

　僕は唯ゆい一いつ、その思いに共感した。

「十文字くんたちは、どこにいるんですか？」

「知らん。それは青山の管かん轄かつに移った。あとは真聞をばらまけば、特進科という負の遺産が復活することは二度とない」

「じゃあ、これはもう青山くんの暴走なんですね」

「あのデブはいつか殺す。今のタイミングでは無理だ、それだけの話だ」

　なるほど。本当に、ほんの少しだけ僕は安心した。すると珍めずらしく、夜月さんは僕に対して質問をする。

「これは興味本位で聞くんだが。そこまでお前を変えたのは、一体何なんだ？」

　何だろう。僕は記憶をたぐり寄せる。改めて聞かれると難しい。

　キッカケは、十文字くんを失ったことだ。それは断言できる。スタートの合図は、教頭の宣戦布告だ。それも間ま違ちがいない。

　ただ、のんびりしていて間ま抜ぬけな僕を変えたのは、もっと大きな何かだと思った。

　それをあえて、言葉にして表現するとしたら──

「高校生として過ごした思い出です」

　翡翠さんが誘さそい、十文字くんと笑い、佐藤さんとふざけて、新谷さんと仲良くなろうとした。そういった思い出が本当に大切だったから、奪うばわれて僕は変わったんだ。

「青春だな」

　この世で最も似合わない言葉を、夜月さんは口にする。

「あなただって、楽しかったはずです」

「ああ、楽しかったさ。友達と一いつ緒しよに夏祭りに行くなんて、生まれて初めてだった」

「動画鑑かん賞しよう会なんて、大人になったら出来ませんよね」

「流石さすがに二日続けてはやり過ぎだろう。初はつ詣もうでに振ふり袖そでを着させられたのは、屈くつ辱じよく──」




「それが分かっていたのに、あなたのやったことは、本当に愚かで最低だ!!」




　僕はただ、この一言が言いたかった。それだけのために、もう間に合わないと知りながらも、彼女の背中を追いかけた。

　その甲か斐いはあったと思う。夜月さんの表情が、後こう悔かいで曇くもったのを初めて見た。

「十文字がいたから、計画の進行は容易たやすかった。小さな暴ぼう力りよく沙ざ汰たで良かったんだ。それだけで『エーミール』は起動して、学校は機能不全を起こす。赤坂と青山が勝手に大事件を引き起こしても、灰賀という抑よく止し力りよくがいればどうにかなる。余よ裕ゆうのある予定だった」

　予定なんて、いつだって机上の空論だ。悪事がそう上手うまくいくわけがない。

「だが、あの白丁花という迷めい惑わくな女が大事件にしやがった。殺人なんて、十文字が許すわけがないだろう。佐藤は止めたんだ。普通の高校生に戻れと。だが、お前の言う思い出が眩まぶしすぎるせいで、十文字はもう止まらなくなった」

「相談してくれたら、彼を救うために協力しました」

「無む駄だだ。新谷の好意に十文字は気づいていた。あいつは、深い爪つめ痕あとを残してでも新谷を忘れさせはしない。お前の言う協力はどっちだ？　復讐か、それを止める方か。止めれば復讐されるのはお前だぞ」

　何も言い返せず、僕は押し黙だまる。──そうだろう、十文字くんはその道を選ぶ。復讐は彼のアイデンティティだ。理由があれば誰だれでもいい、彼は復讐がしたいだけなんだ。

「翡翠もそれを知っている。あいつも十文字に復讐されたくないだろう。だから、止められなかったんだ。だったら、復讐されるのは白丁花と、夜月だけで構わない」

「まさか、あなたは──」

　確かに、明らかにおかしい点がいくつもある。佐藤さんと夜月さんの目的が合わない。

　彼女は、自分が二人いることを利用して、最後のアドリブに出たんだ。




「夜月は十文字の敵だ。それが、彼女の役割だ」




　この人は、もう自分が何者か分からないことに、気付いてしまったんだ。

『真聞部』の夜月だった彼女は、飼育部の佐藤の生き方を知ってしまった。その思い出が眩しすぎるせいで、どちらが影かげなのか、きっと区別がつかないんだろう。

　間抜けなスパイだ。夜月さんらしくない滑こつ稽けいさを、僕は哀れに思った。

「探せば真実があるかもしれません。やり直すことだって出来ます。難しくても、今度は僕も喜んで協力します」

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけだ」

「あなたは佐藤さんです。僕たちの友達だ」

　夜月さんは首を横に振る。

「私は夜月だ。裏切り者で、復讐されるべき最低最悪の悪党だ。……頼たのむ、そういうことにしてくれ。それだけが、この世に残されるべき、つまらない事実なんだよ」

　彼女について、僕は何も知らない。知ろうとする努力もしなかったから当然だ。

　それでも、僕は初めて、彼女の本音を聞くことができたんだ。

　大将が少し伸のびた鴨南蛮を出した。あっという間に食べて、二人分の料金を置く。

　青山くん。僕は飼育部のみんなと食べた方が美味おいしく感じたから、君とは食事の趣しゆ味みがまったく合わないだけだ。ワインも買ってくるけど、絶対に喧けん嘩かになると思うよ。

「夜月さんの役割は分かりました。あとは、十文字くんを止めるだけです」

「ここまで来たんだ。計画は誰にも止められん」

　ニチアサの敵の首領のようなセリフを、夜月さんが口にする。それがちょっとシュールで面おも白しろかったから、僕も頑がん張ばって、思いつく限りのカッコいいセリフを言い返した。

「あなたには無理でも、僕には出来る」

　夜月さんは目を丸くした後、呆あきれたような苦く笑しようを浮うかべた。
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　……やっぱりクサいかなぁ。恥はずかしいから、ガラにもないことはもうやめよう。




　９月17日（木曜日）




　虫の知らせ、とでも言うのだろうか。いつもより早く目が覚めた。

　かなり大規模な捜そう索さくを警察がしている。僕が寝ねている間にも、交代制で行われていただろう。それなのに、逃とう走そう中の十文字くんと赤坂さんは見つからなかった。

　とはいえ、逃とう亡ぼう生活が長く続けられないことを、十文字くんは分かっているはずだ。既すでに多くの犠ぎ牲せい者しやが出ているけど、勝負所はこの辺りだと決めているに違いない。

　朝食をとりながら考える。僕が彼なら、どうするか。

　一番に思い浮かぶのは、本人が学校に乗り込むことだろうか。結局、彼は目立ちたがりでパフォーマーだ。学校を舞ぶ台たいに何かするのは、まず間違いない。

　昨晩の段階で警備を強化してもらったけど、赤坂さん相手にどれだけ時間が稼かせげるか。熊本さんも、身体からだに鞭むち打うって学校に張り込んでくれると言っていたので、何かあれば連れん絡らくがあるはずだ。

　彼はマスコミの利用もしていた。夜月さんを探してテレビ局などに殴なぐり込む可能性も、まぁ無くは無い。ただ、そこまでいくと、本当に無関係な人を巻き込むだけになる。彼の精神がどんな状態であっても、それは信念が否定するはずだ。

　信念。「飼育部の友情は絶対だ」「名めい探たん偵ていは謎なぞを解く。しかし、名探偵は裁かない」

　翡翠さんにＬＩＮＫを送っておいたけど、まったく既き読どくがつかない。熊本さんに事情を説明したものの、護送車を破は壊かいして容疑者の逃亡を手助けしたことが無実になることはないと言っていた。ごもっともだ。彼女の助力は期待できない。

　学校に行こうと僕は決めた。

　最後は今日じゃないかもしれないけど、最後は間違いなく学校だ。







　信じがたいことに、普ふ通つう科かの生徒達が登校していた。どれほどの異常事態に陥おちいっているのか、誰もが分かっているはずである。

　それなのに、どんよりとした不気味な彼らの行進は止まらない。

　白丁花さんの姿を見つけた。自分が殺人犯だとバレているのに、平然と日常を送る彼女の姿もどうかしていた。

　声をかけると、彼女は警けい戒かいした様子で僕を睨にらむ。

「どうして捕つかまえないんですか？」

「見苦しい開き直りをしてる人を牢ろう屋やに入れても、誰も救われないからね」

　鼻を鳴らして、彼女も行進の列に戻もどった。

「まだ臨時休校にならないの？」

「模試が近いですから。午前授業だけだそうです」

「──模試に命を賭かけるの？　馬ば鹿かみたいだ」

「それが普通科の生徒の仕事です。灰賀さんみたいな天才と、私たちは違うんですよ」

　二人でチクチクと言い合う。

　もしかしたら、僕の感性が常人と違っておかしいのかもしれない。成績が命と同様に重要だと思って、他人を押し潰つぶしてでも這はい上がろうとするのが正しいのかもしれない。

　それでも、僕には彼らが、死地に向かう軍隊の行進か、死者の葬そう列れつのように見えた。




　学校の警備態勢は強固だった。校門には武装警官が二人と、熊本さんがバックアップに付いている。校庭や連絡通路、特とく進しん棟とうにも武装警官が二人ついていた。

　僕は門番をしてくれていた警官に挨あい拶さつをして、特進棟へ入る。流石に、この中には誰もいない。僕しかいないだろう。

　部屋に入って、僕は洗せん濯たくしていた白い布の塊かたまりを広げる。てるてる坊ぼう主ずの服装は、十文字くんを止めた時のままで、返り血で所々が赤い斑まだら模様になっていた。気持ち悪い。

　僕はそれに着き替がえると、万が一に備えて、ある準備をしておく。

　新谷さんの真似まねに近いけど。何かがあれば、熊本さんたちが何とかしてくれるだろう。

　時間が余ったから、僕はタブレットで読書をしようと思った。すると、今さらになってＬＩＮＫに連絡が入っていることに気付く。

　そこには、それぞれのメッセージが残っていた。
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　なんだか、並べて見ると面白くなってきた。最初は怖こわくて仕方なかった名前の数々も、振ふり返ってみれば、みんな同じ学校の友人だ。

　彼らは『悪党』なんて言って結束していたけど。あまり必要ないんじゃないかなと、僕は何となく思った。

　熊本さんからの電話が鳴った。急いで出る。

「もしもし？」

「十文字と赤坂が本当に来やがった！　校門が突とつ破ぱされる、早く来てくれ！」

　電話を切って、僕は白い頭ず巾きんを被かぶる。スタートの合図だ。

　特進棟の入り口から堂々と出て、門番をしてくれていた警官の制止を振り切って、僕は全速力で駆かける。

　校門には誰もいなかった。いや、正確に言えば全員が打ち倒たおされていた。……黒田さん、本当に赤坂さんの体調は万ばん全ぜんじゃないんですよね。

　車の近くに倒れていた熊本さんを見つけて駆け寄る。腹部から、おびただしい量の血が吹ふき出ていた。

「灰賀くん、か？」

「救急車を呼びます！」

　僕は電話で救命救急にコールする。どちらにせよ、これから大量に必要になるはずだ。悪いけど救急車も全車出動してもらおう。

「十文字が、銃じゆうを持ってる」

「銃!?　どうして？」

　信じられない単語が聞こえて、僕は慌あわてて聞き返す。

「分からん、だが、赤坂だけじゃない。あいつも、やばい」

　──確かに、熊本さんの怪け我がは、赤坂さんによるものとは思えない。だとしたら、躊ちゆう躇ちよなくこんなことが出来る十文字くんの方が、よほど危険だ。

　僕はスポーツ医学と、漫まん画がで見た程度の知識を総動員して、熊本さんの怪我の止血を試みる。──これ以上は無理だ。専門家じゃないし、手が震ふるえて分からない。

「十分だ、ありがとう、早く、行け！」

　熊本さんを置いていくのは躊躇ためらわれるけど、議論する間も惜おしい。救急車は呼んだ。僕は駆け出そうとする。

　普通科の校舎の非常用ベルが鳴り、怒ど号ごうと悲鳴が響ひびき渡わたった。

　普通科に向かうと、下げ駄た箱ばこは我先にと逃にげ出す生徒たちで埋うめ尽つくされている。ここは通れない。僕は裏庭へ向かい、植木を登って二階へと飛び移って侵しん入にゆうする。廊ろう下かには誰だれもいない。階段へと向かった。

　そこは血の臭においが充じゆう満まんする墓場と化していた。多くの生徒が将しよう棋ぎ倒だおしになっていて、血を流しながら、這いずるように逃げようとしている。その誰もが下の階を目指していた。

　上にいる。僕は三階へ行こうとした。

「こんなことをしたって、誰も帰ってきません！　あなたはもう終わりです！」

　白丁花さんの声が校舎中に響き渡り、その音量の大きさに僕は思わず耳を塞ふさいだ。

「何をしたのか分かっているんですか？　どれだけの人を傷つけたんですか？　無実の人を巻き込むなんて最低です！」

「全員が飼育部の関係者だ、復ふく讐しゆうされて当然の連中だった」

「それをする資格は、あなたにありません」

　君にもない！　僕は叫さけぶ。だけど、その声はスピーカーの大音量に搔かき消された。

　こんな時にまで、君は高らかに自分の正当化をしようとするのか。

　君がそんな奴やつだから、十文字くんは戻ってこれなくなったんだぞ。

「失ったものは戻ってこないんだ。その言葉をそのまま返すよ。同じ価値のものを代わりに差し出せないなら、自分で選んで、同じように奪うばうしかない」

「だから、復讐はいけないことなんです！」




「その言葉を盾たてに、お前らが笑って、俺たちが泣いてるんだろうが!!」




　銃じゆう声せいが響いて、学校内に不快な金属音がギーンと鳴る。

　……そうか。だから、復讐はいけないことなんだ。

　連れん鎖さするのは当然の現象だ。倫りん理りは時代と国が決める。復讐がいけないのは、単純に、誰もが自分の身を守りたいからだ。

　正義も悪も関係なく、犯おかしてしまった過あやまちに、誠実に向き合うことが怖いから、誰もが復讐はいけないと言い張るんだ。

　それじゃまるで、悪党のセリフじゃないか。

「聞こえているんだろう、エーミール。悪党はここにいるぞ、早く来い。俺はお前に復讐しに来ただけなんだ」

　僕と十文字くんは分かり合えない。僕も彼にとっては悪党と同類だからだ。その言葉を盾に、正義という暴力を一方的に振るった偽ぎ善ぜん者だ。

　知らずに彼の友情を裏切って、勝手に失ったのは、他ほかでもない。僕だった。

　僕は放送室の場所を知らないけど、階段に倒れる生徒たちをどうにか押しのけながら、とにかく上を目指す。

「……やめてくれ。佐藤」

「佐藤さん！」

　一いつ瞬しゆん、思考が停止する。──どうして夜月さんがそこにいるんだ？　あなたの役割は、もう真聞を配るだけで終わりだって、自分で言っていたじゃないか。

　それに、白丁花さんが十文字くんの探す犯人であることも知っている。なのに、なんで彼女を守ろうとするんだ。

　意味が分からない。説明してほしい。

　僕は怪我する生徒たちの上を遠えん慮りよ無く走り、最速で現地に急行する。

「やめろおおおぉぉぉぉ!!」




　その咆ほう哮こうが聞こえた部屋の壁かべを、僕はノックした。




　十文字くんと、赤坂さんと、白丁花さんと、夜月さんが僕を見る。

　出で遅おくれたし、犠ぎ牲せいは出てしまったけど、やっと追いついたぞ。

「……お前がエーミールなのか？」

　君を止められるなら、それも演じよう。廊下へ彼らを誘ゆう導どうする。

　十文字くんが出てきて、赤坂さんがその前に立ち塞がった。好都合、かな。銃を避よけるのは、やったことがないから自信ないし。

　赤坂さんが吠ほえて、間を詰つめて来た。速い、でも僕より遅い。

　その拳こぶしを受け流し、本命のキックも躱かわして、軸じく足あしを払はらって赤坂さんを転てん倒とうさせる。追つい撃げきしようとしたら、赤坂さんは身体中のバネを使って、首を軸じくに回し蹴げりを仕し掛かけてきた。まさかの動きに動どう揺ようして、一発モロに食くらった。

　再び距きよ離りを取る。痛いけど思ったほどじゃない。全力の彼女が相手ならマズかった。

　赤坂さんの様子を観察する。彼女は怯おびえていた。

　怖い物を見た女の子のように、表情は引きつり、僕の顔ばかり凝ぎよう視ししている。その様子が、僕の顔を見た多くの女子に似ていて、久しぶりにちょっと傷ついた。

　でも、そんな表情を浮うかべる赤坂さんが、僕に勝てるわけがない。

　彼女の遅すぎる掌しよう底ていを優やさしく握にぎり、僕は腕うでの上に乗る。

「……灰賀さん？」

　なんで分かっちゃうのかなぁ。後味が悪いからやめてよ。

　手加減が出来る相手じゃない。僕は赤坂さんの頭を摑つかんで、廊下の壁に叩たたきつける。そして、廊下の窓から彼女を放ほうり投げた。

　赤坂さんの身体からだはそのまま宙を舞まい、彼女は僕に向かって笑って中指を立てる。

　そして、校舎の三階から地面に落下した。

　無事かどうかは分からない。生きているかもしれないし、頭から落ちたら死ぬかもしれない。ただ、彼女はここへ戻もどってこないだろう。そういう敗北だった。

　その一部始終を呆ほうけて見ていた十文字くんが、震えながら銃を構える。

「お前は何なんだよ！」

　彼は叫ぶ。

「全部、全部がお前のせいで台無しだ！　俺はただ、復讐がしたかったのに！　新谷の敵かたきを取りたかったのに！　どうしてだよ、なんで俺の邪じや魔まばかりするんだ！」

　錯さく乱らんしている彼に届く言葉が、僕には思いつかない。

　でも、これだけは言わなきゃいけないと思った。

「大事な友達だからだよ。陰いん謀ぼうとか、そういうのは関係ない。そうじゃなかったら、僕はとっくに逃げだしてた。助けられなくて、本当にごめん」

　それを聞いて、十文字くんは涙なみだを流した。僕の頭巾も涙で濡ぬれていた。
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　こうして僕たちの友情は崩ほう壊かいして、完全にこの世から失われた。




　銃のトリガーにかかる指先に力が入るのが見えた。銃を相手に格かく闘とうはしたくない。階下から無数の金属音が聞こえる。武装した警官隊だろう。

　僕は赤坂さんを投げた窓へ走り、学校を脱だつ出しゆつする。花か壇だんに落ちて受け身を取ったけど、流石さすがにちょっと痛い。周囲を見み渡わたすと、失神している赤坂さんを見つけた。

　被っていた頭巾を外して、放り投げて、たまたま僕を見つけてくれた警官に声をかける。自分で立とうとしたけど、急に暗くなった。

　あ、思ったより赤坂さんの蹴りが効いてる。鳩尾みぞおちに入ってるじゃないか。

　それに気付いた時、僕の意識は飛んでしまった。
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　９月18日（金曜日）




　予定より一時間早く、教頭は空港の待合室にやって来た。いつも通りだ。

「やっぱり来たね」

「僕の『役割』ですから」

「そうだろう」

　教頭は僕の隣となりに座った。

「体調はどうかな。赤あか坂さかくんと喧けん嘩かしたと聞いて、結構心配したんだ」

「そんなに大おお袈げ裟さな怪我はしてませんよ。コンディションは向こうで整えます。時差ボケがキツそうだし、結局は環かん境きようを向こうに合わせないと」

　気を失った僕は、病院に搬はん送そうされたらしい。目が覚めた頃ころには、日が沈しずんでいた。

　打ち身程度で済んだ僕は、警察関係の人たちのもとに行って、その後の報告を聞いた。

　熊くま本もとさんは一命を取り留め、赤坂さんも生きているらしい。

　でも、多くの死傷者が出て、学校はしばらく休校になることが決まった。遅おそすぎるくらいだけど、文句を言う気にもならない。

　十じゆう文もん字じくんの行方ゆくえは、まだ摑めないそうだ。あそこまで追い詰めて取り逃にがすなんて。やっぱり、フィクションの警察と同じイメージは拭ぬぐえない。

　彼を探そうかとも思ったけど。僕にしか出来ない大事な『役割』があることに気付いてやめた。どちらにせよ、十文字くんの破は滅めつを防ぐことは出来なかった。

　だから、彼のことは別の誰かに任せようと思う。それもきっと、誰かの『役割』だ。

「どうして、こんなに誰も分かり合えないんですかね」

　僕は教頭に尋たずねる。少しの沈ちん黙もくの後に、教頭は答えた。

「結論ありきの暴言、ありもしない事実のねつ造、馬ば鹿かが頑がん張ばって覚えた罵ば声せい。『私は正しいことを言っているのに、どうして理解できないの？』。それを文章に書いた彼らが、救いようのない馬鹿だからだよ」

「夜よ月づきさんが真聞を書く理由ですか？」

「バレたか。私は興味がないから、君の問いに真しん摯しに答えることは出来ない。だけど、彼女の言葉は一考に値あたいすると思っているよ」

　そうなんだろうなと、何となく思っていた。この人は他人と真摯に向き合わないから、あれだけ酷ひどい事件を引き起こしても平然としていられるんだろう。

　黒くろ田ださんは、他人のために頑張りすぎて、自分を見失ってしまった。

　青あお山やまくんは、他人に興味がありすぎて、相手を不快にさせるほどしゃぶり尽つくす。

　夜月さんは、他人を信用できなくて、極きよく端たんなほどに他人を観察してしまう。

　この人は自分本位で、子供を踏ふみ台だとしか思っていない。最低の大人なんだ。

　その時、視界に見覚えのある姿が映った。

「……翡ひ翠すいさん？」

「なんだって」

　教頭も凝視する。翡翠さんは売店の辺りで、僕に向かって手を振ふっている。

「本当に、見送りに来てくれたんだ……」

「あいつらしくもないな。まぁ、見納めか。私もあの厄やつ介かい者からようやく解放される」

「というと？」

「あのだらけた笑えみを見てみなよ。迷めい惑わくなイタズラを考えてる表情だ。あれが私は、心底嫌きらいだったんだ」

　やがて、翡翠さんは背中を向けて立ち去る。教頭は、その姿が見えなくなるまで、彼女を目で追い続けていた。

「最後の最後に、面めん倒どうを起こされたらどうしようかと思っていたけど。大だい丈じよう夫ぶそうだね。出発しようか」

「いえ、僕は夕方の便に変へん更こうしました。あなたと同じ空気を吸いたくない」

　僕がそう言うと、教頭はいつもの営業スマイルを浮かべる。

「そうか。では、現地で会おう。サポートスタッフにも──」

「僕が伝えてあるから、心配無用です。大会では必ず結果を出してみせますよ」

　教頭は立ち上がって僕を一いち瞥べつすると、クツクツと笑った。

「……もう一流のアスリートだね。しばらく灰はい賀がくんを使って営業しようと思ったけど、仕方ない。新しい仕事を探さないとな。また会おう」

「さようなら」

　教頭が飛行機に搭とう乗じようするために、ロビーへと向かう。

　その時だ。屈くつ強きようなガードマンが二人、教頭の腕を摑んだ。

「何か用かな？」

「あなたの荷物について、いくつかお聞きしたいことがあります」

　失礼と言って、ガードマンが教頭の鞄かばんの中身を出す。




　ゴトリと音を立てて、拳けん銃じゆうが落ちた。




「……どういうことだ、これは」

　これまでに聞いたことのない、怒ど気きを含ふくんだ声で教頭が尋ねる。

「我々が伺うかがいたいことです。あなたには、学生による発はつ砲ぽう事件を幇ほう助じよした容疑もかかっています。ご同行を」

　それを聞いて、全すべてを悟さとったのだろう。去ろうとする僕に、教頭が叫さけんだ。

「灰賀ぁ！　私を嵌はめたな!!」

　初ドッキリ大成功。僕の初めての復ふく讐しゆうは、ちっぽけに終わった。

「くだらないですね。でも、あなたの終わり方なんて、劇的じゃなくていい。その程度があなたの『役割』だ。子供を舐なめるのも、いい加減にしてください」

「恩を仇あだで返すとは、絶対に許さんぞ!!」

「陳ちん腐ぷなセリフですけど。お互たがい様ですよ。僕もあなたを許さない」

　僕はエントランスへと戻る。そこには、さっき売店で手を振っていた翡翠さんと、帽ぼう子しを深く被かぶって変装した翡翠さんがいた。

「ありがとう、黄紗良さん。教頭の注意を引きつけてくれて」

「ギャラはきっちり払はらってね。メモしたブランド全部」

「まぁ、税関に引っかからない程度に頑張るよ……」

　売店の翡翠さん──黄き紗さ良らさんはそれだけ言って、サッサと立ち去ってしまった。

「今回の事件、本当は役者として参加したかったんだってさ」

「ギャラが高すぎます……」

「それで揉もめて、一いち抜ぬけしたらしいよ」

　黄紗良さんらしいなと思いつつ、僕は翡翠さんに頭を下げる。

「すみません。僕はこれくらいしか『役割』を果たせそうにないです」

「あたしは役割とか信じないって言ったじゃない。どっちにしろ、十分頑張ってくれた。ありがとう。やっぱり復讐は楽しいね」

　不ふ謹きん慎しんすぎる発言に、僕は苦く笑しようするしかない。




　あの事件の後、深夜だったけど、翡翠さんから電話がかかってきた。

　十文字くんについてかと思ったら、彼とはもう、ちゃんと決別したらしい。そっちではなくて、教頭を陥おとしいれる計画に乗らないかと持ちかけられた。

　黒田さんが関係各所に根回しして、青山くんが事件に使われた銃じゆうの購こう入にゆう先を夜月さんに教えて、夜月さんがそのルートに書類上は教頭が嚙かんでいるように見せる偽ぎ装そうを施ほどこした。黄紗良さんが翡翠さんに変装して注意を引きつけている隙すきに、翡翠さんが教頭の鞄に銃を入れて通報する。

　特に、夜月さんに渡わたされて、僕が遺書代わりになると残しておいた、全ての人物の肉声データが入ったボイスレコーダーの存在が、教頭を陥れる決定打となる。あれがあると、偽にせの銃じゆう刀とう法ほう違い反はんはいざ知らず『エーミール事件』の関係者として、教頭は司法の下に平等に裁かれるはずだ。

　そんな場当たり的な作戦を、ＬＩＮＫのやり取りを通じて立てて、僕も加わって実行に移した。

　文面だけで見ると、この人達は、実は仲が良いんじゃないかと錯さつ覚かくしそうだ。でも、僕が証言しよう。すごく仲が悪い。単純に、全員が教頭のことを嫌いだっただけだ。

　それだけが事実だ。テキストでは、何も伝わらないと思うけど。




「Ｊじえいくんと夜月については、最善を尽くしてみるよ」

　ボコボコの車にもたれかかって、翡翠さんは言う。

「翡翠さんは、佐さ藤とうさんが夜月さんだって、知らなかったんですか？」

「……振り袖そでを着付けた時、意外とおっぱいが大きいと思ったんだよね。佐藤ちゃんのは見慣れてなかったし、夜月のは見慣れてた。色んな意味で騙だまされたなぁ」

　その発言は反応に困る。

「いやー、参った。言葉が話せないなんて設定の時点で、疑ってかかるべきだった。結構あいつも根こん性じようあるね。だって、エグいことされてたよ？」

「それも含めて、飼育部のことを見直したのかもしれませんね」

「もしくは、普ふ通つう科かを見放したかだ。今回の一番の被ひ害がい者しやは、罪ある罪なき一いつ般ぱん人だよ」

　それもそうかもしれない。夜月さんは、決して彼らに同情しなかった。

「誰だれが誰を先に見つけるかのスピード勝負になるから、勝つ保証はできない。白はく丁ちよう花げを捕つかまえてやりたいけど、ぶっちゃけ、あいつは殺された方がいいと思ってる」

「ああ、まぁ、えっと──」

「あたしはクソッタレだから言うけど。白丁花が捕まったところで、司法があたしたちの納なつ得とくのいく裁きをしてくれるとは思えない。復讐はいけないことだけど、法律は完かん璧ぺきじゃないからね。妥だ協きようのラインをどこにするか、それは当事者が決めていいことだと思う」

　なるほど、しっくり来た。法律って、究極のところで言えばそうなんだろうな。だから、ハンムラビ法典は冒ぼう頭とうの一節だけが有名なんだ。

『目には目を、歯には歯を』

　妥協のラインとして、すごく分かりやすい。

「それに、あいつが夜月なのか、佐藤ちゃんなのか、分からないんだよね。どちらにせよ、身を挺ていして白丁花を守った理由が、見当もつかないや」

「……同感です。どうしてでしょう」

　考えている僕を見て、翡翠さんは何気なく言う。




「灰賀くんが止めてくれるって、信じてたんじゃないかな」




　口をぽかーんと開けていると、彼女は苦笑する。

「いや、いつもの適当だってば。『あなたには無理でも、僕には出来る』だっけ。そのダサいセリフを真に受けて、時間稼かせぎなんてしたのかもよ。夜月や白丁花はともかく、Ｊくんは佐藤ちゃんを撃うつことは絶対にない。『飼育部の友情は絶対』だからさ」

　酷いことを言われてると思いながらも、聞かずにはいられない。

「あなたはその約束を破ったのに？」

「──あのデブと同じことを言うなら張り倒たおすよ」

「横暴だ！」

　翡翠さんは笑いもせずに、睨にらんでそう言った。図星なんだろう。いくら好きだと言っても、彼女は利口過ぎた。最終的に、破は滅めつの道まで付き合うのを恐おそれてしまったんだ。

　普ふ通つうならそれで正解だ、責めるのは酷こくだと思う。

　でも、そうやって片付けるには、彼女は罪を重ねすぎた悪女だ。最後まで共に歩く責任があって、そこから逃にげた彼女は、魅み力りよく的でもなんでもなく、ただ卑ひ怯きようだった。

「そうか、そうか。つまりきみはそんなやつなんだな」

　僕がそう言うと、翡翠さんがキレて車に乗り込む。

「この野や郎ろう……。あたしが一番気に入らないのは、キミだけが一人で強くなったことだ」

　僕の八つ当たりに舌打ちして、翡翠さんがボロボロの車で走り去るのを見送った。

　彼女の言う通り、僕は変わった。でも、強くなったと言われてもピンと来ない。

　悪意のあることも平気でするようになったし、質問も意地悪になって、それなりに善良な『模も範はん生』でいようとしたのに、僕は噓うそもつくクソッタレになった。

　特進科はもうない。高校生なのかどうかも怪あやしい。何より、親友を失った。




　思い出の輝かがやきを胸に刻み、何もかも失って、子供ではない何かになってしまったんだ。




　やっぱり夕方の便は遅おそかったかなと後こう悔かいしながら、僕は時間を潰つぶす方法を探す。




　10月１日（木曜日）




　久しぶりの日本だ。半月ほどフランスで過ごしたけど、空港で感じたのは、黒くろ髪かみの人がみんな日本人なんだろうという、故郷に帰った安心感だ。向こうは移民も多いから、間ま違ちがえて中国人に話しかけてしまうことが何度かあった。

　僕は向こうでも謎なぞの人種だったらしい。ジャポネと言うと、すごく驚おどろかれた。漫まん画がとアニメをけっこう持って行ったら「ワオ！　海かい賊ぞく版ばんじゃないやつなんて初めて見るぜ」みたいなことを言われて、なんだかんだ友達も結構できた。

　礼れい儀ぎを憶おぼえること。馬ば鹿かみたいに楽しむことを憶えること。

　翡翠さんに教わった唯ゆい一いつマトモなことは、思った以上にとても大事なことらしい。







　家に帰ると、大量の広告と新聞がいくつかポストに入っていた。広告の類たぐいはザックリ捨てるとして、僕は新聞をとっていない。

　それは９月の新聞だった。一面に『エーミール事件の容疑者逮たい捕ほ』と載のっていて、そこに十文字くんと思われる少年Ａのことや、彼が最後に交差点で殺害した少女、白丁花さんの詳しよう細さいが綴つづられていた。ため息が漏もれる。こうなっちゃったか。

　誰が何をして、この結末になったんだろう。

　その交差点で起きてしまったことを、僕は知らない。物理的な意味で、遠く離はなれた場所にいたし、それを見届ける義務からは逃げてしまった。

　十文字くんの目には、何が見えていたんだろう。僕には何も分からない。知る手段があるなら、教えてほしい。




　テキストでは何も伝わらない。かつての親友のことを、何も理解できなかった。




　パラパラと新聞を捲めくって読む。特に白丁花さんは美少女だったので、数日に渡って悲劇の少女として紙面に飾かざられていた。特に、加害者の少年Ａを止める為ために行動したという美談が、読者の心を動かしたらしい。それが事実で、人々にとって都合の良い解釈なのだろう。加害者は匿とく名めいで、被害者は晒さらされるんだなぁ。

　部屋に置いてあったタブレットに、突とつ然ぜん通知が入る。

　日本に置いていってしまったそれは、半月近くの間に埃ほこりを被っていたけど、充じゆう電でんしっぱなしだから動いていた。

　ＬＩＮＫにメッセージが送られてきた。その相手を見て、僕は掃そう除じや片付けもまったくせずに、文章を打つのに没ぼつ頭とうした。
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　あとがき







「復ふく讐しゆうはいけないことだ」という言葉について、もうちょっと考えてみようよ。

　建前として、そんな言葉があるけど。実際、やり返すべきだって論調は世の中に溢あふれているよね。なのに、どうしてみんな、大人しくやられっぱなしでいるのかな。

　だったら、復讐というものの末路を、一度しっかりと書いてみようじゃないか。




　耳に目め口ぐち司つかさです。まさか、これが出版されることになると本気で思っていなかったので、色々と驚おどろいています。狙ねらった萌もえもエロも、一切ないですからね。

　こうしてあとがきを書くこと自体、想定していなかったので。さて、何を書くべきかと悩なやみながら書いています。この本に関して言うなら、あとがきは完全な蛇だ足そくですし。




　上下巻の読どく了りようを想定しての質問ですが。いかがでしたか。

　上巻のことを「救いようのないバッドエンド」と思った方はいるとして。もしも、下巻で「思ったよりサッパリ終わった」と思った方がいたら、それはそれで妙みような話です。

　事実は何一つ変わっていません。別の語り手が、別の情報と、それに合った解かい釈しやくを叩たたきつけているだけなのですから。案外、謎なぞや事実なんて、そんなものだと思っています。

　この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解釈だけだ。

　だから、本作の感想がバラバラになるのも当然だと思います。それでも、面おも白しろかったと思っていただきたくて頑がん張ばってしまうのが、著者のエゴなんですけど。




　ＳＮＳについて書いておくべきだ、という点は最初にあったと思います。デビュー作の『丘ルトロジック』を執しつ筆ぴつした頃ころと比べて、ネットの在り方は、また一つ変容を遂とげました。ぶっちゃけると、ＳＮＳは「人を殺す」と台頭した当時に思ったんですよね。

　それだけで一冊書くのは難しいと思い、総そう括かつして『復讐』を取り上げたところまでは、そんなに間ま違ちがってないと思いますが。いやー、見積もりが甘かった。上下巻にする予定にしておいて正解でした。

　イラストレーターのまごまごさんと、再びタッグを組めたことは嬉うれしい誤算でした。

　まさかの再会でしたが、テーマを考えると必然だったようにも思えます。何度でも一いつ緒しよにお仕事したい方ですね。雰ふん囲い気きとでも言うべきか、とても楽しいのです。




　なんて、あくまで著者の感想で濁にごそうと思います。復讐はいけないことですよ。




　関係者の方々に謝辞を。

　担当Ｉさん。調子こいてすみませんでした。プロット通りにいかないものですね。途と中ちゆうで「何が面白いのか分からない」というレベルの相談をしたのは、猛もう省せいしています。それに答えを探してきてくれたＩさんはやっぱりすごいや！

　イラストのまごまごさん。キャラが多い中を、あれだけ用意していただきありがとうございます。とはいえ、デザインを担当していただいた方を含ふくめて、好き勝手やり最終的にＩさんを困らせた者同士、ここは『悪党』だったと口裏を合わせませんか？

　その他、本書の出版に関かかわってくださった全すべての皆みな様さま。ありがとうございました。

　そして、本書を手にとってくださった読者の方に最大の謝辞を。







　また尖とがったものを書いたので、今度はハイテンションギャグでもやるべきか。萌え萌えな感じで異世界に行ったりするか。ピュアなラブストーリーでも書くか。

　懲こりずにまた、クソッタレの物語を書くか。

　何かしらの形で、また出版に漕こぎ着つければと思います。その時は「そっちかよ」「そう来たか」「またかよクソッタレ」と、笑っていただければ幸せです。

　よろしくお願いいたします。




　ちなみに、発売のタイミングに合わせてスニーカー文庫公式サイト「ザ・スニーカーＷＥＢ」に、夜よ月づきの書いた真聞『ハンムラビの復讐』を載のせています。今回の愚ぐ者しや達が、それぞれなぜ必要だったのか。役割について、補足をするかもしれません。

　また、十じゆう文もん字じのＬＩＮＫということで、ツイッターで広報企き画かくもしておりました。検けん索さくすれば見つかると思うので、ついでに読んでみるのはどうでしょう。リアルタイムを意識したので、一番楽しめる機会は逸いつしていますが……。




　割と本気で再就職したい。





耳目口　司　　
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